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＜研究課題 1 ＞

がん治療におけるインターベンショナル・ラジオロジーの応
用についての研究

Clinical evaluation of interventional radiology in oncology

＜研究者氏名＞

所　属　部　放射線診断・IVR部
研究者氏名　稲葉吉隆
共同研究者　女屋博昭、山浦秀和、佐藤洋造、加藤弥菜、
　　　　　　村田慎一、長谷川貴章、茶谷祥平、塚本裕一

【目的】

大腸癌は最も肝転移をきたす頻度の高い癌種であるが、切除
不能大腸癌肝転移には、FOLFORI療法およびFOLFOX療法
導入前までは5-FUによる肝動注化学療法が本邦では広く行わ
れていた。肝動注化学療法の一次治療としての成績は、国内の
第Ⅱ相試験で生存期間中央値が19～26ヵ月と報告され、また、
IVR技術を用いた肝動注リザーバー・カテーテルシステムの設
置による肝動注化学療法は副作用も軽微で、高い実行性が示さ
れていたが、全身化学療法とのランダム化比較試験およびそれ
らのメタ分析で生存期間における優位性が示されなかったこと
より、肝動注化学療法が実施される機会は減少していった。

そういった状況ではあるが、肝動注の薬理学的有利性を前提
に、肝動注療法を含めた治療戦略の検討がなされ、全身化学療
法と肝動注化学療法の併用による良好な治療成績が報告されて
いる。現在では、フッ化ピリミジン、オキサリプラチン、イリ
ノテカンの3剤の殺細胞性抗癌剤に分子標的治療薬の2剤（抗
血管内皮細胞増殖因子抗体薬と抗上皮成長因子受容体抗体薬）
を加えた5剤を併用したレジメンが一次、二次治療として行わ
ることが標準となっているが、この5剤使用後でも肝動注療法
により長期生存が得られたとする報告もみられる。三次治療以
降の後方ライン治療として承認されているレゴラフェニブとト
リフルリジン･チピラシル（TAS-102）の報告される副作用に
比べて肝動注の副作用は軽微であるため、なお肝転移が予後規
定因子である場合には、肝動注療法が選択される場合はあると
思われる。

そこで、標準的化学療法としての 5 剤使用後の肝動注療法の
実臨床での治療成績を把握するための多施設調査研究を計画し
た。

【方法】

対象症例
以下の条件をすべて満たす症例を適確として情報を収集する。

①予後規定因子と判断された切除不能大腸癌肝転移有する。②
フッ化ピリミジン、オキザリプラチン、イリノテカン、ベバシ
ズマブ、セツキシマブまたはパニツムマブの5剤（RAS遺伝子
異常の場合はセツキシマブまたはパニツムマブを除く4剤）に
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よる標準的全身化学療法実施している。③標準的全身化学療法
後にリザーバー肝動注化学療法を実施している。

調査対象期間は、セツキシマブが使用可能となった2008年9
月以降から2015年12月とした。

評価項目
主要評価項目は、肝動注化学療法開始からの全生存期間であ

り、副次的評価項目は、肝動注化学療法実施期間、腫瘍縮小割
合、病勢制御割合、治療効果に影響を及ぼす因子の探索、有害
事象の種類と頻度とした。

【結果】

7施設から137例の登録を得た。年齢中央値は62歳（28～89
歳）で、男性85例・女性52例であり、肝外病変なしが40例、
ありが97例であった。前治療は、5剤使用が78例、RAS遺伝
子異常のためセツキシマブまたはパニツムマブを除く4剤使用
が57例、血管病変合併のためベバシズマブを除く4剤使用が2
例であった。肝動注のレジメンは、5FU単独が112例、CDDP
＋5FU併用療法が16例、その他が9例であった。

肝動注治療期間中央値は73日、肝動注開始からの全生存期
間中央値は145日（4.8か月）、奏効割合は12.4％、病変制御割
合は64.2％であった。Grade3-4有害事象は、血中ビリルビン増
加2例、肝膿瘍1例、好中球減少1例であった。なお、後治療
実施割合は30.7％であった。生存に影響する因子は、奏効・制
御の有無（制御あり6.0か月、なし3.4か月）と肝外病変の有無

（肝外病変なし6.5か月、あり4.4か月）であった。

【考察】

進行・再発大腸癌の3次治療以降で使用されるレゴラフェニ
ブとトリフルリジン･チピラシル（TAS-102）の開発治験での
全生存期間中央値は6.4か月と7.1か月であったが、それと比較
すると肝動注の成績は4.8か月と劣るものであった。しかしな
がら、肝外病変がないと判断される症例では6.5か月と匹敵す
るものであった。また、肝動注の有害事象はレゴラフェニブと
TAS-102での報告に比べ、明らかに軽微であった。

以上より、患者の病態によっては肝動注は十分利用できる代
替治療法と考えられた。

＜研究課題 2 ＞

治療感受性と再発リスクによる乳癌術後補助療法の選択に関
する研究

The selection of adjuvant therapy for breast cancer, based 
on the treatment sensitivity　and the relapse risk　

＜研究者氏名＞

所　属　部　乳腺科部
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研究者氏名　岩田広治
共同研究者　澤木正孝、服部正也、吉村章代、権藤なおみ、
　　　　　　小谷はるる、安立弥生

【１年間の総括】

この１年間で乳癌の術前後薬物療法に関して、標準治療を変
えるような重要な報告が日本からもいくつかされ、乳がん術後
患者の予後はさらに改善の方向である。今後は無用な抗がん剤
を省くde-escalationの方向と共に、サブタイプに応じた術前薬
物療法によるresponse guide therapyが主流になってくる時代
の幕開けを感じる1年であった。
1 ：術後内分泌療法
報告�：閉経前乳癌に対しては TAM の 5 年投与、リスクの高い

方や年齢の若い方（35 歳以下）には LH-RHa＋TAM の併
用が標準治療として定着し、カンファレンスでも議論にな
ることは少ない。5 年から 10 年の長期投与についても、
リンパ節転移陽性など再発リスクの高い方へは積極的に長
期投与を推奨している状況である。閉経後乳癌に対しては
日本で実施した AERAS 試験の結果が 2018 年末に報告さ
れ、AI 剤 10 年投与の有用性（5 年に比較して）が示された。
2018 年に NEJM に ER 陽性乳癌の長期フォローによる晩
期再発リスクが予想以上に高いことが明確になった。術後
20 年の遠隔再発リスクは T1N0 で 13%、T2N4-9 では 41%
にまで上昇する。AI 剤の 10 年投与が多くの方に推奨され
る時代になってきている。さらに 2018 年度には再発リス
クの高い方に、CDK4/6 阻害剤（Abemaciclib）を術後投
与する治験（MonarchE 試験）が実施され、2019 年登録
はすべて終了した。

2 ：術後化学療法に関する研究
報告�：“luminal B like 乳がん”と定義される乳がんにおける化

学療法の適応を判断する OncotypeDX が世界標準として
広く行われる時代に、2018 年度時点で日本での保険承認
が得られず普及に至っていないのは残念である。High 
risk 患者に対して術前化学療法を施行後 non pCR であっ
た方へのゼローダ投与が、既に標準治療と位置付けられる
にいたっている。G-CSF 併用による dose-dense therapy
が日本の中でもハイリスクの方への標準治療となりつつあ
るが、当院では有害事象とのバランスが悪く、現時点では
標準治療としての導入は見合わせている。2018 年度、術
後化学療法の副作用による QOL 低下を予防する目的で、
paclitaxel の末梢神経障害を軽減するための surgical glove
の有用性を検証する臨床試験や、脱毛予防のための Cool 
cap の有用性を検証する臨床試験を in house で実施した。

3 ：術後分子標的治療に関する研究
報告�：術後 Trastuzumab 1 年投与が標準治療であることに変

わりはないが、2018 年度は再発リスクの高い方への
Pertuzumab 併用が保険適応になり標準的として位置づけ
られた。逆に再発リスクの低い方へは、アドリアマイシン
の心毒性を回避するために、ACP trial の結果を基に
weekly Paclitaxel＋Trastuzumab レジメンが積極的に実
施されている。Neratinib が 2018 年度に US に続き EU で
も承認されたが、日本での承認はまだであり、今後 HER2

陽性・ER 陽性の再発リスクの高い方への保険承認が待た
れる。さらに 2018 年末に術前薬物療法（抗がん剤＋抗
HER2 療法）で non-pCR の患者に対して術後 T-DM1 の
Trastzuumab に対する優越性が示された（KATHERINE
試験）。この試験に日本は不参加であり、残念ながら今後
の保険承認の道筋が見えていない。

4 ：術前化学内分泌療法に関する研究�
報告�：閉経後ホルモン感受性乳癌では術前ホルモン療法の効果

で術後の抗がん剤の必要性を検証する第 III 相多施設共同
比較試験（NEOS study：PI は岩田）の長期予後の結果を
2018 年 ESMO で発表した。術前内分泌療法で PD になっ
た方の予後は、それ以外（CR, PR, SD）の方と比較して有
意に不良であった。現在論文化を進めているところであり、
2020 年には primary endpoint の結果も報告する予定であ
る。JBCRG で は 術 前 内 分 泌 療 法＋CDK4/6 阻 害 剤

（palbociclib）併用の医師主導治験も開始された。JCOG で
は HER2 陽性乳癌に対して化学療法＋抗 HER2 療法で
cCR になった症例での手術省略試験を 2019 年度に開始予
定である。

　　　今後は手術可能な乳癌に対しても、サブタイプに応じた
術前薬物療法を積極的に実施して、効果による治療選択

（response guide therapy：術後治療選択、非切除など）が
標準治療となるような時代の流れを感じる。。

＜研究課題 3 ＞

臨床検査における各種癌診断手法の改善、開発
Investigation for methods of cancer diagnosis in clinical 

laboratories

＜研究者氏名＞

所　属　部　臨床検査部
研究代表者　谷田部　恭
共同研究者　亀井慶子、尾関順子、長谷川かおり、吉野　聡、
　　　　　　藤田奈央、村上裕美、柴田典子
　

【研究成果】

臨床検査部では各部門別に、本年度に得られた成果および研
究経過を報告する。

生化学部門では、FT3の測定試薬に関する検討を行った。
より正確で再現性のある測定値を報告できるようキャリブレー
ションの方法を2ポイント法から6ポイント法に変更し、新試
薬と現行試薬との相関をとった。また、新試薬の測定精度を検
証した。相関は良好で、新試薬の測定精度も問題なく試薬変更
を行った。これにより、より精度の高い正確な検査結果を報告
可能となり、施設間差の是正もより確実となった。また、これ
まで生化学検体を凝固促進のために37℃で10分ほど加温して
いたが、それによる検査データへの影響がどのくらいあるのか
を生化学検査項目全てで検討した。LDHが4例中1例で10％上
昇し、GLUは4例中4例とも低値となり最大で6％であった。
それ以外の項目については有意な差はなかった。LDHの結果
から37℃で加温することで目には見えない程度の溶血が起き
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たと考えられた。また、GLUの結果から、加温することで解
糖系がより早く進むことが考えられた。特に臨床的には問題な
い程度ではあるが、加温しても数分しか凝固時間が早くならな
いことから、37℃で加温することをやめることとした。

血液検査部門では、従来より用手法で行っていた骨髄穿刺液
の有核細胞数カウントおよび網赤血球カウントを多項目自動血
球分析装置（XN-3000、以下XN）で算定可能かどうかを検討
した。従来、有核細胞数のカウントはチュルク液で希釈した検
体を計算盤で目視カウントを、網赤血球はBKB染色液で超生
体染色したものを顕微鏡下で目視カウントしていた。今回の検
討ではEDTA-2Na採血管に採取した骨髄液を用いXNで計測
した。XNでの有核細胞数カウントは96％が許容基準に入り、
従来法からXNでの測定に置き換えることが可能と考えられた。
また網赤血球カウントでは従来法は個人差によるばらつきが懸
念されたが、XNでは解析細胞数が圧倒的に多いため再現性が
高いと思われた。しかしサンプリング量が少量の場合には、従
来法の用手法であれば必要検体量が微量でも検査可能なため、
状況に応じて検体の処理を行えるようトレーニングを行ってい
る。

生理検査部門では、マスター2階段負荷試験の依頼に対し、
検査を安全に実施するためのチェックシートを利用した効果を
検証した。対象は、マスター2階段負荷試験を中止した患者で、
チェックシートの利用前後の負荷中止理由を比較した。患者の
背景は消化器外科、呼吸器外科、頭頚部が多く、検査目的はほ
とんどが術前であった。チェックシートには、負荷を中止する
既往（急性冠症候群、心房細動など）や心電図所見（左脚ブロッ
ク、ST異常など）及び注意して実施する症例を明文化し、検
査時の体調や入室の様子、負荷中の自覚症状（胸痛・動悸など）
や他覚症状（ふらつき・顔面蒼白など）を問診及び観察した結
果を記入できるようにした。その結果、急性冠症候群の既往に
よる負荷中止例が3％から16％に、ふらつきなどの体調不良例
が15％から19％に増加した。チェックシートの活用により問
診や観察を的確に行うことができ、心事故発生や転倒の防止に
つながる効果があると確認できた。

病理検査部門では、これまで薄切した検体切片をスライドガ
ラスに貼付する際に、検体識別の手段として手書きによる記入
を行ってきた。しかし、パラフィンブロックに標識しているラ
ベルから写し書きをするため、見間違いや書き間違いがしばし
ばおこり、その確認手順を設ける必要があった。そこでゲノム
診療用病理組織検体取扱い規程で推奨されている検体管理の
バーコード化の検討を行った。まず上記規程を参考にスタッフ
に対しアンケート調査を実施した。その結果、運用次第との回
答であったため、実際に運用している名古屋大学医学部付属病
院へ視察に行った。結論として、標本作製プロセスのすべてを
システム管理する必要があり、当院としてはこれまで培ってき
た手順・運用法とのバランスを考え、免疫染色のオートメーショ
ン化と今後のバーコード化の一助としてのスライド印字機導入
が、今できる最適な手段であるという結論に至った。

実働には至っていないが、最適な方法が見つかったことは、
今後の安全な検体処理作業に大きな成果である。

細胞診検査部門では、癌性胸水を呈した甲状腺癌の臨床像お
よび細胞像の特徴について検討した。甲状腺癌は予後良好な腫

瘍として知られ、癌性胸水を呈することは極めて稀とされる。
当センターにおいては2000年から現在までに癌性胸水を呈し
た甲状腺癌症例は10例であった。これは当該期間の癌性胸水
の0.7％と報告の通り稀な病態であった。患者背景として、原
発巣の組織型は乳頭癌が最も多く、局所浸潤傾向の強い腫瘍で
あった。また癌性胸水発症時、全例が肺転移を伴っていた。出
現した腫瘍細胞の特徴としては、乳頭癌に特徴的な核内細胞質
封入体や核溝は目立たず、核異型も軽度であった。甲状腺癌に
よる癌性胸水は稀な病態であり、原発巣の細胞像とは差異がみ
られ診断には注意を要すると考えられた。今回の検討結果を日
常の細胞診断業務に取り入れていく。

細菌検査部門では、血液培養時間（日数）と培養時間延長に
よる陽性菌種の検討を行った。血液培養検査は、がん患者の感
染症診療において重要な検査であり、また起因菌の特定は、適
切な抗菌薬治療を可能にする。現在、当検査室では血液培養検
査において、CLSI（米国臨床検査標準化委員会）推奨である7
日間の培養を行っているが、免疫低下者から検出される
Helicobacter cinaediなど一部の細菌においては、7日間以上の
培養日数を要することが報告されている。今回、当院の培養時
間（7日間）の妥当性、また発育した菌種から臨床的意義があ
る菌かどうかの評価を行った。研究対象検体は、2019年4月か
ら6月まで845件の血液培養検査検体で、通常の7日間培養後、
血液培養ボトルのまま3日間の培養延長を行い、さらに平板培
地で3日間の培養延長をおこなった。対象期間のうち培養時間
延長による陽性検体は7件で、検出菌種は、Propionibacterium 
acnes 3件、Eggerthella lenta、Staphylococcus saccharolyticus、
Clostridium clostridioforme、 Klebsiella pneumoniaeがそれぞ
れ１件ずつであり、長期の培養時間を要すると報告されている
菌種の検出はなく、現在の培養時間で妥当であると判断した。

菌種の評価としては、コンタミネーションが3件、起因菌の
可能性がある（菌血症）ものが4件であった。このうち起因菌
の可能性がある事例で、抗菌薬使用中が2件あり、抗菌薬の影
響が検出時間（培養陽性時間）を遅らせた可能性がある。培養
時間延長での検出時には、患者の状態はすでに安定しており、
培養時間の延長による菌種の検出ではなく、血液培養ボトル内
の抗菌薬の影響を少なくし、より早い培養時間での検出および
迅速な報告が必要であると考えられた。

血液培養検査は、抗菌薬使用前に検査を行うことが原則であ
るが、当院では、免疫不　全の患者が多く、抗菌薬の投与がす
でに行われており、投与中での検査を行うことがしばしばある。
今後は、より早い培養時間での菌検出、また抗菌薬により検出
不可能であった菌の報告が行えるよう抗菌薬吸着ビーズ入りの
血液培養ボトルの採用を検討し、より一層の感染症診療の向上
を目指していきたい。

遺伝子検査部門では、これまで肺癌に限られていた免疫チェッ
クポイント阻害薬の適応拡大に対応するため、院内でのマイク
ロサテライト不安定性検査導入を検討した。多数の症例に対応
可能とするため、免疫染色でスクリーニングした後に遺伝子検
査を実施する（ユニバーサルスクリーニング）こととし、免疫
染色の使用抗体についても検討を加えた。その結果、まずは
PMS2、MSH6の2種類の免疫染色を実施し、その結果マイク
ロサテライト不安定性が疑われる症例に対して、MLH1免疫染
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色、BRAF遺伝子検査、MSI遺伝子検査等の追加検査を実施す
るシステムとした。このシステムで2018年10月から2019年3
月末までで334症例ものスクリーニング検査を実施し、内31症
例でMSI遺伝子検査を実施した。年々開発される新規治療薬
に対するコンパニオン診断としての遺伝子検査の重要性を常に
認識し、情報を収集し、臨床側の要望に対応できるよう検討を
続けている。

＜研究課題 4 ＞

病理細胞診断における分子腫瘍診断法の研究
Molecular approach to pathology diagnosis　

＜研究者氏名＞

所　属　部　遺伝子病理診断部
研究者氏名　谷田部 恭
共同研究者　佐々木英一、村上善子、羽根田正隆、加藤省一、
　　　　　　細田和貴、真砂勝泰、藤田史郎

【目的】

2019年よりがんゲノム医療が本格的に始動するにあたって、
組織学的な腫瘍細胞含有量の評価について検討した。hot-spot
パネル、包括的がんゲノムプロファイリング検査いずれにおい
てもパラレルシークエンサーを持ちた検索では少なくとも20%
以上の腫瘍細胞含有量が必要となる。その評価は病理診断医に
委ねられているが、セルカウンターで細胞を計測する方法は実
際には取られておらず、経験的に判断されているのが実情であ
る。そこで、病理診断医の腫瘍細胞含有量評価の現状を把握す
るとともに、一定の指標をもとにすることでその評価がどのよ
うに変化するかを検討した。

【方法】

東海地区のがんゲノム中核拠点病院、連携病院の9名の病理
診断医により、18例の病理組織標本についての評価解析を行っ
た。まずは現状を把握するために、現在それぞれの施設で行っ
ている方法で評価した。次に、異なる9例を用いてどのように
評価すべきかについての詳細なセミナーを行った後、その方法
を 用 い て18例 を 再 評 価 し た。す べ て の 評 価 対 象 症 例 は
FoundationOne CDxで解析を行い、複数の遺伝子変異のallele 
fractionから腫瘍細胞含有量が推測することができる症例を用
いた。そのため、腫瘍細胞含有量の比較標準として、結果から
推 測 さ れ る 腫 瘍 細 胞 含 有 量 お よ び Foundation Medicine 
Instituteの病理医の評価を用いた。

【結果】

2つの比較標準の間には大きな差は認められなかったが、が
んゲノム医療関連病院の腫瘍細胞含有量の評価は、比較標準い
ずれからも統計学的に有意に高い傾向を示した。セミナー後の
評価においては、高い傾向は解消され、統計学的差異も認めら
れなかった。

【考察】

経験的になされる腫瘍細胞含有量の評価は過剰評価される傾
向があることが判明した。このため、基準を満たすと考えられ
た検体が、実際は腫瘍細胞含有量が低く、遺伝子パネル検査の
検出限界値以下にあたる場合は偽陰性を示してしまう可能性が
ある。これを解決するために、適切な評価基準を用いることで、
正確な遺伝子パネル検査が施行可能となり得ることを示すこと
ができた。

＜研究課題 5 ＞

トモセラピーを用いた強度変調放射線治療の臨床応用
Clinical application of IMRT using Helical Tomotherapy

＜研究者氏名＞

所　属　部　放射線治療部
研究者氏名　古平　毅
共同研究者　立花弘之、田中　寛、小出雄太郎

【はじめに】

当 院 で は 2006/6 に ト モ セ ラ ピ ー（TomoTherapy 社
TomoTherapy Hi-Art System）が設置されて以来、臨床例の
IMRTによる治療を開始してきた。今回われわれはIMRTの治
療効果とその有用性の指標である唾液腺機能を評価検討し当院
での頭頸部IMRTの臨床的評価を試み、臨床的有用性・妥当性
の評価を行うことを目的とした。

【方法】

我々は今回IMRTの臨床的評価の目的で咽頭がんおよび頭頸
部リンパ腫症例に対し、治療前後での唾液腺機能評価の目的で
唾液腺シンチグラフィーを実施してきた。

2006/6より頭頸部癌のIMRTを実施してきた。誌面の関係
で上咽頭癌の成績を紹介するにとどめる。対象は2002年以降
2015年までに化学放射線療法を行った上咽頭がん患者132名で
年齢は中央値54.5歳（11-76）、男性：女性 ＝ 98：34という内
訳だった。予後調査の解析時点で観察期間中央値は60月、5年
粗生存率，無増悪生存率、局所制御率、無遠隔転移制御率は
75.2%， 64.2%， 79.9%， 86.9%であった。G2以上の唾液腺障害は
1/2年で22/27%であった。治療成績は良好でありかつ従来法
で得られなかった唾液腺機能温存が達成でき本治療法の有益性
が確認できた。

【まとめ】

当院におけるトモセラピーを用いた頭頸部癌のIMRTにおい
て治療効果および治療後QOL改善の点で、その高い臨床的有
用性が示された。
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がん情報・対策研究分野

＜研究課題＞１

（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録の資料
を活用した、がんの流行と転帰の分析研究

（副題）　多発性骨髄腫の罹患と死亡の動向

＜研究者氏名＞

碓井喜明1）、松尾恵太郎、小栁友理子、尾瀬　功、松田智大2）、
片野田耕太2）、前田嘉信3）、伊藤秀美

【目的・概要・進捗状況】

多発性骨髄腫（骨髄腫）は高齢者に好発する予後不良の造血
器腫瘍である。骨髄腫の治療は2000年代に入り劇的に変化し、
サリドマイド、レナリドマイド、ボルテゾミブなどの新規薬剤
が導入された。それによる生存期間の改善が臨床試験によって
示されている。

住民ベースの情報から得られる骨髄腫死亡率の経年変化を評
価することで、新規治療の公衆衛生学的な効果を評価できる可
能性があるが、これまでにこのような視点での検討はなされて
いない。本研究の目的は、日米の住民ベースのがん登録と人口
動態死亡統計データを用い、新規薬剤導入前後の期間における
骨髄腫の死亡率・罹患率の推移の特徴を記述することである。

日米それぞれ人口動態統計と Surveillance, Epidemiology, 
and End Results（SEER）データベースから1995年から2015
年 に 骨 髄 腫（ICD-O-3: 9731/3, 9732/3, 9734/3）で 死 亡 し た
74,972名と229,290名の情報を入手した。死亡の動向に影響の
与える罹患の動向を捉えるため、日本は全国がん罹患推計のた
めに収集した情報から13府県で1995年から2015年に骨髄腫に
罹患した33,688人、米国ではSEERデータベースから同期間に
9州 で 骨 髄 腫 に 罹 患 し た37,121人 の 情 報 を 入 手 し た。
WHO2000-2025標準人口を用いて年齢調整罹患率・死亡率を算
出し、Joinpoint解析により、経年変化の特徴を変曲点と年変
化率で評価した。

日本では、罹患率は観察期間中一貫して増加していた［年変
化率、-0.8%（0.5-1.1%）］。それに対し、死亡率（95％CI）は、
2005年までは変化していなかったが、以後は減少に転じ、人
口10万対1.23（1.19-1.27）から年変化率 -2.5%（-2.9 - -2.1%）
で減少していた。米国では、罹患率の増減は認められなかった
が、死亡率は2002年まで年変化率が-0.9％（-1.4 - -0.5％） で
あったが、その後2002年から2009年にかけて、人口10万人対
2.54（2.49-2.59）から年変化率-2.0% （-2.6 - -1.5%）で減少し
ており減少の程度が大きくなっていた。

日米それぞれの2005年と2002年の変曲点は、最初の新規薬
剤I/II相試験開始から認可されるまでの期間内にあり、新規薬
剤の導入が骨髄腫の死亡率の低下に寄与している可能性が示唆
された。

2.　研究所における研究（人当研究費）

【今後の方向】

今後は年齢群別に同様の解析を行い、年齢群別に新規薬剤導
入の影響が違うかどうかを検討する予定である。また、リンパ
腫など他の造血器腫瘍においても同様の評価をする予定である。

1）リサーチレジデント、2）国立がん研究センターがん情報対策
センター、3）岡山大学医歯薬総合研究科

＜研究課題＞ 2

（主題）　記述疫学研究に基づくがん情報の整備と発信
（副題）　喫煙と膵臓がん：日本の10コホート研究のプール

解析

＜研究者氏名＞

小栁友理子、伊藤秀美、松尾恵太郎、尾瀬　功、
井上真奈美1）

【目的・概要・進捗状況】

喫煙と膵臓がんリスクとの関連は、多くのエビデンスから確
実であるとされている。しかしながら、喫煙の定量的なリスク
評価に関して日本人を含むアジア人における大規模な前向き疫
学研究は不十分である。本研究の目的は、日本人において、膵
臓がんリスクと喫煙との関連を、特に性差に焦点を当てて、検
討することである。

本研究では、日本を代表する10コホート研究を対象とした
プール解析を行なった。アウトカムは膵臓がん罹患、追跡期間
は各研究の観察開始～観察終了、死亡、転出または膵臓がん罹
患とした。Cox比例ハザードモデルを用いて研究毎のハザード
比（HR）と95％信頼区間（CI）を計算し、変量効果モデルに
より統合HRを推定した。

354,154人の参加者を対象とし、4,695,593人年の追跡調査期
間中に、1,779件の膵臓がん罹患症例が確認された。喫煙非経
験者に比べ現在喫煙者の膵臓がんリスクは男女とも増加してい
た（男 性：HR 1.59, 95 ％ CI 1.32-1.91；女 性 HR 1.81, 95%CI 
1.43-2.30）。一方で、過去喫煙者や累積喫煙量が20 pack-year
未満という低容量暴露の喫煙者でのリスク上昇は女性のみで認
められ、この関連は受動喫煙への暴露を考慮しても一貫してい
た。トレンド分析では、男女とも累積喫煙量が10 pack-year増
えるごとに膵臓がんリスクは6％ずつ増加していたが、男性で
統計学的に有意であったのに対し女性では有意ではなかった。
また、男性では禁煙後5年で喫煙非経験者と同等までリスクが
下がっていたのに対し、女性では禁煙によるリスク軽減は認め
られなかった。

本研究により、日本人においても、確立された喫煙と膵臓が
んとの関連を確認できた。さらに、日本人では膵臓がんにおけ
る喫煙の影響には性差がある可能性が示唆された。禁煙は、特
に男性において、膵臓がん予防に効果的であることが分かった。
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【今後の方向】

がん予防研究分野や国立がん研究センターと共同し、日本人
の膵臓がんのリスク要因、予防要因に関するエビデンスを創出
する。

1）国立がん研究センター社会と健康センター

がん予防研究分野

＜研究課題＞ 1 － 1

（主題）　各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリス
クと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組合わ
せ効果の解明

（副題）　乳がんに関する遺伝子多型を伴うリスク予測法の開
発並びにその評価

＜研究者氏名＞

尾瀬　功、伊藤秀美、春日井由美子、郡山千早1）、岩崎　基2）、
谷山祐香里3）、大野ゆう子2）、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】

遺伝子多型が乳がんのリスクと関連する報告が積み重なって
来たが、実際にそれをどう予防に応用するかに関しては確立さ
れていない。我々は、昨年度、乳がんのリスク予測モデルを、
当センターで実施してきた病院疫学データ、鹿児島大学・国立
がん研究センターのデータを用いて検討し、22個の遺伝子多
型の情報と疫学情報の組合せを用いたリスク予測モデルを構築
した。また、遺伝子多型によるリスクに基づく生涯リスクの推
定も行った。これらの情報に基づき、乳がんリスクのフィード
バック介入の意義を評価する無作為化比較試験の計画を行った。

【今後の方向】

今後、二つの方向性に基づき研究を発展させる必要がある。
一つは、次世代シーケンサー等を用いた家族性乳がん関連遺伝
子の情報も用いたリスク予測モデルの構築を進め、より精密な
個別化予防につながるエビデンスを創出する事である。もう一
つは、研究課題２に挙げた、個別化予防のための方策を開発す
る事である。

1）鹿児島大学、2）国立がん研究センター、3）大阪大学

＜研究課題＞ 1 － 2

（主題）　各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリス
クと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組合わ
せ効果の解明

（副題）　ALDH2遺伝子多型と卵巣癌リスクの関連

＜研究者氏名＞

鵜飼知嵩、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】

ALDH2遺伝子多型は、アセトアルデヒド代謝に重要な役割
を果たす遺伝子多型であり、頭頚部・食道がんのように、飲酒
習慣と組み合せる事でがん罹患リスクを大きくする遺伝子環境
要因交互作用という現象が認められる。その一方、飲酒とは関
連のないがん種においてもALDH2多型が罹患に影響を示す事
例も散見される。本検討では、卵巣がんに関する国際コンソー
シアムOvarian Cancer Association Consortiumのアジア人デー
タを利用し、卵巣がんリスクに対するALDH2多型の意義、飲
酒の意義、両者の遺伝子環境要因交互作用の有無に関する検討
を実施した。飲酒は既報同様、卵巣がんリスクとの関連は認め
られなかった。その一方で、ALDH2は卵巣がんの中でも
mucinous typeの卵巣がんにおいて、Lysアリル保持者におい
てリスクが低減するという結果を認めた。遺伝子環境要因交互
作用は認められなかった。ALDH2 Lysアリルの飲酒忌避作用
を考慮すると、一部の卵巣癌は飲酒そのもの、あるいは飲酒に
随伴する曝露による発がんが隠れている可能性が示された。

【今後の方向】

今後、乳がんに関しても国際コンソーシアムデータを行った
解析を実施する予定である。

＜研究課題＞ 2　　

（主題）　研究課題1の結果に基づく個別化予防プログラムの
開発　　　　　　　　　　　　　

（副題）　乳がんに関する遺伝子多型を伴うリスク予測法の
フィードバック介入試験

＜研究者氏名＞

尾瀬　功、鵜飼知嵩、春日井由美子、伊藤秀美、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】

課題1-1に示すよう、我々は22個の遺伝子多型の情報と疫学
情報の組合せを用いたリスク予測モデルを新たに構築し、遺伝
子多型によるリスクに基づく生涯リスクの推定も行った。これ
らの情報に基づき、乳がんリスクのフィードバック介入の意義
を評価する無作為化比較試験を実施し、既に200名の対象者集
積を終え、追跡調査を実施している。

【今後の方向】

現在介入後6ヶ月、3年、6年間の追跡調査を実施し、リスク
フィードバックの意義を明らかにする。またリスクフィードバッ
クの方法、個別化予防の他の方向性に関しても検討し、より実
地的な予防法の開発を行う必要がある。
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分子遺伝学分野

＜研究課題＞１

（主題）　統合的ゲノム･エピゲノム･トランスクリプトーム
解析による新規がん関連遺伝子の同定と機能解析

（副題）　胃がんにおける新規がん促進遺伝子の同定と機能解
析

＜研究者氏名＞

河本知大1）2）、増田清士3）、大辻英吾4）、井本逸勢

【目的・概要・進捗状況】

胃がんは未だ分子標的となるドライバー遺伝子異常がほとん
ど見つかっておらず、予後診断や治療法の開発には新たなドラ
イバー遺伝子の同定が喫緊の課題である。われわれは、公共デー
タベース（TCGA）を用いて胃がんのRNAシーケンスによる
網羅的遺伝子発現データを解析し、がん部で非がん部に比べて
発現が高く、かつがんでの高発現が予後不良（全生存期間の短
縮）と関連する遺伝子を抽出し、Claudin-6（CLDN6）をがん
促進遺伝子候補として同定した。CLDN6は、非がん部や多く
の胃がんでは発現が極端に低いものの、主にintestinal typeの
胃がんで高発現し、一般に予後不良なdiffuse type並みに予後
を増悪させていた。また、多変量解析により年齢や病期などと
は独立した予後因子となっていた。同様の所見は、公共データ
ベース（GEO）にあるマイクロアレイによる網羅的遺伝子発
現データでも再現された。蛋白発現を、intestinal typeの胃が
んの免疫染色で検討すると、発現例では独立した予後因子とは
ならなかったものの予後と相関していた。CLDN6高発現細胞
株に対してsiRNAを用いてCLDN6をノックダウンすると、細
胞の増殖、運動、浸潤が抑制され、YAP遺伝子の転写抑制を
介したYAP/TAZ-TEAD転写調節複合体の下流標的遺伝子の
転写抑制を広く起こしていた。このことから、CLDN6は、特
定の胃がん亜型において、少なくとも一部はがん遺伝子YAP
を介してがん化促進に働く新たながん関連遺伝子であることが
示された。

【今後の方向】

公共データベースの遺伝子発現データを用いた重層的な解析
と自験例を用いた蛋白発現解析、機能解析を組み合わせること
により、効率よくがん関連遺伝子が同定できることが示された。
次世代シーケンサーなどを用いたがんの遺伝子変異解析でも未
だ充分な分子標的は見出されておらず、がん種によってはほと
んど見つかっていないものもあることから、がんに特異的な遺
伝子発現に着目し、体系的な解析を行うことで、さらにがん関
連遺伝子を見出していきたい。

1）研修生、2）徳島大・医学部、3）川崎医大、4）京府医大

＜研究課題＞ 2

（主題）　生殖細胞系列変異のがん発症に及ぼす影響の解明と
発がんリスクフィードバック法の開発・評価

（副題）　日本人卵巣がんにおけるBRCA1/2遺伝子の病的バ
リアントの検出

＜研究者氏名＞

阿部彰子1）、河本知大2）3）、増田清士4）、井本逸勢

【目的・概要・進捗状況】

国内の遺伝性腫瘍の原因遺伝子の病的バリアントの保持者頻
度やがん発症の浸透率、病態などは、未だデータが少なく、診
療やサーベイランスに関するガイドライン、ガイダンスも未整
備のものが多い。がん遺伝子パネル検査が保険収載されるに
至っても、臨床的有用性が確立し遺伝学的検査やサーベイラン
スが提供可能であるため開示が望ましい遺伝性腫瘍原因遺伝子
としては11種類に限られるうえ、エビデンスのある対応法が
示されているものはわずかである。われわれは既に慶應大学病
院の婦人科がんのバイオバンクを用いた共同研究により、卵巣
がん（卵管がん、腹膜がんを含む）患者230例中の遺伝性卵巣
がんの原因遺伝子の頻度（BRCA1/2で11.8%）や病態との関
連を報告してきた。そこで、徳島大学病院の婦人科においてフォ
ローされる卵巣がん患者全例に説明の上、研究参加に同意の得
られた患者125名を対象にBRCA1/2を含むパネルでの遺伝学
的検査を実施した。BRCA1/2の病的バリアントの検出率は19
例（15.2%）で、BRCA2（13例）がBRCA1（6例）に比べて多
かった。これら以外にもRAD50とRAD51Cの病的バリアン
トが各1例検出された。BRCA1/2の病的バリアント陽性例の
半数で明確な家族歴はなかった。

【今後の方向】

日本でも人口集中地域である東京（慶應大学病院）と人口減
少地域である徳島（徳島大学病院）のサンプリングバイアスが
比較的少ないと考えられる2つの卵巣癌患者コホートを対象に
した生殖細胞系列の遺伝子バリアント解析により、欧米での報
告と変わらない頻度でBRCA1/2の病的バリアントを検出した。
今後、愛知現がんセンターの病院コホート（HERPACC）を対
象にした症例対象研究により、BRCA1/2を含めた遺伝性腫瘍
症候群原因遺伝子の病的バリアントの疾患ならびに一般健常者
の保持者頻度の解明を進めていきたい。

1）徳島大、2）研修生、3）徳島大・医学部、4）川崎医大
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がん病態生理学分野

＜研究課題＞ 1 － 1

（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）　腸管腫瘍形成におけるMyd88経路の役割の解析

＜研究者氏名＞

梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠1）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

大腸がんの多くで最初に生じる遺伝子レベルの変化は、
APCがん抑制遺伝子の変異と考えられている。Apc遺伝子に
ヘテロ接合変異を持つ遺伝子改変マウス（以下Apc変異マウス）
では、腸上皮細胞のApc遺伝子座でのヘテロ接合性の消失

（LOH）によるAPCの機能欠損の結果、Wnt経路が恒常的に
活性化し、腺腫性ポリープを発症する。我々は、Apc変異マウ
スの腸管ポリープの成長にはWnt経路の活性化に加えて、
mammalian target of rapamycin complex 1 （mTORC1） 経路
の活性化が重要な役割を果たすこと、mTORC1の活性化はそ
の構成因子であるRaptorがJNKによってリン酸化されて引き
起こされることなどを報告してきた。その後、我々はこれまで
に、JNKの活性化を引き起こす因子の一つとしてIL-1âを見出
し、マウス腸管組織由来オルガノイド培養とヒト大腸がん細胞
株を用いた解析から、IL-1âによるJNKの活性化はApcに変異
が生じた細胞においてより引き起こされることを明らかにした。
また、IL-1âシグナル伝達経路の主要なアダプター因子である
MyD88の機能を腸管上皮特異的に欠損させたところ、Apc変
異マウスにおける腸管ポリープ形成数が減少し、JNKの活性
化が減弱していた。そして、このポリープ数の減少は、細胞増
殖の減少とアポトーシスの増加によることを示唆する結果を得
た。一方、MyD88の機能欠損によるアポトーシスは、腫瘍上
皮細胞では誘導されるが、正常上皮細胞では誘導されず、
MyD88の機能欠損がApcに変異を持つ細胞のみを死滅させる、
合成致死を誘導する可能性が示唆された。本年度は、この
MyD88の機能抑制によるApc変異細胞合成致死の分子機序を
明 ら か に す る た め、特 に NF- êB 経 路 に 着 目 し て 解 析 し、
NF- êB経路関連因子が正常上皮細胞に比べ腫瘍上皮細胞にお
いて活性化していること、NF- êBによって発現誘導される因
子の一つであるHIF-1áの発現レベルも腫瘍上皮細胞において
増加していることを見出した。腫瘍上皮細胞においてみられた
NF- êBおよびHIF-1á の発現増加は、MyD88の機能欠損によ
り減少したことから、MyD88/NF- êB/HIF-1á経路が腫瘍の増
進に関与する可能性が考えられる。また、この経路以外で、
MyD88の機能抑制によるApc変異細胞合成致死に関わる因子
を明らかにするためプロテオーム解析を行い、候補因子の探索
を進行中である。

【今後の方向】

MyD88/NF- êB/HIF-1á経路が腫瘍形成を増進するメカニズ
ムについて解析を進める。また、プロテオーム解析により得ら
れた、MyD88の機能欠損によるApc変異細胞の合成致死誘導

に関与する候補因子の中から、機能的に関与する因子を同定す
る。Apcに変異を持つ大腸がん細胞を標的とした治療戦略に
MyD88の阻害が寄与しうるかについても検討していきたい。

1）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞ 1 － 2

（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）　腸管腫瘍の悪性化におけるmTORC1経路の役割の

解析

＜研究者氏名＞

藤下晃章、三城恵美、梶野リエ、曽我朋義2）、武藤　誠1）、
青木正博

【目的・概要・進捗状況】

家族性大腸腺腫症のマウスモデルであるApc変異マウスは良
性の腺腫性ポリープを発症し、さらにSmad4遺伝子のヘテロ
接合変異を併せ持つcis-Apc/Smad4マウスは、局所浸潤性の腸
がんを発症する。cis-Apc/Smad4マウスの腺がんの浸潤は
everolimusおよびmTORキナーゼ阻害薬AZD8055に対して抵
抗性である。前年度までに、その抵抗性獲得の機序として、
mTOR阻害薬に対するフィードバック経路活性化により、が
ん細胞自身ではEGFR経路が活性化すること、さらに浸潤部が
ん細胞周辺の線維芽細胞様間質細胞ではMEK/ERK経路が活
性化し、サイトカイン・ケモカインの発現が上昇することを誌
上発表している。本年度は、トランスクリプトーム解析、メタ
ボローム解析、プロテオーム解析を実施することで、mTOR
阻害薬抵抗性に関わる分子や代謝経路の同定に取り組んだ。メ
タボローム解析により、mTOR阻害薬抵抗性腺がん組織にお
いてヒスタミンおよびその代謝産物である1メチルヒスタミン
量の増大が認められた。mTOR阻害薬抵抗性腺がんにおける
ヒスタミンの役割を検証するため、ヒスタミン受容体（H1か
らH4）の発現および産生酵素であるヒスチジン脱炭酸酵素

（HDC）の発現をRT-PCRにより検証した。腫瘍組織において
HDCの発現が増大しており、また腸管では主にヒスタミンH1
受容体およびH2受容体の発現が認められた。mTOR阻害薬と
ヒスタミンH1およびH2受容体拮抗薬の併用投与により腺がん
浸潤が抑制されることを見出した。

【今後の方向】

mTOR経路阻害抵抗性大腸がんにおけるヒスタミン産生細
胞を特定するため質量顕微鏡を用いて解析するとともに、抵抗
性に関与するその他の分子や代謝経路についても検証して行く
予定である。

1）慶應大・先端生命科学研究所
2）京大・国際高等教育院
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＜研究課題＞ 1 － 3

（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
（副題）　大腸がんマウスモデルを用いたMEK/ERK経路の

役割の解析

＜研究者氏名＞

藤下晃章、梶野リエ、小島　康、武藤　誠1）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

KRAS遺伝子の変異は大腸がんを含む多くのがん種で確認さ
れている。KRASに変異のあるがんの治療標的としてKRAS
の下流の一つであるMEK/ERK経路に着目し、KRAS変異お
よびKRAS野生型大腸がんにおけるMEK/ERK経路の役割を
解明し、新規治療法の開発に繋げることを最終目標としている。
我々は以前にApc変異マウスの腸管腺腫形成がMEK阻害薬
trametinibの投与により抑制できることを明らかにしたが。現
在、悪性度が高いKRas野生型および変異型の大腸がんにおけ
るMEK/ERK経路およびその上流のEGFR経路の個体レベル
での役割について種々のマウスモデルを用いて検討している。
浸潤性大腸がんモデルマウスであるcis-Apc/Smad4マウスに
trametinibまたはEGFR阻害薬erlotinibを投与したが、どちら
の経路を阻害しても腺がん形成及び浸潤を抑制できなかったが、
trametinibとerlotinibの併用投与により腺がん形成および浸潤
が抑制された。サイトカインアレイ解析を実施したところ、併
用投与した腫瘍組織においていくつかの成長因子の発現が減少
しており、それらの減少が腫瘍形成の抑制に寄与している可能
性が示唆された。また、併用投与により発現レベルが低下する
タンパクを同定するため、プロテオーム解析を開始した。また、
Ctnnb1 （â-catenin）、KRas、p53、Smad4の変異を様々な組み
合わせで導入した複合変異マウスを作成し、それらの腸管腫瘍
由来オルガノイドの培養系を確立した。

【今後の方向】

大腸がんマウスモデル（cis-Apc/Smad4マウス）の腸管腺が
ん形成がEGFR阻害薬とMEK阻害薬の併用により抑制される
サイトカインの腫瘍組織での局在についてレーザーキャプチャー
マイクロダイゼクションを用いて同定を行い、阻害薬の作用点
を明らかにする。

1）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞ 2 － 1

（主題）　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　新規大腸がん転移抑制遺伝子HNRNPLLの機能解
析

＜研究者氏名＞

佐久間圭一朗、佐々木英一1）、木村賢哉2）、清水泰博2）、
谷田部　恭1）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

昨年度に引き続き、当研究室で同定した新規大腸がん転移抑
制遺伝子HNRNPLLの機能解析に取り組んだ。
①　大腸がん細胞の増殖と HNRNPLL の関係

昨年度までに、HNRNPLLは大腸がん細胞においてDNA複
製制御因子PCNA、RFC3、FEN1のmRNAを安定化すること
で細胞増殖を促進することを見出し、学術誌に論文投稿した。
本年度、若干の改稿を経て論文が掲載された。（Sakuma K, 
Aoki M, et al: Cancer Science 109（8）: 2458-2468, 2018）
② 　HNRNPLL によってスプライシング制御を受ける遺伝子

の同定
ヒト大腸がん細胞株SW480にHNRNPLLを強制発現あるい

はノックダウンし、次世代シーケンサーによるmRNAの網羅
的発現量比較解析により、CTNND1の特定のアイソフォーム
の発現量が HNRNPLL によって変化することを見出した。
HNRNPLLの強制発現はCTNND1のあるエクソンのinclusion
を促進し、HNRNPLLのノックダウンは逆にskippingを促進し
た。このエクソンは核外移行シグナルの配列を内包することか
ら、HNRNPLLによるスプライシング制御はCTNND1の細胞
内局在に影響を与えることが予想され、検討を進めている。
③ 　大腸がん細胞の上皮間葉転換（EMT）に伴う HNRNPLL

の発現低下機序の解明
HNRNPLLの発現はEMTに伴ってmRNAレベルで低下する

ことから（Sakuma et al: Gut, 2018）、HNRNPLLの転写調節
機構に着目している。前年度までに、HNRNPLLの転写開始
点を同定し、プロモーター領域のレポーターコンストラクトを
作成した。ルシフェラーゼアッセイの結果から、転写因子
MYBがHNRNPLLの転写を促進する可能性が示唆され、検証
を進めている。

【今後の方向】

HNRNPLLは転移を抑制する一方で細胞増殖を促進すること
から、HNRNPLL自体を薬剤標的とすることは困難が予想され
る。今後は、EMTによって発現が増加するCTNND1アイソ
フォームの機能を精査し、薬剤標的分子としての可能性を検討
したい。

1）遺伝子病理診断部、2）消化器外科部

＜研究課題＞ 2 － 2

（主題）　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の同
定

＜研究者氏名＞

藤下晃章、梶野リエ、小島　康、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化学
療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大腸
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がんについては依然として治療が困難なことが多い。我々は安
定的に転移する大腸がんマウスモデルを作出することで、転移
のメカニズムの解明及び、転移を標的とした治療法の確立を目
指している。本研究では大腸がんの転移を制御する遺伝子を個
体レベルで探索するために、PiggyBacトランスポゾンを用い
た機能的スクリーニングを実施している。これまでにヒト大腸
がんで高頻度に変異や欠失が確認されているCtnnb1、Kras、
p53、Smad4遺伝子をタモキシフェン依存的に改変できるマウ
ス（Villin-creERT2; Ctnnb+/loxEx3, KrasLSL-G12V, p53  flox/flox, 
Smad4  flox/flox; KPSマウス）とトランスポゾンマウスを掛け合わ
せたマウス（VBAPKPS）において転移の頻度がトランスポゾ
ン非導入マウスと比較して上昇することを見出している。そし
てトランスポゾンの挿入部位に転移を調節する遺伝子が存在し
ている可能性が高いことから、この挿入部位を同定する手法と
してSemiquantitative transposon insertion site sequencing 

（Qiseq） を実施している。現在、VBAPKPSマウスの大腸がん
原発巣、肝転移巣および周辺正常組織からDNAを精製し、ト
ランスポゾン共通挿入部位CISs（Common Integration Sites）
をPCRにより増幅したライブラリーの作成しており、次世代シー
クエンサーによる解析に向け準備している。

【今後の方向】

トランスポゾン共通挿入部位 CISs（Common Integration 
Sites）の同定に向けた次世代シークエンス解析を実施する。
同定したCISsの近傍遺伝子の発現や機能、転移への関与につ
いて検討する予定である。

＜研究課題＞ 2 － 3

（主題）　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探
索

（副題）　高転移性肺がん細胞における一次線毛下流シグナル
経路の役割の解明

＜研究者氏名＞

佐久間圭一朗、佐々木英一1）、谷田部　恭1）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

前 年 度 ま で に、ヒ ト 肺 腺 が ん 細 胞 株 の A549と PC-14は
TGF- â処理下で一次線毛を発現することを見出した。今年度
は、この一次線毛の発現を制御する分子の同定に取り組んだ。
A549細胞から限界希釈法でシングルセルクローンを複数樹立
し、その中からTGF- â処理下での一次線毛発現率が高いクロー
ンと低いクローンを選択し、DNAマイクロアレイ解析により
両者で発現量が異なる遺伝子群を同定した。それらの遺伝子の
中から、既知の機能を参考に検証対象を決定し、A549細胞へ
の強制発現あるいはノックダウンにより、一次線毛の発現率を
変化させるタンパクXを同定した。

【今後の方向】

タンパクXによる一次線毛の発現制御メカニズムや、Xと上
皮間葉転換の関係について検討を進める。

1）遺伝子病理診断部

＜研究課題＞ 3

（主題）　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築
（副題）　マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞

小島　康、三城恵美、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義1）、
武藤　誠2）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】

がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋
肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が
ん 患 者 の Performance Status（PS）、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病
態解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。

我々は、悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、
悪液質マウスモデルの解析に取り組んでいる。現在、主に2種
類の悪液質モデルマウスを用いている。1つは、cis-Apc/
Smad4変異マウスで、14週齢から悪液質様病態を呈して衰弱し、
数日で瀕死の状態に至る。衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格
筋の萎縮、白色脂肪組織の萎縮、脾腫が特徴的である。もう1
つは、ヒトメラノーマSEKI細胞をヌードマウスに移植する悪
液質モデルで、移植後2～3週間で著名な骨格筋萎縮、脂肪組
織萎縮を伴う高度な悪液質を発症する。

前年度までに、我々は、上記の2種類の悪液質モデルマウスを、
キャピラリー質量分析法（CE-MS）によって解析して、肝臓、
骨格筋に関して悪液質に特徴的な代謝プロファイルが存在する
ことを確認した。また、その代謝プロファイル発生メカニズム
に関して、定量的プロテオミクスを用いて探索して、有望なタ
ンパクレベルでの変動を特定した。平成30年度は、それらの
変動の生物学的意義についての検討を開始した。また、悪液質
モデルマウス血漿のプロテインアレイから同定した、悪液質発
症に関連する可能性がある炎症関連因子について、マウスモデ
ルや公共データベースを用いた解析を行った。

【今後の方向】

定量的プロテオミクスによって明らかになったタンパク質変
化に関して、その発症メカニズムをより詳細に解析する。また、
悪液質発症に関連する可能性がある炎症関連因子について、臨
床検体を用いた本格的な検討を開始する。

1）慶應大・先端生命科学研究所、2）京大・国際高等教育院
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分子腫瘍学分野

＜研究課題＞１

（主題）　悪性中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研究
（副題）　悪性中皮腫細胞が有する特徴的な細胞特性の獲得機

構の検討

＜研究者氏名＞

奥田真帆1）、佐藤龍洋、向井智美、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】

悪性中皮腫は胸膜あるいは腹膜に存在する中皮から発生する
腫瘍で、アスベスト曝露によって引き起こされる極めて予後不
良の腫瘍である。診断時には既に進行していることが多く、現
在、有効な標準治療法は確立していない。他の高頻度に発症す
る腫瘍に比べて、その分子病態の解析は極めて遅れており新規
の診断法や分子標的治療法の開発への大きな障壁となっている。
がん抑制遺伝子異常としては、CDKN2A、NF2、BAP1遺伝子
の高頻度不活化変異が認められるが、がん遺伝子変異は稀であ
る。NF2遺伝子産物（転写産物はMerlinと呼ばれる）は細胞
内の増殖抑制性のHippoシグナル伝達系を制御し、転写コアク
チベーターであるYAPの活性を抑制する。悪性中皮腫細胞は
NF2やHippoシグナル伝達系の構成因子をコードするLATS2
遺伝子等の変異により約70％の症例でYAPが恒常的に活性化
していることを当分野は明らかにしてきた。

悪性中皮腫は中皮細胞由来の腫瘍であり、通常の上皮細胞由
来のがんと異なり特徴的な細胞特性を有する。上皮細胞は基底
膜から離脱すると細胞死が誘導される（アノイキス）。正常の
中皮細胞自身ももともとアノイキス抵抗性であるが、中皮腫細
胞はそのアドバンテッジを利用して腫瘍の増殖（特に体腔内の
胸水や腹水中での増殖、播種）や進展が進むと考えられる。さ
らに上皮間葉転換（EMT）の易移行性が認められ、同一腫瘍
組織内に上皮様の細胞集団と肉腫様の細胞集団が混在（二相型）
する組織型もしばしば認められ、さらに肉腫型はより薬剤耐性
であることも示唆されている。

これらの2つの特徴的な細胞特性を賦与する機構を明らかに
するために、in vitroでのアッセイ系の構築を試みた。患者腹
水由来の中皮細胞を不死化してサブクローニングして樹立した
HOMC-B（上皮型）、D（中間型）、A（肉腫型）細胞を用いた。
最初にDNAマイクロアレイ解析で網羅的なmRNAの発現や、
リン酸化受容体キナーゼアレイを用いて、3株における活性化
したシグナル伝達系や上皮間葉マーカー発現等の共通性や差異
を検討した。さらに、TGF-betaなどの成長因子・サイトカイ
ンをHOMC-B細胞に添加し、その組織学的な変化やEMTマー
カーの発現の変化を検討した。アノイキス抵抗性に関しては、
不死化中皮細胞HOMC-Bを用い、まずメチルセルロース含有
RPMI培地内で超低接着表面ディッシュを用いて浮遊状態で培
養を開始し、様々な条件下（メチルセルロース濃度、FCS濃度）
で検討を行った。活性型YAPを導入したHOMC-B株について
も解析を行った。さらに、Cas9遺伝子を恒常的に発現する細
胞株をサブクローニングした。この細胞株を用い、ライブラリー

スクリーニングを行い、アノイキス抵抗性を賦与する遺伝子の
同定を目指した。また、EMTに関してはHOMC-B細胞および
HOMC-B細胞にRac1変異体（恒常的活性型およびドミナント
ネガティブ変異型）を導入した細胞株を用い、ボイデンチャン
バー法やスクラッチアッセイで細胞の移動度に関して予備的な
検討を行った。

【今後の方向】

本研究の予備的な結果から悪性集脾腫細胞が有する細胞特
性、アノイキス抵抗性およびEMT易以降性に関する研究を進
めていく上での足掛かりが得られた。今後、本研究を推進して
いくためには改めて実験系を改良する必要があることが示唆さ
れた。

1）リサーチレジデント

＜研究課題＞ 2

（主題）　細胞特性に基づくがんの新規診断法・治療法の開発
研究

（副題）　SmgGDS発現抑制はmTORC1を抑制し、悪性胸膜
中皮腫の増殖を阻止する

＜研究者氏名＞

佐藤龍洋、向井智美、藤下晃章1）、三城恵美2）、青木正博1）、
関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】

悪性胸膜中皮腫はアスベスト曝露を主な原因とする希少がん
である。悪性胸膜中皮腫の遺伝子異常はNF2などのがん抑制
因子の不活性化が主体であり、がん遺伝子を活性化させる変異
が稀である。このため既存の分子標的薬に対して感受性が低く、
また、近年使用されている免疫チェックポイント阻害剤の奏効
率も20-30%程度にとどまることなどから、新規治療標的因子
の探索が求められている。我々は今回、NF2不活性化により
活性化されると報告されているmTOR経路に着目し、中皮腫
がん化への関与、および経路遮断によるがん増殖抑制効果につ
いて検討した。

mTOR経路は主にmTORC1とmTORC2の2つの経路に分類
される。中でもmTORC1はタンパク質の翻訳促進、オートファ
ジーの抑制など、がん細胞悪性化との関連が古くから知られて
おり、中皮腫においてもその高活性化が報告されている。そこ
でmTORC1活性化の要因を調べるためにがんゲノムデータベー
スThe Cancer Genome Atlas　（TCGA）を解析し、mTORC1
構成因子Raptor、mTORC1活性化因子であるRheb, RhebL1, 
PIK3CA、およびmTORC1抑制因子PTENの発現量を検討し
た。その結果、TCGAに登録されたサンプルの約50%におい
てこれら遺伝子の発現量変動が見られた。また、Cancer Cell 
Line Encyclopedia （CCLE）データベースを参照すると、中皮
腫細胞株におけるRhebの発現量は他の主要ながん細胞株と比
較しても高い傾向にあることがわかり、遺伝子発現変動による
mTORC1活性化が示唆された。そこで正常不死化細胞株に
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Rhebを過剰発現させ、細胞がん化への影響を検討した。その
結果、mTORC1経路の活性化とともに細胞増殖の促進、足場
非依存性の増殖が認められた。一方、Rhebを過剰発現させた
正常不死化細胞株をマウス胸腔内に移植しても腫瘍は形成され
なかった。これらの結果から、mTORC1活性化は中皮腫の発
生よりも増殖に関与することが示唆された。

我々はこれまでに、Rhebに結合しmTORC1活性を促進する
因子としてSmgGDSを同定している。そこで、SmgGDSの抑
制が悪性胸膜中皮腫の増殖を阻害できるかどうか動物実験によ
り検討した。ドキシサイクリン添加によりSmgGDS遺伝子が
ノックダウンされる悪性胸膜中皮腫細胞株を樹立し、さらに増
殖を測定するためにルシフェラーゼ遺伝子を細胞に発現させて
マウス胸腔内に移植した。腫瘍の増殖を経時的に観察したとこ
ろ、ドキシサイクリンを摂取させたマウスはコントロールマウ
スと比較して腫瘍の形成が有意に抑制されており、SmgGDS
が悪性胸膜中皮腫の治療標的となる可能性が示唆された。

【今後の方向】

SmgGDSのノックダウンが悪性胸膜中皮腫の治療標的とな
るか、さらに詳細な検討を行う必要がある。また、SmgGDS
によるRheb-mTORC1活性化機序の解析を実施し、他の薬剤
との相乗効果や副作用の可能性、より有効な治療標的因子につ
いて検討する。

1）がん病態生理学分野、2）がん病態生理学分野　リサーチレジ
デント

腫瘍制御学分野

＜研究課題＞ １－１

（主題）　がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治
療戦略創出への応用

（副題）　脂質ラフトによるシグナル分子の空間的制御とがん
進展

＜研究者氏名＞

山内友恵、渡邉理沙代、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

最初に同定されたがん原遺伝子産物であるチロシンキナーゼ
c-Srcは、様々ながんにおいて発現や活性の亢進が認められる。
しかし腫瘍組織においてもsrc遺伝子自体の変異はほとんど見
られず正常型として発現している。即ち細胞にはSrcの恒常性
を維持し、不要なSrcシグナルの伝播を阻止する巧妙な分子メ
カニズムがあり、その破綻ががん進展に深く関わっていると示
唆されるが、その詳細は未だ明らかとなっていない。昨年まで
に、がんにおける異常なSrcシグナルが、非受容体型チロシン
キナーゼFerにより中継される新たなメカニズムを見出し、
Ferの制御機構の破綻とがん進展との関わりを解明するために
Ferに結合する分子のプロテオミクス解析を行ない、見出され
た9種の分子についてFerとの結合を確認することにより、4

種のFer制御因子候補を同定した。そこで今年度は、大腸がん
細胞などSrc-Ferがんシグナルが活性化している細胞において、
同定したFer制御因子候補の発現をノックダウンし、増殖能や
浸潤能などのがん形質に対する作用を解析したところ、これら
の分子はがん形質促進的な機能を示し、Ferの下流でがんシグ
ナルを伝播する新規基質であることが示唆された。

【今後の方向】

がん形質発現に関わるFer制御因子候補の役割を詳細に解析
する。さらにFerのがん治療標的としての可能性を明らかにす
るため、Ferのリン酸化抗体を用いて様々な癌種におけるFer
活性化を調べ、Ferが寄与するがん種を解析する。

＜研究課題＞ 1 － 2

（主題）　がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治
療戦略創出への応用

（副題）　microRNAによるシグナル分子の発現制御とがん進
展

＜研究者氏名＞

小根山千歳、渡邉理沙代、宮田眞美子

【目的・概要・進捗状況】

Src等によるがんシグナルの伝達やその制御機構については、
主にリン酸化及びタンパク質間相互作用の側面から捉えられて
きたが、我々はそれら直接的なシグナル伝達経路の陰に、複数
のmicroRNA（miRNA）が協調してシグナル分子の発現を制
御する、いわば隠れたネットワークが存在することを示してき
た。今 年 度 は、が ん 化 初 期 に 見 ら れ る Src 活 性 化 に 伴 う
miRNAの役割を解明するため、これまでに作製したSrc発現
誘導モデル細胞を用いてmiRNAの発現プロファイルの解析を
行なった。その結果Src活性化初期に発現減少するmiRNAを
見出し、このmiRNAの発現を保持するとSrcによるがん形質
が見られなくなることを見出した。このmiRNAはSrcの発現
が高いことが知られる大腸がん細胞において顕著に低下してい
ることを見出し、大腸がん細胞にこのmiRNAを導入すると足
場非依存的増殖能が抑制されると共に、ストレスファイバー及
び細胞接着斑の形成が阻害され接着能や浸潤能が抑制された。
詳細な解析の結果、当該miRNAはSrc自身およびその基質な
どSrcシグナルの伝播に関わる因子の発現を同時に抑制するこ
とにより、がん形質発現を制御していることが示唆された。す
なわち、がんの初期における当該miRNAの発現低下がSrcシ
グナルの亢進を促し、がん悪性化に寄与していると考えられる。
これまでの一連の研究と合わせて考えると、Srcシグナル経路
では関連するタンパク質が複数のmiRNAによって同時に制御
され細胞の恒常性の維持に寄与していると考えられるが、がん
ではその仕組みが破綻し、むしろ複数の機構がmiRNAを介し
て連携しがん進展を加速していると考えられる。

【今後の方向】

がん進展過程におけるSrcシグナルネットワークを明らかに
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するため、これまでに同定したSrc関連miRNA群の発現変動
を誘導した際の遺伝子発現プロファイルの相関を明らかにし、
miRNAを介したSrcシグナルネットワークの破綻とがん進展
メカニズムを明らかにする。

＜研究課題＞ 2 － 1

（主題）　細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ
ズムの解明

（副題）　エクソソームの形成制御とがん進展

＜研究者氏名＞

疋田智也、宮田眞美子、渡邉理沙代、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

エクソソームは、内部にタンパク質やRNA分子を含む直径
30-100 nm程度の膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不要
物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれる
ことで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられている。
がん細胞においては、エクソソーム形成・放出が亢進している
ことが知られており、細胞増殖性だけでなく、ニッチ形成を介
して転移やその臓器指向性にも関与するなど多様な機能が明ら
かとなりつつある。しかし、エクソソームの形成や分泌の分子
機構に関してはほとんど明らかとなっていない。昨年度までに
エクソソーム形成・分泌促進機構へのSrcの関与を明らかとす
るため、Srcがん化モデル細胞系から分泌されるエクソソーム
を解析し、Src活性化によりその粒子数が顕著に増加すること
を見出した。そこで今年度は、Srcがん化細胞から分泌される
エクソソームに内包される分子についてプロテオーム解析を行
い、エクソソーム形成・分泌に関与する候補分子を同定した。
中でもエクソソームマーカーとしても知られるAlixについて
解析したところ、AlixはSrcとの結合を介して機能が亢進し、
その結果エクソソームの分泌に繋がるメカニズムを解明した。
さらに今年度は、がん特異的なエクソソーム産生機構を探求す
る過程において、新たなエクソソーム定量解析法として、エク
ソソームマーカーをルシフェラーゼ標識したエクソソーム産生
細胞系を構築した。本細胞系の培養上清中における発光量は、
エクソソーム数と高い相関性が見られ、現行のエクソソーム測
定手法と比較して、精度、感度、操作性いずれの点においても
優れた結果を示すことを見出した。さらに、本細胞系は産生機
構だけでなく、取り込み機構や生体内動態・組織集積性などの
解析にも有用であった。

【今後の方向】

今年度に構築した新たなエクソソーム定量解析法を活用し、
Srcによるエクソソーム形成・放出に関与する候補分子の評価
を効率的に行う。候補分子の役割やがん形質におけるエクソ
ソーム放出の意義を明らかとするため、Srcがん化モデル細胞
に候補分子の発現を変化させた細胞を樹立し、分泌されるエク
ソソーム量及び内包される分子群の変化、及びエクソソームを
放出したSrcがん化細胞のがん形質について解析する。

＜研究課題＞ ２－２

（主題）　細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ
ズムの解明

（副題）　エクソソームのmiRNA内包制御とがん進展

＜研究者氏名＞

内藤陽子、小根山千歳

【目的・概要・進捗状況】

エクソソームは、内部にタンパク質やRNA分子を含む直径
30-100 nm 程度の膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不要
物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込まれる
ことで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられている。
がん細胞においては、エクソソーム形成・放出が亢進している
ことが知られており、細胞増殖性だけでなく、ニッチ形成を介
して転移やその臓器指向性にも関与するなど多様な機能が明ら
かとなりつつある。それらの機能に重要とされているのが、エ
クソソームに内包されているmiRNAである。エクソソームに
内包されるmiRNAのプロファイルはがん種によって異なるこ
とから、がん診断への応用研究が進んでいるが、しかしそもそ
も、なぜ特定のmiRNAがエクソソームに内包されているか、
選択的なmiRNAの積み込みに関する分子機構に関してはほと
んど明らかとなっていない。今年度は、Srcがん化モデル細胞
系から分泌されるエクソソーム内のmiRNAについて次世代シー
クエンス解析を行い、Src活性化によりエクソソームに内包さ
れるmiRNAのプロファイルが異なることを見出した。さらに
Src活性化により選択的に積み込まれるmiRNAの分子機構を
明らかにするため、これらのmiRNAに結合するエクソソーム
内分子を探索した。

【今後の方向】

miRNAのエクソソーム内包に関わると考えられる候補分子
の役割を明らかとするため、Srcがん化モデル細胞に候補分子
の発現を変化させた細胞を樹立し、内包されるmiRNA群の変
化、及びエクソソームを介した他細胞へのがん形質誘導につい
て詳細な解析を行う。

腫瘍免疫応答研究分野

＜研究課題＞ 1

（主題）　腫瘍抗原の免疫学的、分子生物学的検索
（副題）　オートファジーによって提示されるエピトープ特異

的CTLのT細胞受容体の解析 

＜研究者氏名＞

岡村文子、赤塚美樹1）、葛島清隆

【目的・概要・進捗状況】

がん免疫療法ではがん細胞を攻撃するエフェクターである細
胞傷害性Tリンパ球 （CTL） が認識する抗原の情報が治療に重
要な役割を果たす。最近になって免疫チェックポイント阻害剤
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を用いた治療において、がんが保有する変異抗原 （neoantigen） 
に由来するエピトープ （neoepitope） を認識するCTLががんの
治療に有効であることが明らかになってきた。しかしながら、
保有する変異抗原全てがCTLの標的エピトープとして抗原提
示される訳ではないため、変異抗原が少ないがんでは、免疫
チェックポイント阻害剤による治療効果が低いことが今後の課
題となっている。

我々はK-ras変異遺伝子を有し、恒常的にオートファジーが
亢進している膵臓癌細胞株において、ピューロマイシン感受性
アミノペプチダーゼがオートファジーを介してMHCクラスI
上に抗原提示されていることを見出している。一般的にはオー
トファジーによるMHCクラスI分子への抗原提示はされない
ため、K-ras変異遺伝子を有するがん細胞であることから身に
つけた高活性オートファジーによってのみエピトープが提示さ
れている。一方、正常細胞では抗原提示装置として高活性オー
トファジーが備わっていないため抗原提示されない。このこと
から、正常細胞では抗原提示されず、がん細胞でのみ抗原提示
されるneoepitope様であると考えている。

本エピトープ特異的CTLが有するT細胞受容体（TCR）を
解析することで、TCR移入Tために、野生型とコドン変換型
を用いて、T細胞の急性白血病細胞株であるJurkat細胞にレト
ロウイルスベクターでTCR遺伝子を導入したところ、野生型
もコドン変換型もT細胞株の細胞表面上でTCRを発現した。
特異性を調べるために、IFN-γ応答性エレメントを搭載した
Jurkat細胞にTCR遺伝子をレトロウイルスベクターで導入し
てTCRからのシグナル伝達によって産生されるIFN-γの産生
を測定した。結果として、CTLクローンよりは劣るものの、
特異性を保持していることがわかった。また、TCR移入T細
胞療法を想定して、健常人由来のヒト末梢血リンパ球にTCR
遺伝子をレトロウイルスベクターで導入した。細胞表面上の
TCRの発現は約50%と高く、その細胞の免疫応答を解析した
ところ、非特異反応は非常に低く、ほとんど無い状態であった。
また特異的反応はCTLクローンの約半数の細胞で同等の、非
常に高い免疫反応が検出された。このことから、本TCR遺伝
子は内在するTCRによる非特異的TCR反応が非常に低い、
TCR療法に適している可能性が高いことが明らかとなった。

【今後の方向】

膵臓癌は予後不良で、新たな治療法の開発が期待されている。
今回取得したTCRは治療に用いるには反応性が低いが、これ
を高親和性にするなど工夫して臨床応用できるようにしたい。

1）客員研究員、名古屋大学大大学院・医学系研究科・分子細胞
免疫学分野

＜研究課題＞ ２

（主題）　免疫診断及び免疫治療の前臨床的及び臨床的研究
（副題）　NY-ESO1特異的T細胞受容体の親和性改良の試み

＜研究者氏名＞

岡村文子、中川晴子、葛島清隆

【目的・概要・進捗状況】

がん抗原に特異的なT細胞から単離した抗原受容体遺伝子
（TCR）を、レトロウイルスベクターなどを用いて患者のTリ
ンパ球に導入することが可能である。このようにして作製した
CTLを用いるがん免疫療法は有望な治療法の一つであり、こ
れまでにも様々な抗原を標的として開発が行われて来た。臨床
的に最も成功しているTCRは、HLA-A*02:01拘束性NY-ESO1
特異的TCRá鎖の相補性決定領域（CDR）3の2個のアミノ酸
を変異して親和性を増強したものである。ヒトTCRの親和性
をin vitroで増強する最も効果的な方法はファージディスプレ
イ法であるが、報告はほぼ一つのグループ（英国）からに限ら
れているのが現状である。免疫治療のこれからの展開を鑑みる
に、効率の良いTCR親和性成熟（affinity maturation）システ
ムを確立することは重要であると考えられる。本年度は、新た
に確立した293T細胞を用いたTCRディスプレイ法を用いて、
HLA-Cw3拘束性にがん抗原の一つであるNY-ESO1蛋白由来
のペプチドを認識するTCRの親和性改良を試みた。

【方法と結果】

293T細胞を用いた新規のTCRディスプレイ法では、CD3遺
伝子を導入した293T細胞表面に、任意の一つのCDR領域にラ
ンダムな変異を導入したTCRライブラリーを表出させ、HLA/
ペプチド-テトラマーで染色する。これにより、CD8非依存的
にテトラマーに結合する集団の出現をフローサイトメーターで
解析とソーティング（回収）をする。HLA-Cw3拘束性 NY-
ESO1特異的TCR（名古屋大学大学院医学研究科・分子細胞免
疫学・西川博嘉教授より分与）について12種類のライブラリー
を作製し、スクリーニングをした結果、â鎖CDR2ライブラリー
の中に、テトラマーにより強く結合するTCRの集団があるこ
とが判明した。さらにフローサイトメーターを用いたソーティ
ングにより、多数の高親和性候補クローンを得た。しかしなが
ら、レトロウイルスを用いてヒトT細胞株にTCR遺伝子導入
した実験では、これらの候補クローンは野生型とほぼ同程度の
免疫反応を示し、すなわちTCRの親和性が改良されたとは言
えなかった。

【今後の方向】

今後の方針は、テトラマーに高い結合性を示すものの、T細
胞に導入した時に免疫と応答の増強が見られなかった原因を検
討する必要がある。

1）名古屋大学・医学部
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がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞ 1

（主題）　各種固形腫瘍に対する新規分子標的治療開発
（副題）　KRAS変異腫瘍に対する新規治療開発

＜研究者氏名＞

衣斐寛倫、細野祥之

【目的・概要・進捗状況】

固形腫瘍においてKRAS遺伝子は高頻度に変異を認めるが
有効な治療法が存在しないため新たな治療開発が急務である。
KRAS 変 異 腫 瘍 に つ い て、上 皮 間 葉 移 行（Epithelial 
Mesenchymal Transition: EMT）に基づく腫瘍のサブタイプ
分類を行い、肺がん、膵がんが二相性に分類されるのに対し、
大腸がんはほとんどが上皮型に分類されることを明らかにした。
KRAS変異がんに対しMEK阻害薬を投与すると、フィードバッ
ク機構によるMAPKシグナルの再活性化が認められる。我々は、
以前に肺がんにおいて上皮系の性質を示す腫瘍ではERBB3、
間葉系の性質を示す腫瘍では FGFR1が MAPK シグナルの
フィードバック活性化に関与することを示していた。今年度は、
膵がんにおいて解析を行い、膵がんにおいても上皮系では
ERBB3、間葉系ではFGFR1が関与することを明らかにしたが、
同時にその他の受容体が関与するケースも認められ、膵がんで
はより複雑なフィードバック機構が存在するものと考えられた。
このため、受容体から変異KRASに伝達されるシグナルを遮
断することでフィードバック機構を制御する方法を探索し、ア
ダプタータンパクであるSHP2を新たな標的として同定した。
上皮型・間葉型いずれのKRAS変異肺がんマウスゼノグラフ
トにおいても、SHP2阻害薬とMEK阻害薬の併用療法は腫瘍
の縮小を達成し、薬力学的検討においてもERKリン酸化の抑
制が確認された。MEK阻害薬投与後に活性化される受容体か
らのシグナルを伝達するSHP2を抑制することで、活性化され
る受容体の種類に関わらずフィードバック機構を制御できる可
能性が示唆されたが、同様のコンセプトが複数のグループより
報告されてしまった。一方で、併用効果については報告された
が、フィードバック機構におけるSHP2の詳細な役割について
は明らかにされていない。

【今後の方向】

現在、SHP2が KRAS 変異腫瘍において、MEK 阻害後の
フィードバック機構に果たす役割について詳細な解析を試みて
おり、結果が得られつつある。次年度中に知見をまとめ学術誌
に投稿する予定である。

＜研究課題＞ 2

（主題）　承認済み分子標的薬における初期・獲得耐性機序の
解明・克服

（副題）　大腸がんにおける免疫チェックポイント阻害薬の初
期耐性機構の解明 

＜研究者氏名＞

衣斐寛倫、細野祥之

【目的・概要・進捗状況】

免疫チェックポイント阻害薬は、臓器により有効性が異なり、
tumor mutation burdenおよびそれに伴うネオアンチゲンの多
寡が有効性と関与することが示されているが、いわゆるcoldの
腫瘍に対する有効な治療法は開発途上である。免疫チェックポ
イント阻害薬に対する併用療法の選択肢の1つとして、分子標
的薬が挙げられるが、具体的な分子メカニズムに基づいた分子
標的薬の選択については明確ではない。免疫チェックポイント
阻害薬と併用すべきパスウエイの阻害薬の探索のため、大規模
な遺伝子発現プロファイルと遺伝子pathwayデータセットを
ベースとした網羅的な解析を行った。13の癌種におけるTCGA 

（The Cancer Genome Atlas）の デ ー タ セ ッ ト を Immune 
pathwayについて網羅的に解析したところ、最も相反する遺伝
子pathwayとしてMYC pathwayが同定された。さらにTCGA
におけるMYCの遺伝子発現情報を組み合わせたところ、大腸
がんにおいて特にMYCの腫瘍免疫における影響が大きいと考
えられた。まず大腸がん細胞株を用いて、MYCの発現を抑制し、
得 ら れ た RNA-seq の デ ー タ に 対 し て GSEA （Gene Set 
Enrichment Analysis）を行ったところ、Immune pathwayに
属する遺伝子群の発現上昇が確認された。さらにMYCの下流
因子の腫瘍免疫に与える影響を調べるため、MYCの抗体を用
いたChIP-seqを行い、先ほどのRNA-seqの結果と組み合わせ
たところ、腫瘍免疫に深くかかわっている可能性が示唆される
候補遺伝子を同定した。

【今後の方向】

今後はマウスを用いた実験系で、MYCとその下流の候補遺
伝子を介した免疫系への関与を明らかにしていく予定である。

個別化医療トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞１

（主題）　個別化医療で見出した臨床的特徴のある遺伝子変異
の解析（リバーストランスレーショナル研究の推進）

（副題）　頭頸部腫瘍における良性腫瘍からの腫瘍進展過程を
判別できる遺伝子異常の解析

＜研究者氏名＞

佐々木英一、二村元子、中井由希子、谷田部　恭

【目的・概要・進捗状況】

鼻腔・副鼻腔扁平上皮癌（SNSCC）頭頸部癌全体の3％程度
と頻度が少ないが、扁平上皮乳頭腫、内反性乳頭腫などの良性
病変が存在し、一部はそれら良性病変を前駆病変として発生す
ると考えられている。近年、一部の症例にEGFR変異が検出さ
れることが報告された。そこで、SNSCCをはじめとする頭頸
部扁平上皮癌について、遺伝子異常を指標に臨床的特徴のある
腫瘍単位が存在するか、良性腫瘍から進展する扁平上皮ががん
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が存在するかについて検証を行った。SNSCC 80症例を含む頭
頸部扁平上皮癌254症例、頭頸部の乳頭腫やポリープなどの良
性病変 53症例を検討対象とした。パラフィン検体からDNAを
抽出し、次世代シークエンサーによる遺伝子パネル解析にて遺
伝子変異を中心に解析を行った。EGFR変異は17症例（21%）
に検出され、それらはすべてSNSCCであった。また、良性病
変では内反性乳頭腫に特異的にEGFR変異が検出された。一部
の症例では組織学的に良性病変から扁平上皮癌への移行が観察
できる症例もあり、それら成分ごとに解析しても同一のEGFR
変異が観察された。これらの結果は、頭頸部癌のおよそ6%、
SNSCCの21%は内反性乳頭腫から進展する腫瘍であると推測
された。これらの内反性由来頭頚部癌はEGFR変異の有無に
よって臨床病理学的特徴は、部位のみであったが、統計学的に
有意な予後の差を認めた。

EGFR変異のほか、KRAS、HRAS変異は良性腫瘍である扁
平上皮乳頭腫に特異的に検出され、これまでのマウスモデルを
裏付ける結果であった。頭頸部腫瘍はHPVとの関与が高い腫
瘍であるが、KRAS・HRAS変異とは相互排他的であり、HPV
は喉頭、気管に発生した腫瘍のみに検出され、他の部位では
KRAS・HRAS変異を有していた。これらの領域に発生する扁
平上皮癌ではKRAS・HRAS変異はほとんど見出されなかった
ことから、扁平上皮乳頭腫から扁平上皮癌への移行は極めてま
れであると考えられた。

【今後の方向】

頭頸部癌の前駆病変として考えられていた良性病変には、前
駆病変になる腫瘍とならない腫瘍とがあり、遺伝子変異によっ
て明瞭に区別できることが判明した。これはすなわち積極的に
治療としての介入が必要な腫瘍とそれが必要でない腫瘍とを遺
伝子変異によって分けることができることを示唆している。一
方で、SNSCCの21%はEGFR変異に関連していると考えられ
るが、他の遺伝子異常については明らかとなっていない。対象
をSNSCCに移してさらに解析を進めていきたい。

＜研究課題＞ 2

（主題）　各種腫瘍における臓器横断的分子生物学的特徴の検
討

（副題）　臓器横断的MSI-high腫瘍の検討

＜研究者氏名＞

真砂勝泰、藤田史郎、平松可帆、柴田典子、中井由希子、
谷田部　恭

【目的・概要・進捗状況】

近年の分子生物学の飛躍的な発達により､ がんの発生・悪性
度の評価・薬剤応答性などの知見が蓄積され､ それは現在も増
えつつある｡ これら情報の一部は実臨床に直結しており､ その
応用により適切な診断・治療に結びつくものも多い｡ これまで
病院 遺伝子病理診断部では Microsatellite instability （MSI）
-high陽性腫瘍に対するペムブロリズマブ治療を見据えて、
MSI検査について検討を進め病院内での通常検査として確立し

た。その過程でmismatch repair （MMR）タンパクの発現が確
実に異常を示しているにもかかわらず、microsatellite stable 

（MSS）と評価される症例があることがわかった。そこで
MMRタンパクとMSI検査によって得られる結果とを比較検討
し、結果の乖離がどのような原因によるのかを検討した。これ
まで検討した487腫瘍のうち、MMRタンパクの異常は67例で
あった。それらの57%にあたる38例ではMSI-highを示したが、
8例（12%）では MSI-low、21例（31%）では MSS であった。
この乖離は大腸癌・非大腸癌とで比較すると、統計学的に有意
な頻度の差を認めた。非大腸癌の検査対象としては、子宮内膜
癌が多く、この腫瘍はメチル化異常によるMSI獲得が多く、
また、MSH2/6が侵される頻度が他の腫瘍に比べ高いことが知
られている。MSH2/6の異常では繰り返し配列の異常がMLH1
などに比べ小さいことが知られており、非大腸癌でのMMR-
MSIの乖離はこの繰り返し配列異常の程度の差によるのではと
推測された。そこで、MSI-highの計測基準の見直しを行った。

現在のMSI計測法として、従来法であるBethesdaパネルに
変わってQMVR法が用いられることが多い。これは腫瘍組織
のみで計測できる点で優れており、NR-21、BAT-26、BAT-
25、NR-24、MONO-27、Penta C、Penta Dの繰り返し配列が
個個人でほとんど変化しないことを利用している。Bethesda
パネルでは明確な定義はないが、QMVR方ではそれぞれのサ
イトにおける規定範囲以外にピークが認められた場合にそのサ
イトのマイクロサテライト不安定性ありとする明確な定義があ
る。しかしながら、ピークが重なった場合には規定範囲内に留
まる場合があり、新しい定義としてピークの積分値を用いるこ
とでそれを解消できることがわかった。実際には解析症例のピー
ク積分値を、10例分の混合したDNAをもとに平均的な波型を
描き、その積分値で除して数理的に処理できるようにし、適切
なcut-off値を設定した。

新計測方法を用いると、MMRタンパク異常例67例中MSI-
high と再評価できた症例が21例あり、これまで MSI-low、
MSSと評価されていた症例の半分程度は評価方法の違いに基
づくことがわかった。

【今後の方向】

これまで、MMR、MSIの結果乖離の最大の要因は、機能傷
害をきたすMMR遺伝子のミスセンス変異であり、タンパク質
としては発現するため、MMR検査陰性、MSI検査陽性となる
ためとされてきた。また、前述のように、大腸癌とは繰り返し
配列異常に内膜癌では違いがあることが示され、大腸癌では平
均して6bpの違いが出るのに対して、3bpの移動しか見られな
いことが示されている。この他、術前化法によりMSSにもか
かわらずMSH6の発現消失を示すことがあることが報告されて
いる。これらの違いを更に検討するため、新たな評価方法を用
いても解明することができなかった症例について包括的がんゲ
ノムプロファイリング解析を行い、さらなる原因を探求してい
きたい。
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＜研究課題１＞

悪性中皮腫の原因遺伝子の同定と臨床応用
Identification of genes responsible for the development and 

progression of mesothelioma and their clinical application

＜研究者氏名＞

所　属　部　分子腫瘍学分野
研究者氏名　関戸好孝
共同研究者　樋田豊明、堀尾芳嗣、谷田部恭

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】 

悪性中皮腫のゲノム異常の本体を明らかにするために、愛知
県がんセンターで樹立された悪性中皮腫細胞株および兵庫医科
大学で集積された悪性中皮腫検体を用いて網羅的ゲノム・エピ
ゲノム解析を進めている。昨年度までの解析の結果は、悪性中
皮腫は、1）CDKN2A、NF2、BAP1、TP53、SETD2、SETDB1
といった腫瘍抑制遺伝子の変異・欠失がドミナントな腫瘍であ
ること、2）他の固形腫瘍と比べ、遺伝子変異数は比較的少な
いこと、3）活性型のがん遺伝子変異（ドライバー変異）は稀
であること、4）染色体全般に広範囲に欠失が見られること、5）
遺伝子変異は、組織型（上皮型、二相型、肉腫型）によって頻
度の違いが認められること、等であった。

東京大学先端科学技術研究センターの協力を得て、日本人由
来の腫瘍75例と欧米から報告されデーターベースに登録され
た症例180例を会わせ、合計255例を統合的に検討した。全エ
クソーム解析によって解析した結果、悪性中皮腫の遺伝子変異
シグニチャーが抽出され、特に、日本人に特徴的なシグニチャー
が存在することが示唆された。さらに、RNAシークエンシン
グにより免疫細胞関連の遺伝子発現に関して検討したところ、
上皮型と肉腫型腫瘍では遺伝子発現パターンの違いが検出され
た。悪性中皮腫が病理組織学的違いにより、腫瘍組織内に存在
する免疫担当細胞（リンパ球、マクロファージ）などの細胞数
や活性化状態の差などが示唆された。免疫組織学的な検討にお
いてもリンパ球の表面抗原（CD8など）やPD-L1などの発現
の差が認められた。

以上の結果より、悪性中皮腫瘍は、特徴的な活性型ドライバー
変異を有しないが、特徴的なシグニチャーの違いや組織内の免
疫学的応答レベルに差があることが示唆された。本研究成果を
基軸に新たな治療戦略の構築に向けた取組みが重要であること
が強く示唆された。

＜研究課題 2 ＞

頭頸部癌症例対照研究
Case-control study of head and neck cancer.

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん情報・対策研究分野
研究者氏名　伊藤秀美

3．病院及び研究所における共同研究（共同研究費）

共同研究者　阿部真紀子1,5,6）、Nitin Shivappa2）、
　　　　　　James A Herbert2）、尾瀬　功、安部哲也3）、
　　　　　　清水泰博3）、長谷川泰久4）、清原千香子5）、
　　　　　　野村政壽6）、小川佳宏7）、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】

発がんにおいて炎症は重要なメカニズムの一つである。しか
しながら炎症そのものの測定は難しい。近年、食事由来の炎症
性を検討する指標としてDietary Inflammatory Index（DII）
が開発され、食事性の炎症の各種がんリスクに対する評価がな
され初めてきた。本研究では、頭頸部がん並びに、類似したリ
スク要因を持つ食道がんを対象に大規模な症例対照研究を実施
し、DIIを指標とした食事由来炎症の罹患リスクへの影響を日
本で初めて検証した。

本研究では、愛知県がんセンターで実施他病院疫学研究シス
テムより、1,028例の頭頚部・食道がん症例並びに、性・年齢
を一致させた3,081例の非がん対照データを用いた症例対照研
究である。 DIIスコアは、自己投与食物摂取頻度調査票からの
栄養素および微量栄養素の推定値に基づいて計算した。スコア
はさらにコントロール内の分布に基づいて四分位数（Q1, Q2, 
Q3, Q4）に分類した。条件付きロジスティック回帰モデルによ
り、喫煙、エタノール消費、アルコールフラッシュ、歯数、お
よび職業グループについて調整したオッズ比（OR）および
95％信頼区間（CI）を推定した。

DIIスコア増加と頭頚部・食道がん全体のリスクの間に、正
の相関が観察された。頭頚部・食道がん全体に対するオッズ比
はQ 4vsQ 1＝1.73（95％CI：1.37-2.20）であった。また頭頸部
がんでは、Q 4vsQ 1で1.92（95％CI：1.42-2.59）、食道がんでは、
ORQ 4vsQ 1は1.71（95％CI：1.54-1.90）であった。

より炎症誘発性の高い食事は、重要な交絡因子を考慮した上
でも、頭頚部・食道がんのリスク増加と関連していた。炎症性
の高い食事を避ける事により、頭頚部・食道がんの予防に繋が
る可能性を示した。

1）がん予防研究分野、2）南カロライナ大学、
3）中央病院消化器外科、4）中央病院頭頚部外科、
5）九州大学予防医学分野、5）久留米大学内分泌内科、
5）九州大学病態制御内科学

＜研究課題 ３＞　

遺伝子多型を含めた乳がんリスク予測モデリング
Risk modeling of breast cancer based on information on 

environment and genetic polymorphisms

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん予防研究分野
研究者氏名　尾瀬　功、春日井由美子、松尾恵太郎
共同研究者　伊藤秀美、郡山千早1）、岩崎　基2）、
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　　　　　　谷山祐香里3）、大野ゆう子2）

【目的・概要・進捗状況】

遺伝子多型が乳がんのリスクと関連する報告が積み重なって
来たが、実際にそれをどう予防に応用するかに関しては確立さ
れていない。我々は、昨年度、乳がんのリスク予測モデルを、
当センターで実施してきた病院疫学データ、鹿児島大学・国立
がん研究センターのデータを用いて検討し、22個の遺伝子多
型の情報と疫学情報の組合せを用いたリスク予測モデルを構築
した。

具体的には、長野（389症例、389対照）、鹿児島（233症例、
331対照）、愛知（697症例、1394対照）の3つの症例対照研究
において、22遺伝子多型のリスクアレル数を用いて、低リス
ク群、中リスク群、高リスク群を設定した。低リスク群を基準
とした場合の、中リスク群、高リスク群のオッズ比は、長野研
究（中：1.61, 95%CI: 1.00-2.37, p＝1.48x10-2, 高：3.72, 95%CI: 
2.15-6.47, p＝2.97x10-6）、鹿児島研究（中：1.71,95%CI: 1.06-2.78, 
p＝2.88x10-2, 高：6.38, 95%CI: 2.89-14.1, p＝4.47x10-6）、愛知研
究（中：1.47, 95%CI: 1.14-1.87, p＝2.34x10-3, 高：2.04, 95%CI: 
1.42-2.91, p＝5.60x10-5）であった。これらをMeta-analysisした
全体の結果は、（中：1.54, 95%CI: 1.27-1.86, p＝2.50x10-6, 高：
3.39, 95%CI: 1.79-6.43, p＝2.88x10-5）であり、遺伝子多型に関
する乳がんリスク層別が十分である事を示した。リスクモデル
に関しても3つの症例対照研究に基づき、ROC解析を行い、そ
れのメタ解析を行った。遺伝子多型だけのモデルでは、AUC
は0.625（95%CI: 0.583-0.666）、生活習慣要因だけのモデルでは、
AUC は0.68（0.567-0.792）、遺伝子＋環境要因のモデルでは
AUCは0.715（0.606-0.824）であり、遺伝子＋環境要因のモデ
ルが需要可能レベルの予測モデル出ある事が示された。

また、遺伝子多型によるリスクに基づく生涯リスクの推定も
行った。前述の症例対照研究Meta-analysisにより得られた遺
伝子多型による乳がんリスクカテゴリに対するオッズ比、グルー
プ別の頻度、がん登録情報、死亡統計情報を組み合せる事で、
生涯乳がんリスクの推定を行ったところ、低リスク群で6.3%、
中リスク群で9.8%、高リスク群で21.2%の推計を得た。この事
は、リスク群別で予防行動を変える事の意義を示唆するもので
あった。またBMIに関してもプール解析からの相対危険度、
国民健康・栄養調査に基づく頻度情報を用い、BMI25未満の
人の生涯リスクは9.2%、BMI25以上の人の生涯リスクは11.9%
であった。BMI25以上か否かは、2.7%の生涯リスクの差をも
たらす事が示された。

リスク予測モデルに関して判別能が十分であり、しかも生涯
リスク推計を行う事で、フィードバックを行うに十分なエビデ
ンスが構築できた。

1）鹿児島大学、2）国立がん研究センター、3）大阪大学

＜研究課題 4 ＞

がんに結合する高親和性T 細胞受容体の樹立

＜研究者氏名＞

所　属　部　腫瘍免疫応答研究分野
研究者氏名　岡村文子
共同研究者　葛島清隆、樋田豊明

【目的、方法、進歩状況または結果のまとめ、考察等】

目的�：腫瘍免疫応答研究分野では、病院呼吸器内科と共同研究
で HLA-A24 拘束性にヒトテロメレイス由来のペプチドを
認識する細胞傷害性 T リンパ球（cytotoxic T lymphocyte, 
CTL）クローン（K3-1）を樹立した。K3-1 は、HLA-24
を有する肺がん患者のがん性胸水中の肺がん細胞を傷害す
ることができる。平成 29 年度は、293T 細胞を用いた新規
の TCR ディスプレイ法を用いて、この K3-1 から単離し
た抗原受容体遺伝子（TCR）の親和性増強を行った。本
年度は、同じ手法を用いて、HLA-Cw3 拘束性にがん抗原
の一つである NY-ESO1 蛋白由来のペプチドを認識する
TCR の親和性改良を試みた。

方法�：HLA-Cw*03:04 拘束性 NY-ESO-1 特異的 CTL クローン
（G065；名古屋大学大学院医学研究科・分子細胞免疫学・
西川博嘉教授より分与）から 5’-RACE 法で TCR 遺伝子を
単 離 し、 プ ラ ス ミ ド（pcDNA3.1） に 挿 入 し た。
Overlapping PCR 法を用いて、á 鎖および â 鎖の全ての
CDR をカバーする変異ライブラリー（á 鎖 5 個、â 鎖 5 個）
を作製した。それぞれのライブラリーでは、連続する 5 個
のコドンにランダムな遺伝子変異を加えた。これらのうち
どのライブラリー中に高親和性 TCR が存在するかを調べ
るため、CD3 遺伝子導入済み HEK-293T 細胞（CD3-293T）
に上記ライブラリーの一つを、対となる野生型の TCR 遺
伝子と共に導入した。2 日後、細胞表面に発現した TCR
と特異的に結合する HLA テトラマー試薬で細胞を染色し
フローサイトメーターにて蛍光強度を測定した。野生型に
比べてテトラマー陽性細胞の割合がどの程度増加している
かを Diva ソフトウェアで解析した。テトラマー結合性が
増加していた変異遺伝子ライブラリーを導入した CD3-
293T 細胞からセルソーターを用いて TCR 発現細胞を分
取した。分取した細胞から抽出したプラスミドをもう一度
CD3-293T 細胞に導入し、上記と同様の方法で TCR 発現
細胞を分取することで濃縮した。さらに、2 回目に分取し
た細胞からプラスミドを単離し、特異的なプライマーによ
る PCR を行って、â 鎖遺伝子をコードするプラスミドを
取得した。同様の方法で CD3-293T 細胞へ導入後、HLA
テトラマー試薬で染色し、フローサイトメーターで蛍光強
度を測定し野生型と比較した。変異導入部分の塩基配列を
DNA シークエンスしてアミノ酸配列を推定した。

結果�：â 鎖の CDR2 に変異を導入したライブラリーを（野生型
の á 鎖 TCR とともに）導入した CD3-293T 細胞において、
野生型 TCR によりも HLA テトラマーの染色性が増強し
ている細胞集団が観察された。この細胞集団をセルソー
ターで回収して以下の実験を行った。分取したテトラマー

― 76 ― ― 77 ―



高結合性 TCR 発現細胞から TCR 遺伝子をコードするプ
ラスミドを回収した。しかしながら、レトロウイルスを用
いてヒト T 細胞株に TCR 遺伝子導入した実験では、これ
らの候補クローンは野生型とほぼ同程度の免疫反応を示し
た。

考察�：がん抗原 NY-ESO-1 を特異的に認識する TCR のβ鎖の
CDR2 部分に変異を導入することで、テトラマーで高輝度
に染色される TCR 遺伝子を複数取得した。これらの TCR
蛋白はコントロール HLA-Cw*03:04 テトラマーとは結合し
なかったので、少なくとも抗原特異性は保持されていると
考えられた。しかしながら、レトロウイルスを用いてヒト
T 細胞株に変異 TCR 遺伝子導入した実験結果からは、こ
れらの TCR の親和性が改良されたとは断言できなかった。
テトラマーに高い結合性を示すものの、T 細胞に導入した
時に免疫と応答の増強が見られなかった原因を今後検討す
る必要がある。

＜研究課題名 5 ＞

大腸がん転移抑制遺伝子の同定およびその機能解析
Identification and functional analysis of colon cancer 

metastasis suppressor genes

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん病態生理学分野
研究代表者　佐久間圭一朗
共同研究者　佐々木英一、木村賢哉、清水泰博、谷田部　恭、
　　　　　　青木正博

【目的】

大腸がんの罹患数は年々増え続けており、その死因の大半に
転移が関与するといわれる。転移の機序は未解明の点が多く、
転移促進因子は数多く報告されている一方で、転移抑制因子は
ほとんど同定されていない。我々は、低転移性マウス大腸がん
細胞株CMT93とshRNAライブラリーを用いたマウス生体内
スクリーニング法を確立し、新規大腸がん転移抑制遺伝子とし
てpre-mRNAスプライシングファクターをコードするHnrnpll
を同定した。ヒトにもHnrnpllのオルソログHNRNPLLが存
在する。本研究課題では、HNRNPLLの機能および発現制御機
構の解明をおこなう。

【研究成果】

平成30年度は、前年後にCancer Science誌に投稿した論文
の査読コメントに対応した追加実験をおこない、若干の改稿を
経て掲載された。論文の内容は、大腸がん細胞において、
HNRNPLLはDNA複製制御因子であるPCNA、RFC3、FEN1
のmRNA安定化を介して細胞周期の進行を促進するというも
の で あ る。さ ら に、臨 床 検 体 に お い て も、HNRNPLL と
PCNA、RFC3、FEN1の発現量が正の相関を認めた。先にGut
誌に報告した内容と合わせると、HNRNPLLは大腸がんの転移
を抑制する一方で増殖を促進する。このことから、HNRNPLL
自体を治療標的とすることは困難であると考えられ、今後は主

にHNRNPLLの下流で制御を受けるスプライスバリアントを
対象に、治療標的分子の探索を継続する予定である。

【成果発表】

⑴　論文
1. Sakuma K, Sasaki E, Kimura K, Komori K, Shimizu Y, 

Yatabe Y, and Aoki M: HNRNPLL, a newly identified 
colorectal cancer metastasis suppressor, modulates 
alternative splicing of CD44 during epithelial-mesenchymal 
transition. Gut 67（6）: 1103-1111, 2018.

2. Sakuma K, Sasaki E, Kimura K, Komori K, Shimizu Y, 
Yatabe Y, and Aoki M: HNRNPLL stabilizes mRNAs for 
DNA replication proteins and promotes cell cycle 
progression in colorectal cancer cells. Cancer Sci 109（8）: 
2458-2468,2018.

⑵　学会発表
1. Aoki M, Sasaki E, Kimura K, Komori K, Shimizu Y, Yatabe 

Y, and Sakuma K: Identification of HNRNPLL as a novel 
metastasis suppressor of colorectal cancer. AACR Annual 
Meeting 2018, Chicago, USA,2018.

2. Aoki M and Sakuma K: HNRNPLL is a novel metastasis 
suppressor of colorectal cancer, and modulates alternative 
splicing of CD44 during epithelial-mesenchymal transition. 
第 70 回日本細胞生物学会 , 東京 , 2018.

3. 佐久間圭一朗、青木正博 : HNRNPLL promotes cell cycle 
progression in colon cancer cells by stabilizing mRNAs for 
regulators of DNA replication. 第 77 回日本癌学会学術総会 ,
大阪 , 2018.

4. 青木正博、前田亮、小島康、佐久間圭一朗 : The roles of 
tumor microenvironment in cancer metastasis. 第 77 回日本
癌学会学術総会 , 大阪 , 2018.
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＜研究課題 １＞

組織構造を有した新規培養系による、前立腺がん検体の新評
価

A new assessment of prostate cancers through a novel 
culture system presenting intact tissue architecture

＜研究者氏名＞

所　属　部　がん予防研究分野
研究者氏名　猪子誠人
共同研究者　林裕子、曽我倫久人、小倉友二、谷田部　恭

【目的】

生体内の細胞を体外で培養することは一般的に難易度が高い。
それ故に生体内の上皮組織構造を保ったまま培養する試みは未
だ開発途上にある。これらは臨床検体の活用を狭める壁となっ
ている。

最近、上皮幹細胞の無限増殖培養が、特殊な線維芽細胞が出
す未知の因子とROCK inhibitorによるアポトーシス阻害で可
能になった（Richard Schlegelら）。報告者もこれに類似の方
法で前立腺上皮幹細胞を得ることができた。さらに報告者はこ
の幹細胞を過密培養させることで世界初の前立腺の2層分化誘
導法を確立し、検体を生体にもっとも近い状態で培養できるシ
ステムを整えた。すなわち正常前立腺が示す、基底幹細胞層と
上層分化上皮層の2層構造を再現できるのである。

本研究では、この報告者が新規開発した生体内にもっとも近
い培養法で前立腺がん検体を培養し、さまざまな段階にあるが
んの特性評価を生きたまま分子レベルで達成することを主目的
とする。これにより得た分子指標を総括し、今後増える前立腺
がんへの個別対応化の礎を創る。

【方法】

高・中・低分化型腺がんに相当するGleason score 6・7・8
以上の病理診断とこれに由来する培養細胞の基礎データを集め
るため、以下のことを行う。
⑴ 　新規前立腺腫瘍患者 100-200 名に対し、泌尿器科部で通常

行う診断前生検に加え、研究用にがん部を 2 検体追加採取す
る。この病理診断と紐付された検体の培養細胞化を腫瘍医化
学部で行う。必要に応じて混入した正常細胞を除去し、がん
幹細胞を単離する。

⑵ 　本法で培養した、生体内にもっとも近い状態でのがん細胞
の特性を、詳細な免疫染色やウエスタンブロット、遺伝子解
析で評価する。すなわち種々の上皮特性（細胞間接着、細胞
極性、一次線毛）や圧迫に付随する細胞収縮や逸脱を表す分
子マーカー（リン酸化ミオシン等）および遺伝子変異として
評価し、正常分化状態との差を見出す。

【結果】

⑴ 　本年度は検体数を大幅に増やすことができた。施設の倫理
委員会の承認後 2 年目に入ったこともあり、泌尿器科スタッ

４．プロジェクト研究（共同研究費）

フの全面協力と患者さんの献身的なご協力で、全ての悪性度
の前立腺が計約 40 検体まで増えた。

⑵ 　昨年度はがん症例の免疫学的解析から細胞骨格や細胞周期
の新規異常を見出していた。しかし、医療標的分子の抽出に
はやはり網羅的探索が強力であるため、今年度は正常分化過
程での遺伝子発現比較解析を実施した。これにより診断の基
礎となる分子基盤の質が大幅に向上した。その下積みとして、
昨年度は化合物 X の添加によってフィーダー細胞（線維芽
細胞）に頼らない、純粋な幹細胞集団の維持を可能にしてい
た。さらに今年度は化合物 X を除去すると幹細胞がほぼ
100% 上皮に分化する新規分化培養法を開発した。この 2 つ
の発見を活かし、今回は正常細胞の分化の前後および途中で
変動する遺伝子群を発現比較解析（アジレント社、マイクロ
アレイ）で抽出した。実験精度を高めるため、前立腺と乳腺
の 2 種類の組織由来の幹細胞を用いたところ、両者に共通し
て、①幹細胞、②上皮分化後、③分化途中、のそれぞれに特
徴的な遺伝子群として、既知分子だがこれまで関連性の報告
がないものや未知の lncRNA が各 10 種類～抽出されてきた。
一部は TCGA 解析などで、癌との相関が注目されつつある
ものもふくまれていた。また特定のイオンチャネルやサイト
カインについて、実際に分化への強い影響力を持つことが
RNA 干渉法により確認中にある。これらの結果は、癌の特
性と密接に関わる新規遺伝子群が解析可能な数としてかなり
絞り込まれたことを意味する。

【考察】

今回正常および癌細胞の特性と相関する変動遺伝子群が新た
に抽出されたのには、報告者のサンプルや実験反応の高純度に
起因するところが大きい。今後は詳細な学術的解析として以下
を予定している。

正常株からのゲノム編集による遺伝子破壊でこれらの変動遺
伝子の生物学的効果を明らかにする。同じことをがん検体で行
い、結果を比較していくことで、新たな腫瘍マーカーの抽出に
努める。また治療応用としての化合物や標的遺伝子の検索に努
める。このように、今後もこのがん生検中の幹細胞を生きたま
ま増幅・培養分化解析する新たな方法で、未知の表現型を簡便
にあぶりだし、診断・治療・予防開発の新たな標的を次々と提
示できるよう努める。

＜研究課題 2 ＞

TAZ活性化による中皮細胞がん化の分子機構の解明
Molecular mechanism of mesothelial cell transformation by 

TAZ activation

＜研究者氏名＞ 

所　属　部　分子腫瘍学分野
研究者氏名　佐藤龍洋
共同研究者　向井智美、松下明弘、藤下晃章１）、奥田真帆、
　　　　　　青木正博１）、関戸好孝― 78 ― ― 79 ―



【目的】 

悪性中皮腫はアスベスト曝露によって引き起こされる極めて
予後不良の腫瘍であり、主に胸膜に一層に存在する中皮細胞か
ら発生する。また、多くの分子標的薬に感受性を示さず、近年
臨床使用されている免疫チェックポイント阻害剤の効果も限定
的である。次世代シーケンサーを用いたゲノム解析では、
NF2、BAP1、CDKN2A遺伝子といったがん抑制遺伝子に高頻
度の不活化変異が認められたが、ドライバー遺伝子の変異は稀
であることがわかった。NF2遺伝子産物（転写産物はMerlin）
は細胞内のHippoシグナル伝達系を制御することで転写コアク
チベーターであるYAP、TAZの活性を抑制し、増殖抑制シグ
ナルを細胞に伝達する。当部で樹立した悪性中皮腫細胞株を用
いた解析では、多くの悪性中皮腫細胞株においてTAZの発現
および活性を検出しており、TAZの恒常的活性化が細胞増殖、
運動・浸潤能を増強することを見出している。また、TAZの
活性型変異体によって発現誘導されるサイトカインとしてIL-
1beta遺伝子を同定し、IL-1betaがTAZと同様に細胞増殖、運
動・浸潤能を増強し、細胞がん化を促進することを示唆する知
見をこれまでに得ている。

【方法】

悪性中皮腫細胞株もしくは不死化正常中皮腫細胞株はRPMI-
1640培地に10% FBS を添加して培養した。TAZ および IL-
1betaのノックダウンはレンチウイルスを用いて行った。中皮
腫モデルマウスはNOD/SCIDマウスにルシフェラーゼ遺伝子
を導入した培養細胞を胸腔内に注入して作成し、腫瘍の増殖を
IVIS imaging systemを用いて測定した。IL-1RAによる増殖抑
制効果は、培養細胞へ添加して72時間後の細胞数を測定して
評価した。

【結果】

TAZ-IL-1beta経路を抑制することが悪性中皮腫の増殖を抑
制できるか検討した。TAZをRNA干渉法にてノックダウンし
た細胞をヌードマウスの胸腔に同所移植したところ、ノックダ
ウンをしていないコントロール細胞と比較して腫瘍形成が顕著
に抑制された。また、TAZの活性型変異体を発現させて造腫
瘍能を獲得した中皮細胞を用いてIL-1betaのノックダウンを行
い、これをヌードマウス胸腔に同所移植した場合でも同様に腫
瘍形成が抑制された。さらにIL-1beta受容体阻害剤（IL-1RA）
を中皮腫細胞に投与してIL-1beta経路を遮断したところ、IL-
1RAはHippoシグナル伝達系に異常のある中皮腫細胞株に特異
的に増殖抑制効果を示した。

【考察】

本研究の結果からNF2遺伝子異常などによりHippoシグナ
ル伝達系が不活性化した悪性中皮腫株ではTAZの活性化やIL-
1betaの分泌亢進が起きており、これを阻害することが悪性中
皮腫に対する新たな治療戦略となりうることが強く示唆された。
今後IL-1RAを代表とするIL-1beta経路の阻害剤の生体内での
有用性、および既存の薬剤との併用療法の可能性など治療法の
応用について検討を深める必要がある。

1）がん病態生理学教室

＜研究課題 3 ＞

漿液性嚢胞性腫瘍および悪性膵内分泌腫瘍に対するプローベ
型共焦点内視鏡の検討

Needle based confocal laser endomicroscopy for SCN and 
pNET

＜研究者氏名＞

所　属　部　消化器内科部
研究者氏名　奥野のぞみ
共同研究者　原和生、桑原崇通、水野伸匡、松尾恵太郎

【目的】

膵病変に対する診断の進歩にはめざましいものがあり、主な
診断法としては、1. CT・MRI・PETなどの画像検査 2.超音波
内視鏡および超音波内視鏡下穿刺吸引法 3. 内視鏡的逆行性膵
胆管造影検査（ERCP）があげられる。膵病変に対し、当院で
は確定診断のために超音波内視鏡下穿刺吸引法（EUS-FNA）
を施行しており、正診率は95％以上と良好な成績を得ている。
しかし、漿液性嚢胞性腫瘍（SCN）や膵管内乳頭粘液性腫瘍に
おいては画像診断のみでは鑑別が困難である症例や10 mm以
下の小病変においてはEUS-FNAによる検体採取が困難な症例
を経験する。現在、生検診断のみに頼らず生体内で生きた状態
の細胞を直接観察することができ、細胞レベルでの診断を可能
にするプローベ型共焦点内視鏡に注目が集まっている。これま
で行われてきた画像検査を大きく凌駕する可能性があり、漿液
性嚢胞性腫瘍および膵内分泌腫瘍（pNET）に対するプローベ
型共焦点内視鏡の有用性を明らかにすることを目的とした。

【方法】

病理組織学的診断が必要なSCNや10 mm以下のpNETが疑
われる症例で、患者本人より文書同意が得られた症例に対し
EUS-FNAの際に共焦点プローベ型内視鏡による観察を行う。
プローベ型共焦点内視鏡については、EUS-FNAをおこなう際
に19Gの穿刺針よりプローベを挿入し、10％フルオロセイン
2.5 ml - 5 mlを静脈内投与したのちに病変の観察をおこなう。
15分以内に術者が病変部の診断が可能と思われる細胞像を得
られた場合には手技の完遂とし、診断可能な細胞像が得られな
い場合には手技の不成功と定義した。

最終診断は、手術検体による病理組織学的診断あるいは半年
以上の経過観察による臨床診断とした。

Primary endopointを安全性、Secondary endopointを手技の
完遂率および有用性とし、予定症例数は10例を目標とした。

【結果】

結果 1：SCN が疑われた 1 例の検討
処置前にSCNが疑われ、プローベ型共焦点内視鏡を施行し

た症例は1例であった。腫瘍径は30 mm大の体部病変であり、
穿刺およびプローベ型共焦点内視鏡での観察が可能であったが、
セルビジオは非典型所見のみであり診断にはいたらなかった。
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EUS-FNAを施行し、悪性所見の有無は確認できたが、病理組
織学的にもSCNの診断にはいたらなかった。画像所見から
SCNが最も考えられるため経過観察をおこなっている。

結果 2：10 mm 以下の pNET が疑われた 5 例の検討
年齢中央値65（30-70）歳、男女比3/2であった。腫瘍径中央

値は10 mmであり、頭部/体部/尾部　3/1/1例であった。全
例穿刺およびプローベ型共焦点内視鏡の観察が可能であった。
プローベ型共焦点内視鏡によりpNETと診断可能であった症例
は80％（4/5例）であった。EUS-FNAは全例で施行しており、
検体採取率は80.0％（4/5例）であった。プローベ型共焦点内
視鏡でpNETの診断が困難であった1例についてはEUS-FNA
を施行し病理診断がsolid pseudopapillary tumorであった。プ
ローベ型共焦点内視鏡でpNETの診断が可能であったが、検体
採取が困難であった1例は、EUS-FNAを再検しpNETの診断
であった。偶発症は1例も認めなかった。

【考察】

今回、小数例の検討ではあるが、偶発症は認めなかった。セ
ルビジオで、診断が可能であった症例は66.6％（4/6例）であり、
膵腫瘍に対するEUS-FNAの正診率に比較すると十分な成績で
はなかった。しかしながら、SCN症例においてはEUS-FNAで
も良悪性の診断にとどまり、確定診断はできておらず、10 mm
以下のpNETにおいてもEUS-FNAでは診断困難な症例を認め
ている。穿刺が可能であっても、EUS-FNAでの組織採取が困
難な症例はやはり存在するため、試薬の改善等によりセルビジ
オの正診率の向上が得られれば、安全な手技であり、臨床的に
有用である可能性はある。

＜研究課題 4 ＞

次世代シークエンサーを用いた個別化医療の確立を目指した
悪性リンパ腫の遺伝子変異解析

Genome-wide mutational analyses of malignant lymphomas 
leading to the establishment of individualized medicine
 
＜研究者氏名＞　

所　属　部　血液・細胞療法部　
研究者氏名　加藤 春美
共同研究者　山本 一仁

WHO分類ではリンパ系前駆細胞腫瘍として同一範疇に定義
づけられている急性リンパ芽球性白血病（ALL）と比較して、
成人リンパ芽球性リンパ腫 （LBL） は希少疾患であり分子病態
に関する研究は十分進んでいない。本研究は、網羅的遺伝子解
析によってLBLの病因に特徴的に関わる遺伝子変異およびシ
グナルパスウェイを明らかにし、臨床応用可能な分子病態を解
明し、患者の層別化および個別化治療の確立、および分子標的
治療へ発展するための研究基盤を確立することを目的としてい
る。

希少疾患である成人T細胞リンパ芽球性リンパ腫に対しては、
強力化学療法にひきつづく強化・維持療法での良好な治療成績 

（Thomas et al. Blood 2004）の報告結果を受けて、当院でも
2005年以降、成人T細胞リンパ芽球性リンパ腫に対して同様の
治療を継続的に実施し、同等の良好な成績を得ている。小児
ALL・LBLではT細胞の早期分化段階起源の腫瘍（T細胞表現
型としてCD1a陰性、CD8陰性、CD5dimを有する腫瘍細胞で、
さらにmyeloid/stem cell antigensとしてCD13、CD33、CD34、
CD117、and/or HLA-DR を 発 現 し て い る 腫 瘍：early T-cell 
precursor acute lymphoblastic leukemia）では予後不良である
ことが報告されており、細胞起源の同定については前回報告し
たように 以 下 の 抗 体、抗 CD1a、CD2、cCD3、sCD3、CD7、
CD34抗体を用いて腫瘍細胞の表現型の解析をおこなったところ、
4症例はcortical T-cell type、2症例はmedullary T-cell type、2
例はpro T/pre T-cell typesであった。これら8症例のうち、2
例で再発をみとめ、再発を認めた症例はpro/pre T-cell types
と診断された症例であるという結果であった。さらにpro T-cell 
typeの症例がearly T-cell precursorsの表現型と一致し、本症
例は強化化学療法中に早期再発を認め、化療抵抗性を有する症
例であった（Kato H, Yamamoto K, et al. Hematology. 2018）。

Early T-cell precursorsの表現型を含む上記8症例のうち、
正常細胞からのDNAを抽出可能な症例について、次世代シー
クエンサーを用いた腫瘍細胞における遺伝子変異解析を実施し
た。腫瘍割合が8割以下の症例に関しては、磁気細胞分離法を
用いて細胞純化を行った後に、DNAの抽出後にライブラリー
作成し、全エキソン解析をおこなった。LBL症例のうち、非
寛解（早期再発）をきたしたEarly T-cell precursorsの表現型
を示す症例において特徴的な遺伝子異常に着目し遺伝子解析を
行って絞り込みを行ったところ、約1000の遺伝子異常が同定
された。遺伝子変異のうち、約半数がexonにおける遺伝子変
異であり、約1%がsplicingに関連した遺伝子異常であった。
寛解に至った症例および非寛解で予後不良の early T-cell 
precursors LBL症例の各群で抽出された遺伝子について現在、
比較検討を行っており、さらに臨床的データと合わせた解析を
進める予定である。
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総長

001　伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，檜垣栄治，大城泰平，

植村則久，木下敬史，夏目誠治，千田嘉毅，安部哲也，

小森康司，清水泰博，木下　平：胃全摘－開腹vs腹腔鏡
－開腹. 第118回日本外科学会定期学術集会，2018，（東京）,

［口演］
002　伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，植村則久，木下敬史，

千田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博，木下　平：
胃癌に対する腹部大動脈周囲リンパ節郭清の再考　腹腔
内に限局した高度リンパ節転移陽性胃癌に対する初回治
療としてS-1/CDDP療法を行った症例の検討. 第73回日
本消化器外科学会総会，2018,（鹿児島），［パネルディス
カッション］

第2章　研究発表関係

1．学会誌における研究発表テーマ調べ（総長，副総長）

副総長・総長　

001　Kajino T, Shimamura T, Gong S, Yanagisawa K, 
Nakatochi M, Griesing S, Shimada Y, Kano K, Su-
zuki M, Miyano S, Takahashi T：Divergent lncRNA 
MYMLR regulates MYC by eliciting DNA looping and 
promoter-enhancer interaction. American Association 
for Cancer Research Annual Meeting, 2018, （Chicago）,

［口演］
002　Takahashi T：ROR1: An Achilles Heel of Lung Can-

cer. Japanese Cancer Association-American Association 
for Cancer Research Special Joint Conference, 2018,

（Kyoto）,［口演］
003　井田梨沙, 山口知也, 梶野泰祐, Shi X, 林　美優, 柳澤　

聖, 島田友香子, 鈴木　元, 髙橋　隆：SRC is involved 
in the ROR1-sustained ASK1 inhibition ROR1 に よ る
ASK1の抑制におけるSRCの関与. 第77回日本癌学会学
術総会, 2018,（大阪）,［口演］

004　山口知也, 林　美優, 井田梨沙, Can Lu, 梶野泰祐, Jin-
glei Cheng, 磯村久徳, 鈴木　元, 藤本豊士, 髙橋　隆：
肺腺がんでのROR1によるカベオラ依存的エンドサイ
トーシスを介した生存シグナル制御機構. 第77回日本癌
学会学術総会, 2018,（大阪）,［口演］
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消化器内科部 

001　Hara K：EUS-BD. AEG Kitasato interventional work-
shop, 2018,（横浜）,［ワークショップ］

002　Hara K：EUS-FNA Hands-on traning. AEG Kitasato in-
terventional workshop, 2018,（横浜）,［ワークショップ］

003　Hara K：Current Status and Future Vision of EUS-
guided biliary drainage JGES-ESGE joint sympo. 第95回
日本消化器内視鏡学会総会, 2018,（東京）,［シンポジウム］

004　Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, 
Oonishi S, Mizuno N, Kuwahara T, Okuno N, Iwaya 
H, Toriyama K, Matsumoto S, Ito A, Kuraoka N, 
Obata M, Yasuda M, Bhatia V, Hara K, Niwa Y.：
Long-term outcome of metachronous adenomas and car-
cinoma as in the ileal pouch and rectum after surgical 
treatment in patients with familial adenomatous polypo-
sis. DDW2018, 2018,（ワシントンDC）,［ポスター］

005　Hara K, Ji Kon Ryu：Session 1. Advanced Diagnostic 
EUS. WISE 2018 （Module2） & 16th KSGE EUS Hands-
on Workshop, 2018,（韓国）,［座長］

006　Hara K：Session 2. EUS-guided Tissue Acquisition 
Technique and complication of EUS-FNA. WISE 2018 
（Module2） & 16th KSGE EUS Hands-on Workshop, 
2018,（韓国）,［講演］

007　Hara K：Session 4. EUS-FNA Hands-on. WISE 2018 
（Module2） & 16th KSGE EUS Hands-on Workshop, 
2018,（韓国）,［講演］

008　Hara K：EUS-BD and EUS-CPN. 10th AEG Local EUS 
Workshop, 2018,（タイ）,［ワークショップ］

009　Hara K：Live Demo （Interventional EUS）. 10th AEG 
Local EUS Workshop, 2018,（タイ）,［ワークショップ］

010　Hara K：Current status & future of EUS-BD. The 21th 
Chinese Symposium on Endoscopic Ultrasonography, 
2018,（上海）,［サテライトシンポジウム］

011　Hara K：EUS for pancreatic malignancy. The 21th Chi-
nese Symposium on Endoscopic Ultrasonography, 2018,

（上海）,［講演］
012　Hara K： EUS Video Competition. The 21th Chinese 

Symposium on Endoscopic Ultrasonography, 2018,（ 上
海）,［司会］

013　Hara K：EUS for pancreatobiliary malignancy. 2018 新
華消化器内視鏡学会, 2018,（上海）,［講演］ 

014　Hara K ：EUS –FNA Pancreatic head mass. 2018新華消
化器内視鏡学会, 2018,（上海）,［LIVE DEMO］

015　Hara K ： International Poster. JDDW2018, 2018,（神戸）,
［Discusser］

016　Hara K：EUS Teaching sub-committee. Annual AEG 
meeting 2018, 2018,（韓国）,［ワークショップ］

2．学会誌における研究発表テーマ調べ（病院）

017　Hara K：EUS-Hands-on seminar. APDW-KDDW joint 
conference 2018, 2018,（韓国）,［ワークショップ］

018　Hara K：EUS guided biliary drainage –who, when, which 
and how? （Scientific Program, CME）. ISGCON2018, Ko-
chi, 2018,（India）,［講演］

019　Hara K：Linear EUS made easy. AEG Workshop, ISG-
CON2018, Kochi, 2018,（インド）,［講演］ 

020　Hara K：EUS Hands-on. AEG Workshop, ISGCON2018 
Kochi 2018,（インド）,［ワークショップ］

021　Hara K：EUS-GBD, Technique and Indication （Scientif-
ic Program）. ISGCON2018, Kochi, 2018,（インド）,［講演］

022　Okuno N, Kuwahara T, Muzuno N, Obata M, Kurita 
Y, Koda H, Hara K,：Primary EUS-guided hepaticoen-
terostomy for the cases expected difficult ERCP with 
malignant biliary obstruction. EUS 2018, 2018,（バンコ
ク）,［ポスター］

023　Hara K：EUS Hands-On Workshop, TAGE Interven-
tional EUS Hands-On Workshop, 2018,（バンコク）,［ワー
クショップ］

024　Hara K：LIVE DEMO. Al Azhar Annual Congress of 
Advanced GI Endoscopy, 2018,（カイロ）,［ワークショッ
プ］

025　Hara K：EUS-BD. Al Azhar Annual Congress of Ad-
vanced GI Endoscopy, 2018,（カイロ）,［特別講演］

026　Hara K：EUS for Pancreatic Malignancy. Al Azhar An-
nual Congress of Advanced GI Endoscopy, 2018,（カイ
ロ）,［特別講演］

027　Hara K：EUS-guided Biliary Drainage. The 24th Annu-
al International Congress AL-Azhar Faculty of Medi-
cine, 2018,（カイロ）,［講演］

028　Hara K：ERCP Hands-On. Al Azhar Annual Congress 
of Advanced GI Endoscopy, 2018,（ カ イ ロ）,［ ワ ー ク
ショップ］

029　Okuno N：Basic EUS　How to perform EUS. AI-Azhar 
Annual Congress of Advanced GI Endoscopy, 2018,（カ
イロ）,［講演］

030　Hara K：EUS-guided pseudocyst drainage. 4th BASIC 
& INTERVENTIONAL EUS WORKSHOP OF DEST, 
2019,（台北）,［特別講演］

031　Hara K：EUS-guided biliary drainage. 4th BASIC & IN-
TERVENTIONAL EUS WORKSHOP OF DEST, 2019,

（台北）,［特別講演］ 
032　Hara K： Hands-on workshop of EUS-FNA. 4th BASIC 

& INTERVENTIONAL EUS WORKSHOP OF DEST, 
2019,（台北）,［ワークショップ］

033　Hara K：Hands-on workshop of EUS-HGS. 4th BASIC 
& INTERVENTIONAL EUS WORKSHOP OF DEST, 
2019,（台北）,［ワークショップ］

034　Hara K：EUS-guided Drainage. ENDOCON 2019, 2019,
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（ニューデリー）,［特別講演］ 
035　Hara K：ERCP Live Demo （Large CBD Stone）. ENDO-

CON 2019, 2019,（ニューデリー）,［ワークショップ］
036　Ueno M, Morizane C, Okusaka T, Mizusawa J, 

Katayama H, Ikeda M, Ozaka M, Sugimori K, Fuku-
tomi A, Hara H, Mizuno N, Yanagimoto H, Sano K, 
Tobimatsu K, Yane K, Nakamori S, Sata N, Yuki-
sawa S, Ishii H, Furuse J：Randomized phase III 
study of gemcitabine plus S-1 combination therapy ver-
sus gemcitabine plus cisplatin combination therapy in 
advanced biliary tract cancer: A Japan Clinical Oncology 
Group study （JCOG1113, FUGA-BT）. ASCO 2018, 2018,

（シカゴ）,［ポスターディスカッション］
037　Takahashi H, Morizane C, Nomura S, Okano N, 

Tsuda M, Mizuno N, Satake H, Tsuji K, Shioji K, 
Ishii H, Yasui K, Miyakawa H, Ishiguro A, Ogura 
T, Ueno M, Ikeda A, Terashima T, Ikeda M, Oku-
saka T, Furuse J：Phase II clinical trial of gemcitabine 
plus oxaliplatin combination therapy （GEMOX） in pa-
tients with advanced pancreatic enocarcinoma with a 
family history of pancreatic/breast/ovarian/prostate 
cancer or personal history of breast/ovarian/prostate 
cancer （FABRIC study）, ESMO 2018, 2018,（ミュンヘ
ン）,［ポスター］

038　Okuyama H, Ikeda M, Okusaka T, Furuse J, Furu-
kawa M, Ohkawa S, Hosokawa A, Kojima Y, 
Yamaguchi K, Murohisa G, Shioji K, Ishii H, Mizu-
no N, Kojima M, Yamanaka T：A phase II study of 
everolimus in patients with unresectable pancreatic neu-
roendocrine carcinoma refractory or intolerant to plati-
num-containing chemotherapy. ESMO 2018, 2018,（ミュ
ンヘン）,［ポスター］

039　Yamada I, Morizane C, Okusaka T, Ogawa G, Sato 
Y, Ueno M, Ikeda M, Sugimori K, Fukutomi A, 
Shimizu S, Mizuno N, Yanagimoto H, Sano K, Tobi-
matsu K, Yane K, Nakamori S, Sata N, Nishina T, 
Ishii H, Furuse J：The clinical outcomes of combina-
tion chemotherapy in elderly patients with advanced bil-
iary tract cancer: An exploratory subgroup analysis of 
JCOG1113. 2019 Gastrointestinal Cancers Symposium, 
2019,（サンフランシスコ）,［ポスター］

040　Ueno M, Morizane C, Okusaka T, Ogawa G, Sato Y, 
Ikeda M, Ozaka M, Sugimori K, Fukutomi A, Hara 
H, Mizuno N, Yanagimoto H, Sano K, Tobimatsu K, 
Yane K, Nakamori S, Sata N, Nishina T, Ishii H, 
Furuse J：The influence of renal function on gemcitab-
ine-based chemotherapy for advanced biliary tract can-
cer: An exploratory subgroup analysis of JCOG1113. 
2019 Gastrointestinal Cancers Symposium, 2019,（ サ ン
フランシスコ）,［ポスター］

041　Strosberg JR, Mizuno N, Doi T, Grande E, Delord 
J-P, Shapira-Frommer R, Bergsland EK, Shah MH, 

Fakih M, Takahashi S, Piha-Paul SA, O'Neil B, 
Thomas S, Lolkema MP, Wang JD, Ibrahim N, 
Pruitt SK, Hadoux J：Pembrolizumab treatment of 
advanced neuroendocrine tumors: Results from the 
phase II KEYNOTE-158 study. 2019 Gastrointestinal 
Cancers Symposium, 2019,（サンフランシスコ）,［ラピッ
ド・アブストラクト・セッション］

042　Kobayashi S, Ueno M, Ogawa G, Fukutomi A, Ikeda 
M, Okusaka T, Sato T, Ito Y, Kadota T, Ioka T, 
Sugimori K, Sata N, Nakamori S, Shimizu K, Mizu-
no N, Ishii H, Furuse J：Impact of renal function on 
the efficacy and safety of S-1 with concurrent radiother-
apy for locally advanced pancreatic cancer. 2019 Gas-
trointestinal Cancers Symposium, 2019,（サンフランシ
スコ）,［ポスター］

043　Ioka T, Ueno M, Oh D-Y, Fujiwara Y, Chen J-S, 
Doki Y, Mizuno N, Park K, Asagi A, Hayama M, 
Nii M, Komuro K, Sugimoto M, Vlahovic G, Ikeda 
M：Evaluation of safety and tolerability of durvalumab 

（D） with or without tremelimumab （T） in patients （pts） 
with biliary tract cancer （BTC）. 2019 Gastrointestinal 
Cancers Symposium,（サンフランシスコ）,［ポスター］

044　松本慎平, 原　和生, 水野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 
岩屋博道, 伊東文子, 倉岡直亮, 小畑雅寛, 栗田裕介, 田
中宏樹, 安田宗司, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山 
裕, 大西祥代, 鳥山和浩：当院における1型自己免疫性膵
炎70例の検討. 第104回日本消化器病学会総会, 2018,（東
京）,［シンポジウム］

045　原　和生： 胆道　治療. 第104回日本消化器病学会総会, 
2018,（東京）,［座長］

046　桑原崇通, 原　和生, 丹羽康正：人工知能を用いたIPMN
術前良悪性スクリーニング. 第104回日本消化器病学会総
会, 2018,（東京）,［パネルディスカッション］

047　奥野のぞみ, 桑原崇通, 原　和生：術後腸管を有する悪
性胆道狭窄に対するPrimary EUS-BD. 第104回日本消化
器病学会総会, 2018,（東京）,［胆PL-28］

048　小畑雅寛，桑原崇道，原　和生：肝門部領域を含む胆管
狭窄病変に対するプローブ型共焦点レーザー内視鏡検査
の有用性. 第104回日本消化器病学会総会, 2018,（東京）,［パ
ネルディスカッション］

049　田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 大西祥代, 水野伸匡, 肱
岡範, 奥野のぞみ, 桑原崇通, 鳥山和浩, 岩屋博道, 伊東
文子, 倉岡直亮, 松本慎平, 小畑雅寛, 栗田祐介, 原　和
生, 田近正洋, 丹羽康正：内視鏡治療後に発見された
H.pylori除菌後胃癌の臨床病理学的検討. 第104回日本消
化器病学会総会, 2018,（東京）,［一般演題］

050　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 水
野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 鳥山和浩, 岩屋博道, 伊
東文子, 倉岡直亮, 松本慎平, 小畑雅寛, 安田宗司, 栗田
裕介, 原　和生, 丹羽康正：食道癌術前化学療法におけ
るサルコぺニアの意義. 第104回日本消化器病学会総会, 
2018,（東京）,［ポスター］
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051　栗田裕介, 桑原崇通, 原　和生：嚢胞液解析を用いた膵
嚢胞診断の現状とニューラルネットワークを用いた診断
能向上の試み. 第104回日本消化器病学会総会, 2018,（東
京）,［ワークショップ］

052　原　和生： EUS標準化描出法　十二指腸球部. コンベッ
クスEUS標準化描出委員会, 2018,（東京）,［ワークショッ
プ］

053　原　和生：IPMN の診療 . 胆膵症例検討会 in Nagoya 
Medical Center, 2018,（名古屋）,［講演］

054　原　和生：膵癌診療について. 臨床腫瘍セミナー 2018, 
2018,（名古屋）,［講演］

055　松本慎平, 原　和生, 水野伸匡：当院におけるEUS-CDS
のトラブル予防法. 第95回日本消化器内視鏡学会総会, 
2018,（東京）,［ワークショップ］

056　原　和生：進化したM-Through. 第95回日本消化器内視
鏡学会総会, 2018,（東京）,［特別講演］

057　奥野のぞみ, 桑原崇通, 原　和生：自己免疫性膵炎にお
ける内視鏡の役割. 第95回消化器内視鏡学会総会, 2018,

（東京）,［口演5膵ー良性］
058　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 水

野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 鳥山和浩, 岩屋博道, 伊
東文子, 倉岡直亮, 松本慎平, 小畑雅寛, 安田宗司, 栗田
裕介, 原　和生, 丹羽康正：深達度診断における食道造
影の有用性の検討. 第95回日本消化器内視鏡学会総会, 
2018,（東京）,［ポスター］

059　小畑雅寛, 桑原崇通, 水野伸匡, 奥野のぞみ, 松本慎平, 
田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 大西祥代, 鳥
山和浩, 栗田裕介, 丹羽康正, 原　和生：膵頭十二指腸切
除術後の良性胆管空腸吻合部狭窄に対する内視鏡的治療
法の検討. 第95回日本消化器内視鏡学会総会, 2018,（東京）,

［一般演題］ 
060　原　和生：M-Through（ブースカンファレンス）. 第95回

日本消化器内視鏡学会総会, 2018,（東京）,［司会］
061　田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 大西祥代,　水野伸匡,　

肱岡　範, 奥野のぞみ, 桑原崇通, 鳥山和浩, 岩屋博道, 
伊東文子, 倉岡直亮, 松本慎平, 小畑雅寛, 栗田祐介, 原　
和生, 田近正洋, 丹羽康正：表在性食道胃接合部腺癌に
ついての臨床病理学的検討. 第95回日本消化器内視鏡学
会総会, 2018,（東京）,［一般演題］

062　原　和生：デジタルポスター司会 ポスター 66，膵-EUS-
FNA2. 第95回日本消化器内視鏡学会総会, 2018,（東京）,

［司会］
063　栗田裕介, 桑原崇通, 原　和生：慢性膵炎内視鏡診療に

おけるEUS-FNAの役割. 第95回日本消化器内視鏡学会
総会, 2018,（東京）,［シンポジウム］

064　原　和生：AXIOSセミナー . AXIOSセミナー , 2018,（東
京）,［ワークショップ］

065　桑原崇通, 原　和生, 廣岡芳樹：膵癌診断における造影
US・EUSとエラストグラフィーの位置付け. 第91回日本
超音波医学会学術集会, 2018,（神戸）,［パネルディスカッ
ション］

066　桑原崇通, 原　和生, 栗田裕介：慢性膵炎様膵実質に併

存した膵小腫瘤のEUS-FNAによる診断能とその背景膵
実質の検討. 第91回日本超音波医学会学術集会, 2018,（神
戸）,［パネルディスカッション］

067　桑原崇通, 水野伸匡, 原　和生：切除不能進行膵癌に対
するFOLFIRINOX療法とnab-PTX/GEM療法の臨床的
検討. 第128回日本消化器病学会東海支部例会, 2018,（三
重）,［シンポジウム］

068　鳥山和浩, 田近正洋, 丹羽康正：当院におけるGI-NENに
対するSRSの検出率に関する検討. 第128回日本消化器病
学会東海支部例会, 2018,（三重）,［シンポジウム］

069　原　和生：AXIOSセミナー . AXIOSセミナー , 2018,（大
阪）,［ワークショップ］

070　桑原崇通, 原　和生, 水野伸匡, 奥野のぞみ, 松本慎平, 
小畑雅寛, 栗田祐介, 鳥山和浩, 大西祥代, 平山　裕, 石
原 誠, 田中　努, 田近正洋, 丹羽康正：人工知能と嚢胞
液解析を用いた膵嚢胞診断の診断能向上への試み. 第49
回日本膵臓学会大会, 2018,（和歌山）,［一般演題］

071　奥野のぞみ, 水野伸匡, 桑原崇通, 松本慎平, 栗田裕介, 
小畑雅寛, 原　和生：Fully-covered self-expanding metal 
stentを用いたEUS-cyst drainageの有用性. 第49回日本
膵臓学会大会, 2018,（和歌山）,［口演-57］

072　小畑雅寛, 桑原崇通, 水野伸匡, 奥野のぞみ, 松本慎平, 
栗田裕介, 孝田博輝, 原　和生：当センターにおける膵
全摘症例の長期成績の検討. 第49回日本膵臓学会大会
2018,（和歌山）,［一般演題］

073　原　和生：Interventional Endoscopy 4. 第49回日本膵臓
学会大会, 2018,（和歌山）,［司会］

074　栗田裕介, 桑原崇通, 原　和生, 水野伸匡, 奥野のぞみ, 
田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 大西祥代, 田
中宏樹, 安田宗司, 小畑雅寛, 松本慎平, 倉岡直亮, 伊東
文子, 岩屋博道, 鳥山和浩, 丹羽康正：当院における膵神
経内分泌腫瘍に対するSRSの有用性に関する検討. 第49
回日本膵臓学会大会, 2018,（和歌山）,［司会］

075　石原　誠, 田近正洋, 田中　努, 鳥山和浩, 丹羽康正：拡
大内視鏡診断でSM1以浅の食道表在癌におけるFDG-
PETの有用性, 第72回日本食道学会学術集会, 2018,（宇
都宮）,［ポスター］

076　原　和生：Interventional EUSの現況. 仙台内視鏡治療ラ
イブセミナー 2018, 2018,（仙台）,［講演］

077　原　和生：仙台内視鏡治療ライブセミナー . 仙台内視鏡
治療ライブセミナー 2018, 2018,（仙台）,［司会］

078　原　和生：仙台内視鏡治療ライブセミナー LIVE DEMO. 
仙台内視鏡治療ライブセミナー 2018, 2018,（仙台）,［ワー
クショップ］

079　桑原崇通, 水野伸匡, 原　和生：転移性膵癌に対する
OLFIRINOX療法とnab-PTX/GEM療法の臨床的検討. 
第16回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［一般
演題］

080　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 原　
和生, 水野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 室　圭, 山本一仁, 
谷田部　恭, 丹羽康正：B型肝炎の再活性化における検討. 
第16回日本臨牀腫瘍学会総会, 2018,（神戸）,［ポスター］
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081　原　和生：膵のう胞に関する最近の話題. 中部地区がん
医療連携学術講演会, 2018,（名古屋）,［講演］

082　孝田博輝, 奥野のぞみ, 栗田裕介, 小畑雅寛, 松本慎平, 
桑原崇通, 水野伸匡, 原　和生：胆道鏡による内視鏡診
断が困難であったIgG4関連硬化性胆管炎の1例. 肝胆膵
治療研究会, 2018,（名古屋）,［口演］

083　小畑雅寛, 奥野のぞみ, 水野伸匡, 桑原崇通, 松本慎平, 
栗田裕介, 孝田博輝, 細田和貴, 清水泰博, 原　和生：主
膵管内進展を伴う膵体部腫瘍の1例. 第69回日本消化器
画像診断研究会, 2018,（金沢）,［ポスター］

084　栗田裕介, 桑原崇通, 水野伸匡, 奥野のぞみ, 松本慎平, 
鳥山和浩, 小畑雅寛, 孝田博輝, 原　和生：小膵神経内分
泌腫瘍における切除症例と経過観察症例の臨床経過. 第6
回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会, 2018,（京都）,［一
般演題］

085　鳥山和浩, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 大西祥代, 水
野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 原　和生, 丹羽康正：当
院におけるGI-NENに対するSRSの検出率に関する検討. 
第6回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会, 2018,（京都）,

［ポスター］
086　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 水野伸匡, 桑

原崇通, 奥野のぞみ, 松本慎平, 鳥山和浩, 小畑雅寛, 栗
田裕介, 孝田博輝, 原　和生, 丹羽康正：胃底腺胃癌の一
例. 第15回拡大内視鏡研究会, 2018,（東京）,［一般演題］

087　奥野のぞみ, 桑原崇通, 原　和生：胆嚢腺筋症は胆嚢癌
のリスクファクターか？第54回日本胆道学会学術集会, 
2018,（千葉）,［WS1-4］

088　小畑雅寛, 桑原崇道, 原　和生：膵頭十二指腸切除術後
の良性胆管空腸吻合部狭窄に対する内視鏡的治療法の検
討. 第54回日本胆道学会学術集会, 2018,（千葉）,［シンポ
ジウム］

089　栗田裕介, 桑原崇通, 原　和生：遠位胆管に限局する胆
管狭窄を来し胆管癌との鑑別を要した好酸球性胆管炎の
1例. 第54回日本胆道学会学術集会, 2018,（千葉）,［パネ
ルディスカッション］

090　原　和生：口演15　治療2. 第54回日本胆道学会学術集会, 
2018,（千葉）,［司会］

091　 原　 和 生： 膵 NET NET SEMINAR NAGOYA. NET 
SEMINAR NAGOYA, 2018,（名古屋）,［司会］

092　渡　二郎, 三谷誠一郎, 戸澤勝之, 富田寿彦, 大島忠之, 
福井広一, 門脇重憲, 夏目誠治, 千田嘉毅, 田近正洋, 原　
和生, 谷田部　恭, 清水泰博, 廣田誠一, 三輪洋人：原発
性非乳頭部十二指腸癌の臨床病理学的・分子病理学的検
討. 第56回日本癌治療学会学術集会, 2018, （横浜）,

093　奥野のぞみ, 松本慎平, 原　和生：Primary EUS-guided 
hepaticoenterostomy for the cases estimated difficult 
ERCP with malignant biliary obstruction. 第26回日本消
化器関連学会週間, 2018,（神戸）,［IP-94］

094　桑原崇通, 水野伸匡, 原　和生：切除不能・再発膵癌に
対するFOLFIRINOX療法とnab-PTX/GEM療法の一次/
二次療法における有効性・安全性評価. 第26回日本消化
器関連学会週間, 2018,（神戸）,［パネルディスカッション］

095　松本慎平, 原　和生, 水野伸匡：膵神経内分泌癌におけ
る外科手術の意義：Japan panNEN-G3 studyのサブグ
ループ解析. 第26回日本消化器関連学会週間, 2018,（神戸）,

［ワークショップ］
096　小畑雅寛, 桑原崇道, 原　和生：胆管狭窄病変に対する

プローブ型共焦点レーザー内視鏡検査の有用性. 第26回
日本消化器関連学会週間, 2018,（神戸）,［シンポジウム］

097　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 水
野伸匡, 桑原嵩通, 奥野のぞみ, 松本慎平, 鳥山和浩, 小
畑雅寛, 栗田裕介, 原　和生, 丹羽康正：サルコぺニアか
ら考えるｃStageIV食道癌治療. 第26回日本消化器関連
学会週間, 2018,（神戸）,［シンポジウム］

098　原　和生：Hirata Conference. 第26回日本消化器関連学
会週間, 2018,（神戸）,［座長］

099　栗田裕介, 桑原崇通, 原　和生：Usefulness and limita-
tion of pancreatic cystic fluid analysis. 第26回日本消化
器関連学会週間, 2018,（神戸）,［パネルディスカッション］

100　鳥山和浩, 田中　努, 田近正洋：内視鏡治療後のH. pylori
除菌後発見胃癌についての臨床病理学的検討. 第129回日
本消化器病学会東海支部例会, 2018,（名古屋）,［シンポ
ジウム］

101　原　和生：シンポジウム2，胃切除後の胆膵疾患の診断
と内視鏡治療. 第129回日本消化器病学会東海支部例会, 
2018,（名古屋）,［座長］

102　奥野のぞみ, 松本慎平, 原　和生：胃切除後の悪性胆道
狭窄に対するprimary EUS-HESの検討. 第129回日本消
化器病学会東海支部例会, 2018,（名古屋）,［シンポジウ
ム2］

103　孝田博輝, 栗田裕介, 小畑雅寛, 松本慎平, 奥野のぞみ, 
桑原崇通, 水野伸匡, 原　和生：共焦点レーザー内視鏡
が有用であった膵腫瘍の1例. 第129回日本消化器病学会
東海支部例会, 2018,（名古屋）,［口演］

104　原　和生：Hands-on. AXIOS Hands-on セミナー , 2018,
（大阪）,［講演］

105　桑原崇通：膵疾患検診としての超音波検査とその最新動
向. 第41回日本消化器がん検診学会東海北陸地方会, 
2018,（岐阜）,［教育講演］

106　原　和生：LIVE DEMO. 第8回関西消化器内視鏡ライブ
コース, 2018,（大阪）,［ワークショップ］

107　原　和生：胆道病変に対するInterventional Endoscopy. 
第8回関西消化器内視鏡ライブコース ランチョンセミ
ナー , 2018,（大阪）,［講演］

108　原　和生：超音波内視鏡の標準的描出法. 第3回岐阜
EUS,ERCPHands-on workshop, 2019,（岐阜）,［特別講演］

109　原　和生：Convex EUS Hands-on workshop. 第3回岐阜
EUS,ERCPHands-on workshop, 2019,（ 岐 阜）,［ ワ ー ク
ショップ］

110　鳥山和浩, 大内　晶, 大西祥代, 平山　裕, 田中　努, 大
城泰平, 木下敬史, 小森康司, 田近正洋：当院における
T1直腸癌に対する臨床病理学的検討. 第90回大腸癌研究
会, 2019,（京都）,［ポスター］

111　鳥山和浩, 田近正洋, 田中　努, 平山　裕, 大西祥代, 原 
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和生, 丹羽康正：表在型食道癌に対する内視鏡治療前評
価におけるFDG-PETの有用性の検討. 第15回消化管学
会総会, 2019,（佐賀）,［一般演題］

112　鳥山和浩，大内　晶，大城泰平，木下敬史，大西祥代, 
平山　裕，石原　誠，田中　努，小森康司，田近正洋，
清水泰博，丹羽康正：T1 結腸癌における腫瘍の局在

（sidedness）の意義. 第15回消化管学会総会, 2019,（佐賀）,
［一般演題］

113　孝田博輝, 鳥山　和, 大西　祥, 平山　裕, 田中　努, 田
近正洋：化学療法後にサルベージ手術を行った食道腫瘍
の1例. 第128回東海食道疾患症例検討会, 2019,（名古屋）,

［口演］
114　孝田博輝, 奥野のぞみ, 栗田裕介, 小畑雅寛, 松本慎平, 

桑原崇通, 水野伸匡, 細田和貴, 原　和生：Nivolumabが
原因と考えられた急性胆管炎の1例. 第70回日本消化器
画像診断研究会,（東京）,［ポスター］

115　原　和生：Hands-on. AXIOS Hands-on　セミナー , 2019,
（大阪）,［講演］

116　原　和生：魚沼ライブ　EUS/ERCPセミナー . 魚沼ライ
ブセミナー , 2019,（新潟）,［ワークショップ］

117　原　和生：How to perform Convex EUS. 第1回　愛知　
EUS・ERCP ハンズオンセミナー , 2019,（名古屋）,［特
別講演］

118　原　和生：膵疾患に関する最近の話題. リパクレオン学
術講演会, 2019,（名古屋）,［特別講演］

内視鏡部　

001　M. A. Shah, Kojima T, Enzinger P, Hochhauser D, 
Raimbourg J, Hollebecque A, Lordick F, Kim S.B, 
Tajika M, Kim H.T, Lockhart A.C, Arkenau H.T, 
El-Hajbi F, Gupta M, Pfeiffer P, Liu Q, Lunceford 
J, Kang S.P, Bhagia P, Kato K ：Pembrolizumab for 
patients with previously treated metastatic adenocarci-
noma or squamous cell carcinoma of the esophagus: 
Phase 2 KEYNOTE-180. ASCO2018, 2018, （Chicago）, 

［ポスター］　
002　Minashi K, Nihei K, Mizusawa J, Takizawa K, 

Yano T, Ezoe Y, Tsuchida T, Ono H, Iizuka T, 
Hanaoka N, Oda I, Morita Y, Tajika M, Fujiwara J, 
Yamamoto Y, Katada C, Hori S, Doyama H, Fukuda 
H, Muto M：Final analysis of single-arm confirmatory 
study of diagnostic endoscopic resection（ER） plus se-
lective chemoradiotherapy （CRT） for stage I esopha-
geal squamous cell carcinoma （ESCC）: JCOG0508. 
ASCO2018, 2018, （Chicago）, ［ポスター］　

003　Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Hirayama Y, 
Oonishi S, Mizuno N, Kuwahara T, Okuno N, Iwaya 
H, Toriyama K, Matsumoto S, Ito A, Kuraoka N, 
Obata M, Yasuda M, Bhatia V, Hara K, Niwa Y.：
LONG-TERM OUTCOME OF METACHRONOUS AD-

ENOMAS AND CARCINOMAS IN THE ILEAL 
POUCH AND RECTUM AFTER SURGICAL TREAT-
MENT IN PATIENTS WITH FAMILIAL ADENOMA-
TOUS POLYPOSIS. DDW 2018, 2018, （Washington DC）, 

［ポスター］
004　Kato K, Masuishi T, Fushiki K, Nakano S, Kawaka-

mi T, Kawamoto Y, Narita Y, Tsushima T, Nakat-
sumi H, Kadowaki S, Todaka A, Yuki S, Tajika M, 
Machida N, Komatsu Y, Muro K, Yasui H：Impact 
of tumor growth rate during preceding treatment on tu-
mor response to nivolumab or irinotecan in advanced 
gastric cancer, ASCO-GI 2018, 2019, （SanFrancisco）, ［ポ
スター］

005　松本慎平, 原　和生, 水野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 
岩屋博道, 伊東文子, 倉岡直亮, 小畑雅寛, 栗田裕介, 田
中宏樹, 安田宗司, 田近正洋, 田中　努, 石原 誠, 平山　
裕, 大西祥代, 鳥山和浩：当院における1型自己免疫性膵
炎70例の検討. 第49回日本膵臓学会大会, 2018, （東京）, 

［シンポジウム］
006　桑原崇通, 原　和生, 丹羽康正：人工知能を用いたIPMN

術前良悪性スクリーニング. 第104回日本消化器病学会総
会, 2018, （東京）, ［パネルディスカッション］

007　田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 大西祥代, 水野伸匡, 肱
岡 範, 奥野のぞみ, 桑原崇通,　鳥山和浩, 岩屋博道, 伊
東文子, 倉岡直亮, 松本慎平, 小畑雅寛, 栗田祐介, 原　
和生, 田近正洋, 丹羽康正：内視鏡治療後に発見された
H.pylori除菌後胃癌の臨床病理学的検討. 第104会日本消
化器病学会総会, 2018, （東京）, ［一般演題］

008　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 水
野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 鳥山和浩, 岩屋博道, 伊
東文子, 倉岡直亮, 松本慎平, 小畑雅寛, 安田宗司, 栗田
裕介, 原　和生, 丹羽康正：食道癌術前化学療法におけ
るサルコぺニアの意義. 第104回日本消化器病学会総会, 
2018, （東京）, ［ポスター］

009　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 水
野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 鳥山和浩, 岩屋博道, 伊
東文子, 倉岡直亮, 松本慎平, 小畑雅寛, 安田宗司, 栗田
裕介, 原　和生, 丹羽康正：深達度診断における食道造
影の有用性の検討. 第95回日本消化器内視鏡学会総会, 
2018, （東京）, ［ポスター］ 

010　田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 大西祥代, 水野伸匡, 肱
岡 範, 奥野のぞみ, 桑原崇通, 鳥山和浩, 岩屋博道, 伊東
文子, 倉岡直亮, 松本慎平, 小畑雅寛, 栗田祐介, 原　和
生, 田近正洋, 丹羽康正 ：表在性食道胃接合部腺癌につ
いての臨床病理学的検討. 第95回日本消化器内視鏡学会
総会, 2018, （東京）, ［一般演題］

011　小畑雅寛, 桑原崇通, 水野伸匡, 奥野のぞみ, 松本慎平, 
田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 大西祥代, 鳥
山和浩, 栗田裕介, 丹羽康正, 原　和生：膵頭十二指腸切
除術後の良性胆管空腸吻合部狭窄に対する内視鏡的治療
法の検討. 第95回日本消化器内視鏡学会総会, 2018, （東
京）, ［一般演題］
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012　田近正洋 ： 第577回東海胃腸疾患研究会, 2018, （名古屋）, 
［司会］ 

013　鳥山和浩, 田近正洋, 丹羽康正：当院におけるGI-NENに
対するSRSの検出率に関する検討. 第128回日本消化器病
学会東海支部例会, 2018, （津）, ［シンポジウム］

014　石原　誠, 田近正洋, 田中　努, 鳥山和浩, 丹羽康正：拡
大内視鏡診断でSM1以浅の食道表在癌におけるFDG-
PETの有用性. 第72回日本食道学会学術集会, 2018, （宇
都宮）, ［ポスター］

015　桑原崇通, 原　和生, 水野伸匡, 奥野のぞみ, 松本慎平, 
小畑雅寛, 栗田祐介, 鳥山和浩, 大西祥代, 平山　裕, 石
原 　誠, 田中　努, 田近正洋, 丹羽康正：人工知能と嚢
胞液解析 を用いた膵嚢胞診断の診断能向上への試み. 第
49回日本膵臓学会大会, 2018, （和歌山）,［一般演題］ 

016　栗田裕介, 桑原崇通, 原　和生, 水野伸匡, 奥野のぞみ, 
田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 大西祥代, 田
中宏樹, 安田宗司, 小畑雅寛, 松本慎平, 倉岡直亮, 伊東
文子, 岩屋博道, 鳥山和浩, 丹羽康正：当院における膵神
経内分泌腫瘍に対するSRSの有用性に関する検討. 第49
回日本膵臓学会大会, 2018, （和歌山）, ［一般演題］

017　三谷誠一郎, 門脇重憲, 舛石俊樹, 谷口浩也, 宇良　敬, 
安藤正志, 田近正洋, 古平　毅, 安部哲也, 室　圭：切除
不能進行食道扁平上皮癌に対するmodified FOLFOX6療
法の検討. 第72回日本食道学会学術集会, 2018, （宇都宮） 

018　植村則久, 安部哲也, 檜垣栄治, 細井敬泰, 安　炳九, 室　
圭, 田近正洋, 古平　毅, 清水泰博：ステージIV食道癌
はコンバージョン手術ができるか? 当院におけるステー
ジIV食道癌に対するコンバージョン手術の現状と治療成
績. 第72回日本食道学会学術集会, 2018, （宇都宮）

019　Mitani S, Hashimoto N, Narita Y, Kato K, Masuishi 
T, Kadowaki S, Onishi S, Tajika M, Takahashi S, 
Shimomura K, Takahata C, Hotta E, Kobara M, 
Taniguchi H, Muro K ： Safety of a shortened infusion 
of ramucirumab in patients with gastrointestinal cancer: 
a prospective study. 第16回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2018, （神戸） 

020　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 原　
和生, 水野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 室　圭, 山本一
仁, 谷田部　恭, 丹羽康正：B型肝炎の再活性化における
検討. 第16回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018, （神戸）, 

［ポスター］
021　田近正洋：大腸がんのリスクと早期診断・治療. 平成30

年度愛知県がんセンター公開講座, 2018, （名古屋）, ［講
演］

022　鳥山和浩, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 大西祥代, 水
野伸匡, 桑原崇通, 奥野のぞみ, 原　和生, 丹羽康正：当
院におけるGI-NENに対するSRSの検出率に関する検討. 
第6回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会, 2018, （京都）, 

［ポスター］
023　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 水野伸匡, 桑

原崇通, 奥野のぞみ, 松本慎平, 鳥山和浩, 小畑雅寛, 栗
田裕介, 孝田博輝, 原　和生, 丹羽康正：胃底腺胃癌の一

例. 第15回拡大内視鏡研究会, 2018, （東京）, ［一般演題］
024　渡 二郎, 三谷誠一郎, 戸澤勝之, 富田寿彦, 大島忠之, 福

井広一, 門脇重憲, 夏目誠治, 千田嘉毅, 田近正洋, 原 和
生, 谷田部　恭, 清水泰博, 廣田誠一, 三輪洋人：原発性
非乳頭部十二指腸癌の臨床病理学的・分子病理学的検討. 
第56回日本癌治療学会学術集会, 2018, （横浜）

025　安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 細井敬奉, 門脇重憲, 谷
口浩也, 室　圭, 田中　努, 石原　誠, 田近正洋, 丹羽康
正, 伊藤誠二, 小森康司, 清水泰博：高度局所進行食道癌
に対する導入DCF療法後手術療法の成績. 第56回日本癌
治療学会学術集会, 2018, （横浜）, 

026　田中　努, 田近正洋, 丹羽康正：SSBEとLSBE由来の表
在性バレット腺癌の臨床病理学的検討. 第26回日本消化
器関連学会週間, 2018, （神戸）, ［シンポジウム］

027　大西祥代, 田近正洋, 田中　努, 石原　誠, 平山　裕, 水
野伸匡, 桑原嵩通, 奥野のぞみ, 松本慎平, 鳥山和浩, 小
畑雅寛, 栗田裕介, 原　和生, 丹羽康正： サルコぺニアか
ら考えるｃStageIV食道癌治療. 第26回日本消化器関連
学会週間, 2018, （神戸）, ［ポスター］

028　鳥山和浩, 田中　努, 田近正洋：内視鏡治療後のH. pylori
除菌後発見胃癌についての臨床病理学的検討. 第129回日
本消化器病学会東海支部例会, 2018, （名古屋）, ［シンポジ
ウム］

029　田近正洋：早期胃がんに対するESDの基本. 第2回岐阜
ESD倶楽部, 2018, （岐阜）, ［講演］

030　田近正洋：食道癌治療の新展開. 第29回日本消化器内視
鏡学会東海セミナー , 2019, （岐阜）, ［司会］

031　鳥山和浩, 大内 晶, 大西祥代, 平山　裕, 田中　努, 大城
泰平, 木下敬史, 小森康司, 田近正洋：当院におけるT1
直腸癌に対する臨床病理学的検討. 第90回大腸癌研究会, 
2019, （京都）, ［ポスター］

032　鳥山和浩，田近正洋，田中　努，平山　裕，大西祥代，
原 和生，丹羽康正：表在型食道癌に対する内視鏡治療前
評価におけるFDG-PETの有用性の検討. 第15回消化管
学会総会, 2019, （佐賀）, ［一般演題］

033　鳥山和浩，大内　晶，大城泰平，木下敬史，大西祥代, 
平山　裕，石原　誠，田中　努，小森康司, 田近正洋, 
清水泰博，丹羽康正：T1 結腸癌における腫瘍の局在

（sidedness）の意義. 第15回消化管学会総会, 2019, （佐賀）, 
［一般演題］

034　孝田博輝, 鳥山和浩, 大西祥代, 平山　裕, 田中　努, 田
近正洋：化学療法後にサルベージ手術を行った食道腫瘍
の1例. 第128回東海食道疾患症例検討会, 2019, （名古屋）, 

［一般演題］
035　田近正洋：大腸がんの撲滅を目指して. 熱田区医師会学

術講演会, 2019, （名古屋）, ［講演］
036　Kumanishi R, Mitani S, Kadowaki S, Kato K, Nari-

ta Y, Honda K, Masuishi T, Bando H,　Ando M, 
Tajika M, Muro K：The effect of antibiotics use on 
nivolumab treatment for advanced gastric cancer: A sin-
gle-center retrospective study. 第91回日本胃癌学会総会, 
2019, （沼津）
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037　田近正洋：大腸がんの撲滅を目指して. 瑞穂区医師会学
術講演会, 2019, （名古屋）,［講演］

呼吸器内科部

001　Oya Y, Yoshida T, Asada K, Oguri T, Inui N, Mori-
kawa S, Ito K, Kimura T, Kunii E, Matsui T, Kubo 
A, Kato T, Shindo J, Tsuda T, Hida T：Low detec-
tion rate of EGFR driver and T790M mutation in plasma 
by cobas EGFR Mutation Test v2 after acquired resist-
ance to afatinib. IASLC, 2018,（Canton）,［Oral］

002　Halmos B, Tan EH, Soo R, Cadranel J, Lee MK, 
Foucher P, Hsia TC, Hochmair M, Griesinger F, 
Hida T, Kim ES, Melosky B, Marten A, Carcereny 
E ： Impact of afanitib dosing on safety and effectiveness 
in patients with EGFR mutation-positive advanced 
NSCLC in a real-world. COSA, 2018, （Western Austral-
ia）,［Poster］

003　Salanova R, Dietel M, Savelov N, Micke P, 
Bigras G, Hida T, Piperdi B, Burkr T, Ford SK, 
Deitz AC：Real-World Prevalence of PD-L1 Expression 
in Locally Advanced or Metastatic Non-Small-Cell Lung 
Cancer. LALCA, 2018, （Cordoba）, ［Poster discussion］ 

004　Yamaguchi T, Shimizu J, Hasegawa T, Horio Y, 
Inaba Y, Hanai N, Muro K, Yatabe Y, Hida T：Risk 
factors of nivolumab-induced pneumonitis in patient 
with solid tumors. ESMO Asia, 2018, （Singapore）, ［Post-
er］

005　Yamaguchi T, Morikawa S, Oya Y, Asada K, Oguri 
T, Inui N, Ito K, Kimura T, Kunii E, Matsui T, 
Kubo A, Kato T, Shindo J, Tsuda T, Okuno M, 
Hida T, Imaizumi K： Efficacy of EGFR-TKIs in Pa-
tients Harboring EGFR Mutations with Non-Adenocarci-
noma Histology. IASLC ASIA, 2018, （Guangzhou）, 

［Poster］
006　Wu YL, Park K,  Bennouna J, Boyer M, Hida T, 

Hirsh V, Kato T, Lu S, Mok T, Nakagawga K, O’
Byrne K, Schuler M, Sibilot DM, Tan EH, Tanaka 
H, Yang JCH, Zhang L, Zhou C, Marten A, Tang W, 
Yamamoto N, Yang J：Sequencing of therapy follow-
ing first-line afatinib in patients with EGFR mutation-
positive （EGFRm+） non-small-cell lung cancer. CSCO, 
2018, （Xiamen）, ［Oral］

007　Nakano T, Okada M, Kijima T, Aoe K, Kato T, Fu-
jimoto N, Nakagawa K，Takeda Y, Hida T, Kanai K, 
Imamura F, Oizumi S, Takahashi T, Takenoyama 
M, Tanaka H, Ohe Y：Long-term efficacy and safety 
of nivolumab in second-or third-line Japanese malignant 
pleural mesothelioma patients （phase Ⅱ: MERIT study）. 
WCLC, 2018, （Toronto）,［Oral］

008　Halmos B, Tan EH, Soo P,  Cadranel J, Lee MK, 

Foucher P, Hsia TC, Hochmair M, Griesinger F, 
Hida T, Kim ES, Melosky B, Marten A, Carcereny 
E：Impact of afatinib dosing on safety and effectiveness 
in real-world patients with EGFR mutation positive ad-
vanced NSCLC （RealGiDo）. WCLC, 2018, （Toronto）,

［Poster］
009　Shaw AT, Lee SH, Ramalingham SS, Bauer TM, 

Boyer MJ, Costa EC, Felip E, Han JY, Hida T, 
Hughes BGM, Kim SW, Nishino M, Seto T, Ezeh 
PI, Chakrabarti D, Wang J, Chang A, Fumagalli L, 
Solomon BJ：Avelumab （anti-PD-L1） in combination 
with crizotinib or lorlatinib in patients with previously 
treated advanced NSCLC：phase 1b results from JAVE-
LIN Lung 101. ASCO, 2018, （Chicago）,［Oral］

010　Kim DW, Tan DSW, Aix SP, Sequist LV, Smit EF, 
Hida T, Yang JCH, Felip E, Seto T, Grohe C, Wolf 
J, Ko J, Diallo M, Pulter P, Giovannini M, Kim 
SW：Preliminary Phase Ⅱ Results of a Multicenter, 
Open-lebel Study of Nazartinib （FGF816） in Adult Pa-
tients With Treatment-naive, EGFR-mutant NSCLC. 
ASCO, 2018, （Chicago）,［Poster］

011　Niho S, Umemura S, Hosomi Y,　Okamoto H, Nihei 
K, Tanaka H, Hida T, Goto K, Akimoto T, Ohe Y：
Carboplatin, S-1 and concurrent thoracic radiotherapy 
for elderly patients with locally advanced non-small cell 
lung cancer：a phase Ⅱ study. ASCO, 2018, （Chicago）,

［Poster］
012　Wolf J, Seto T, Han JY, Reguart N, Garon EB, 

Groen HJM, Tan DSW,　Hida T, Jonge Md, Orlov 
SV, Smit EF, Souquet PJ, Vansteenkiste J, Giovan-
nini M, Mouhaer SL, Robeva A, Lynch MW, Heist 
RS：RESULTS OF THE GEOMATRY MONO-1 
PHASE Ⅱ STUDY FOR EVALUATIN OF THE MET 
INHIBITOR CAPMATINIB （INC280） IN PATIENTS 
WITH METAEX14 MUTATED ADVANCED NON-
SMALL CELL LUNG CANCER. ESMO, 2018, （Munich）, 

［Oral］
013　Tan DSW, Kim SW, Sequist LV, Aix SP, Smit EF, 

Hida T, Yang JCH, Felip E, Seto T, Grohe C, Wolf 
J, Joshi A, Marriere E, Belli R, Giovannini M, Kim 
DW：Phase Ⅱ Results for Single-Agent Nazartinib 
（FGF816） in Adult Patients （Pts） With Treatment-
Naïve EGFR-Mutant Non-Small Cell Cancer（NSCLC）. 
ESMO, 2018, （Munich）, ［Poster］ 

014　Viteri S, Chang GC, Chiari R, Cho BC, Ciadiello F, 
Curigliano G, Hida T, Lee DH, Lim WTD, Lin CC, 
Martinez A, Murakami H, Natsume I, Nishio M, 
Ares LP, Soo RA, Cattan V, Gandossi E, Heck H, 
Park K：Combination of the S49076 with gefitinib in 
NSCLC payoents progressing on EGFR-TKI and harbor-
ing MET/AXL dysregulation. ESMO, 2018, （Munich）, 

［Poster］ 

― 88 ― ― 89 ―



015　Ito K, Murotani K, Kubo A, Kunii E, Tanigudhi H, 
Shindo J, Asada K Imaizumi K, Tanaka K, Inui N, 
Okuno M, Hataji O, Hayai S, Abe T, Kimura T, 
Tsuda T, Yamaguchi T, Oya Y, Yoshida T, Hida 
T： Comparative analysis of overall survival using pro-
pensity score between first-and second-generation 
EGFR-TKI:Real World Data of 1354 patients with EGFR 
mutant NSCLC. ESMO, 2018, （Munich）, ［Poster］ 

016　Dietel M, Savelov N, Salanova R, Micke P, Bigras 
G, Hida T, Piperdi B, Burke T, Ford SK, Deitz 
AC：Peal-World Prevalence of PD-L1 Expression in Lo-
cally Advanced or Metastatic Non-Small-Cell Lung Can-
cer. ELCC, 2018, （Geneva）,［Oral］

017　Aoe K, Okada M, Kijima T, Kato T, Fujimoto N, 
Nakagawa K, Takeda Y, Hida T, Kanai K, Imamu-
ra F, Oizumi S，Takahashi T, Takenoyama M, 
Tanaka H, Ohe Y：A Phase Ⅱ Study of Nivolumab:A 
Multicenter, Open-label, Single-arm Study in Malignant 
Pleural Mesothelioma（MPM） ; MERIT - Subset analy-
sis by PD-L1 expreeion -. JSMO, 2018, （神戸）,［口演］

018　Takahashi T， Nishino M, Hida T, Nakagawa K, 
Sakai H, Nogami N, Atagi S, Horinoushi H, Saka H, 
Takenoyama M, Katakami N, Tanaka H, Sumiyoshi 
N, Tamura T：Three-year follow-up results in phase 
Ⅱ studies （ONO-4538-05 and ONO-4538-06 studies） of 
nivolumab in japaneze patients with advanced/recurrent 
non-small cell lung cancer. JSMO, 2018, （神戸）,［口演］

019　Hida T, Tan EH, Soo R, Cadranel J, Lee MK, 
Foucher P, Hsia TC, Hochmair M, Griesinger F, 
Kim E, Melosky B, Marten A, Carcereny E, Halmos 
B：Impact of afatinib dosing on safety and efficacy in 
real-world patients with EGFRm+ NSCLC （RealGiDo）. 
日本肺癌学会学術集会, 2018,（東京）,［口演］

020　Hida T, Dietel M, Savelov N, Salanova R, Micke P, 
Akita H, Piperdi B, Burke T, Ford SK, Deitz AC：
Real-World Prevalence of PD-L1 Expression in Ad-
vanced NSCLC：The Global EXPRESS Study. 日本肺癌
学会学術集会, 2018, （東京）,［口演］

021　加藤晃史，岡田守人，木島貴志，青江啓介，藤本伸一，
中川和彦，竹田雄一郎，樋田豊明，金井一修，今村文生，
大泉聡史，高橋利明，竹之山光広，田中洋史，大江裕一郎：
2nd/3ndラインの悪性胸膜中皮腫（MPM）に対するニボ
ルマブの第Ⅱ相試験（MERIT試験）.日本肺癌学会学術集
会, 2018,（東京）,［口演］

022　神田慎太郎，仁保誠治，細見幸生，岡本浩明，田中洋史，
樋田豊明，後藤功一，秋本哲夫，大江裕一郎：高齢者局
所進行非小細胞肺癌に対するカルボプラチン＋Ｓ－１と
胸部放射線同時併用療法の第Ⅱ相試験. 日本肺癌学会学
術集会, 2018,（東京）,［口演］

023　古田裕美，香川友祐，大矢由子, 山口哲平, 上村剛大, 渡
辺尚宏, 清水淳市, 堀尾芳嗣, 坂尾幸則, 谷田部　恭, 樋
田豊明：脳転移に対する抗PD-1抗体の治療効果と安全性

について. 日本肺癌学会学術集会, 2018,（東京）,［口演］
024　堀尾芳嗣，谷田部　恭，坂尾幸則，香川友祐，大矢由子，

古田裕美，上村剛大，山口哲平，渡辺尚宏，清水淳市，
小山　真，松井琢哉，杉田祐介，有村隆明，水野鉄也，
坂倉範昭，黒田浩章，樋田豊明：BRAF変異陽性肺癌患
者の臨床的特徴. 日本肺癌学会学術集会， 2018,（東京）,［口
演］

025　上村剛大，香川友祐，大矢由子，古田裕美，山口哲平，
渡辺尚宏，清水淳市，堀尾芳嗣，仲西慶太，小山　真，
松井琢哉，杉田裕介，有村隆明，水野鉄也，黒田浩章，
坂倉範昭，坂尾幸則，谷田部　恭，樋田豊明：MET 
exon14 skipping mu ation 陽性肺癌患者の臨床的特徴の
検討. 日本肺癌学会学術集会，2018,（東京）,［ポスター］

026　瀬戸克年，羽根田正隆, 真砂勝泰, 藤田史郎, 堀尾芳嗣, 
坂尾幸則, 樋田豊明, 谷田部　恭：BRAF V600E免疫染
色の有用性の検討. 日本肺癌学会学術集会，2018,（東京）,

［ポスター］
027　古田裕美，香川友祐,大矢由子，山口哲平，渡辺尚宏，上

村剛大，清水淳市，堀尾芳嗣，谷田部　恭，樋田豊明 ：
Osimertinib治療前の増悪形式と治療の相関. 日本臨床腫
瘍学会湯津集会，2018,（神戸）,［口演］

028　香川友祐，古田裕美，大矢由子，山口哲平，渡辺尚宏，
上村剛大，清水淳市，堀尾芳嗣，谷田部　恭，樋田豊明 
：当院においてペムブロリズマブを投与した非小細胞肺
癌の検討. 日本臨床腫瘍学会湯津集会，2018,（神戸）,［ポ
スター］

029　堀尾芳嗣，谷田部　恭，香川友祐，大矢由子，古田裕美，
上村剛大，山口哲平，渡辺尚宏，清水淳市，樋田豊明 ：
全脳照射，化学療法，ALK阻害剤と左下葉区域切除後2.5
年（初診より8.5年）の無担癌生存中のALK陽性肺腺癌の
1症例. 日本臨床腫瘍学会, 2018,（神戸）,［ポスター］

030　山口哲平，森瀬昌宏, 後藤康洋, 進藤　丈, 木村智樹, 小
暮啓人, 杉野安輝, 池田拓也, 今泉和良：非小細胞肺癌に
対するRAM＋DTX療法のペグフィルグラスチム併用時
の FN 発現割合に関する多施設共同前向き観察研究

（CJLSG1602） 日本臨床腫瘍学会, 2019,（京都）,［ポスター］
031　古田裕美，他：気管支肺カルチノイドに対するエベロリ

ムスの使用経験. 日本肺癌学会中部支部学術集会， 2018,
（静岡）,［口演］

032　古川勝也, 小島勇貴, 入山智沙子, 加藤春美, 田地浩史, 
堀尾芳嗣, 山本一仁：ALK陽性肺がんに対してアレクチ
ニブ投与中に2次性急性骨髄性白血病（AML）を発症し
た1例. 日本血液学会東海地方会，2018,（名古屋）,［口演］

033　山口哲平，清水淳市，上村剛大，渡辺尚宏，堀尾芳嗣，
長谷川貴章，稲葉吉隆，谷田部　恭，樋田豊明：肺の気
腫化は非小細胞肺癌における抗PD-1抗体の効果予測因子
である. 日本肺癌学会学術集会，2018,（東京）,［口演］

034　香川友祐，大矢由子，古田裕美，山口哲平，渡辺尚宏，
上村剛大，清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明，坂尾幸則，
谷田部　恭：長期間の抗PD-1抗体治療が可能であった症
例の病勢進行の検討. 日本肺癌学会学術集会，2018,（東京）,

［ポスター］
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035　山口哲平，香川友祐，大矢由子，古田裕美，渡辺尚宏，
上村剛大，清水淳市，堀尾芳嗣，長谷川貴章, 稲葉吉隆，
坂尾幸則，谷田部　恭，樋田豊明：抗PD-1抗体による薬
剤性肺炎発症と肺野CTの線維化・気腫化所見の関連性
に関する検討. 日本臨床腫瘍学会, 2018,（神戸）,［口演］

036　山口哲平，伊藤健太郎，大矢由子，樋田豊明：実臨床に
おいてオシメルチニブを投与された143例の検討. 日本呼
吸器学会学術講演会，2019,（東京）,［口演］

037　山口哲平，大矢由子，古田裕美，渡辺尚宏，上村剛大，
清水淳市，堀尾芳嗣，樋田豊明：肺扁平上皮癌術後再発
に対し化学療法中に肺結核を合併した1例. 日本呼吸器学
会東海地方学会, 2019,（名古屋）,［口演］

血液・細胞療法部

001　Kato H, Tange N, Kinoshita T, Taji H, Yatabe Y, 
Nakamura S, and Yamamoto K：Evaluation of tumor 
burden for predicting survival in patients with follicular 
lymphoma treated with first-line immune chemotherapy: 
comparison of different definition of GELF criteria：An-
nual Hematological Malignancies Summit in Tokyo：
2018（Tokyo）,［ポスター］

002　Yamamoto K, Chou T, Doi T, Terui Y, Kato H, Hi-
rose T, Seo S, Ogaki Y, Fujimoto H, Ohtsu T, 
Hatake K：A phase I, multicenter, open-label dose-esca-
lation study of CC-122, a novel cereblon-modulating 
agent, in adult Japanese patients with advanced non-
Hodgkin lymphoma or solid tumor.：23rd Congress of 
European Hematology Association （EHA）, 2018, （Stock-
holm, Sweden）, ［poster］

003　Takahashi N, Kizaki K, Miura M, Kawaguchi T, 
Suzuki R, Yamamoto K, Ohnishi K, Matsumura I, 
Naoe T, Akashi K：Efficacy and Safety of Tyrosine 
Kinase Inhibitors for Treatment of Newly Diagnosed 
Chronic Myeloid Leukemia: Results Using Data Ob-
tained with the New Target System from the Japanese 
Registry. 60th Annual Meeting of the American Society 
of Hematology, 2018,（San Diego, USA）,［poster］

004　Takeshita A, Asou N, Atsuta Y, Furumaki H, Saku-
ra T, Ueda Y, Sawa M, Dobashi N, Suzuki R, Tan-
iguchi Y, Nakagawa M, Tamaki S, Hagihara M, Fu-
jimaki K, Yokoyama Y, Fujita H, Yanada M, Maeda 
Y, Usui N, Kobayashi Y, Kiyoi H, Ohtake S, Mat-
sumura I, Naoe T, Miyazaki Y：CD56 is an unfavora-
ble prognostic factor for acute promyelocytic leukemia: 
results by multivariate analysis in the JALSG-APL204 
study. The 60th Annual Meeting of American Society of 
Hematology, December 2018,（San Diego）,［ポスター］

005　Ohmachi K, Kinoshita T, Tobinai K, Ogawa G, Mi-
zutani T, Yamauchi N, Fukuhara N, Uchida T, 
Yamamoto K, Miyazaki K, Tsukamoto N, Iida S, 

Utsumi T, Yoshida I, Imaizumi Y, Tokunaga T, 
Yoshida S, Masaki Y, Murayama T, Yakushijin Y, 
Suehiro Y, Nosaka K, Dobashi N, Kuroda J, Taka-
matsu Y, Maruyama D, Ando K, Ishizawa K, Ogura 
M, Yoshino T, Hotta T, Tsukasaki K, Nagai H：
Randomized Phase II/III Study of Standard R-CHOP 
Versus CHOP Combined with Dose-Dense Weekly 
Rituximab （RW-CHOP） for Previously Untreated DLB-
CL: JCOG0601. 60th Annual Meeting of the American 
Society of Hematology, 2018,（San Diego, USA）,［poster］

006　Yamamoto K: IS-9 New therapeutic strategies for 
lymphoid malignancies：New therapeutic strategies 
for mantle cell lymphoma. 第16回日本臨床腫瘍学会学術
集会, 2018,（神戸）,［シンポジウム, 英語, 口演］

007　古川勝也, 小島勇貴, 入山智沙子, 加藤春美, 田地浩史, 
堀尾芳嗣, 山本一仁：ALK陽性非小細胞肺癌にてalec-
tinib投薬中に発症した治療関連急性骨髄性白血病の一例. 
第7回日本血液学会東海地方会 2018,（名古屋）,［口演］

008　古川勝也, 加藤春美, 入山智沙子, 田地浩史, 清水淳市, 
山本一仁：肺がん治療経過中に多発性骨髄腫と診断され
た症例についての治療経験, 第58回日本リンパ網内系学
会総会 2018,（名古屋）,［口演］

009　古川勝也, 加藤春美, 入山智沙子, 田地浩史, 清水淳市, 
山本一仁：肺がん治療経過中に多発性骨髄腫と診断され
た症例についての治療経験. 第58回日本リンパ網内系学
会総会 2018,（名古屋）,［ポスター］ 

010　鏡味良豊, 内山　進, 加藤春美, 山本一仁, 瀬戸加大：陽
性荷電ポリマー存在下で樹立できた IL-2/IL-4 依存性
ATL細胞株の性状. 第58回日本リンパ網内系学会総会 
2018,（名古屋）,［ポスター］ 

011　加藤春美, 齋藤統子, 柳田正光, 加藤省一, 田地浩史, 谷
田部　恭, 山本一仁：Implication of follow-up planning 
and characteristics of DLBCL achieving CR after first-
line therapy 初回治療でCR到達したDLBCL症例の臨床
的特徴と経過観察の方向性, 第80回日本血液学会学術集
会 2018,（大阪国際会議場）,［口演］

012　入山智沙子, 小島勇貴, 古川勝也, 加藤春美, 田地浩史, 
加藤省一, 谷田部　恭, 山本一仁：当院における初発低
悪性度リンパ腫症例14例に対するBR療法の経験, Bend-
amustine and rituximab as first-line treatment for 14 in-
dolent lymphoma patients, 第80回日本血液学会学術集会 
2018,（大阪国際会議場）,［ポスター］

013　柳田正光, 増子正義, 森　甚一, 青木　淳, 水野昌平, 福
田隆浩, 垣花和彦, 小澤幸泰, 太田秀一, 金森平和, 森　
毅彦, 中前博久, 衛藤徹也, 白鳥聡一, 前田哲生, 岩戸康
治, 一戸辰夫, 神田善伸, 田中淳司, 熱田由子, 矢野真吾：
急性骨髄性白血病に対する同種造血幹細胞移植成績の過
去20年間の変遷. 第80回日本血液学会学術集会 2018,（大
阪）,［口演］

014　山崎　聡, 青木　淳, 森　甚一, 原田介斗, 澤　正史, 内
田直之, 大橋一輝, 福田隆浩, 康　史朗, 金森平和, 小川
啓恭, 奥村廣和, 一戸辰夫, 神田善伸, 田中淳司, 熱田由
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子, 柳田正光, 矢野真吾：最未分化型急性骨髄性白血病
に対する同種造血幹細胞移植に関する検討. 第80回日本
血液学会学術集会 2018,（大阪）,［口演］

015　小椋美知則, 大間知謙, 鈴木律朗, 熱田由子, 伊藤達也, 
大屋敷一馬, 矢野真吾, 日高道弘,安藤　潔, 福原規子, 
森下剛久, 鈴木孝世, 塚崎邦弘, 小林直樹, 塚本憲史, 小
澤幸泰, 山本一仁, 堀田知光, 木下朝博：初発進行期，末
梢性T細胞リンパ腫に対するTHP-COP療法の第II相試
験（THP-3 試 験 ）（A phase II study of THP-COP in 
newly diagnosed advanced peripheral T-cell lymphoma: 
THP-3 study）. 第80回日本血液学会学術集会 2018,（大阪）,

［口演］ 
016　丸山　大, 鏡味良豊,柴田大朗, 飛内賢正, 山本一仁, 今泉

芳孝, 内田俊樹, 島田和之, 皆内康一郎, 福原規子, 小林
泰文, 山内寛彦, 辻村秀樹, 半下石明, 富永　亮, 末廣陽子, 
吉田真一郎, 井上佳子, 鈴木左知子, 得平道英, 楠本　茂, 
黒田純也, 薬師神芳洋, 高松　泰, 久保田　寧, 野坂生郷, 
森島聡子, 中村栄男, 堀田知光, 森島泰雄, 塚崎邦弘, 永
井宏和：大量化療前導入治療R-CHOP-14とR-CHOP-14/
CHASER の 比 較 試 験　JCOG0908（R-CHOP-14 vs. R-
CHOP-14/CHASER induction prior to HDT in poor-risk 
untreated DLBCL: JCOG0908）. 第80回日本血液学会学術
集会 2018,（大阪）,［口演］ 

017　水牧裕希, 石山　謙, 柳田正光，青木　淳，森　甚一，水
野昌平，大橋一輝，福田隆浩，内田直之, 鬼塚真仁，熱
田由子，矢野真吾：der（1;7）（q10;p10）を有する急性骨
髄性白血病に対する同種造血幹細胞移植の成績. 第41回
日本造血細胞移植学会総会 2019,（大阪）,［口演］

018　保仙直毅（発表者）, 山本一仁（ディスカッサント）：
CAR T細胞療法（CAR T cell therapy）. 第77回日本癌
学会総会　2018,（大阪）,［口演］

019　山本一仁：B細胞リンパ腫に対する抗体療法（維持療法，
リツキシマブ療法の新知見を含む）. 日本リンパ網内系学
会リンパ腫エキスパート養成セミナー 2018 2018,（東京）,

［口演］

薬物療法部

001　Shah MA, Shitara K, Lordick F, Bang Y-J, Tebbutt 
NC, Metges J-P, Muro K, Shen L, Tjulandin S, Hays 
JL, Xu R-h, Fontaine M, Brooks E, Xu B, Li W, Li 
C, Borodyansky L, Cutsem EV：The BRIGHTER tri-
al: A phase 3 randomized double-blind study of napabu-
casin （NAPA） plus paclitaxel （PTX） versus placebo 

（PBO） plus PTX in patients （pts） with pretreated ad-
vanced gastric and gastroesophageal junction （GEJ） ad-
enocarcinoma. ASCO, 2018,（Chicago）,［poster］

002　Makiyama A, Sagara K, Kawada J, Kashiwada T, 
Hosokawa A, Horie Y, Satake H, Yamamoto Y, 
Tanioka H, Shinozaki K, Nishikawa K, Uchino K, 
Sukawa Y, Yamanaka T, Yamazaki K, Hironaka S, 

Boku N, Hyodo I, Esaki T, Muro K：A randomized 
phase II study of weekly paclitaxel ± trastuzumab in 
patients with HER2-positive advanced gastric or gastro-
esophageal junction cancer refractory to trastuzumab 
combined with uoropyr imid ine and p lat inum: 
WJOG7112G （T-ACT）. ASCO, 2018,（Chicago）,［poster］

003　Sukawa Y, Makiyama A, Esaki T, Hirano G, Komo-
da M, Kashiwada T, Kawada J, Hosokawa A, Tsu-
da T, Tsuji A, Moriwaki T, Tanioka H, Yonesaka 
K, Nishio K, Nosho K, Yamazaki K, Hironaka S, 
Boku N, Hyodo I, Muro K：Biomarker study for tras-
tuzumab continuation beyond progression in a rand-
omized phase II trial of weekly paclitaxel±trastuzumab 
in patients with HER2-positive advanced gastric or gas-
tro-esophageal junction cancer refractory to trastuzum-
ab combined with fluoropyrimidine and platinum 

（WJOG7112G）. ASCO, 2018,（Chicago）,［poster］
004　Muro K, Yoshikawa T, Shitara K, Oh D-Y, Kang 

Y-K, Chung HC, Kudo T, Chin K, Kadowaki S, 
Hamamoto Y, Hironaka S, Yoshida K, Yen C-J, 
Omuro Y, Bai L-Y, Maeda K, Ozeki A, Yoshikawa 
R, Kitagawa Y：Randomized, double-blind, phase 2 
study of S-1 plus oxaliplatin （SOX） with or without ra-
mucirumab （RAM） as second-line therapy in patients 
with advanced gastric or gastroesophageal junction ade-
nocarcinoma（AGC）. ASCO, 2018,（Chicago）,［poster］

005　Fuchs CS, Ozguroglu M, Bang Y-J, Bartolomeo MD, 
Mandala M, Ryu M-H, Fornaro L, Olesi ski T, Ca-
glevic C, Chung HC, Muro K, Goekkurt E, Mansoor 
W, McDermott RS, Shmueli ES, Chen X, Kang SP, 
Mayo CA, Ohtsu A, Shitara K：Pembrolizumab （pem-
bro） vs paclitaxel （PTX） for previously treated ad-
vanced gastric or gastroesophageal junction （G/GEJ） 
cancer: Phase 3 KEYNOTE-061 trial. ASCO, 2018,（Chi-
cago）,［poster］

006　Rha SY, Muro K, Rider A, Maglinte G, Contente M, 
Clarke B, Calvo E：Real-world first-line advanced gas-
tric cancer in western and Asian countries: Treatment 
patterns and impact on quality of life （QOL）. ASCO, 
2018,（Chicago）,［publication only］

007　Miura Y, Ando M, Yamazaki K, Hironaka S, Muro 
K, Boku N, Hyodo I：Discrepancy between physician-
assessed and patient-reported oxaliplatin-induced periph-
eral neuropathy in patients with metastatic colorectal 
cancer who received mFOLFOX6 plus bevacizumab: A 
post-hoc analysis （WJOG4407GSS2）. ASCO, 2018,（Chica-
go）,［publication only］

008　Sakai D, Boku N, Kodera Y, Komatsu Y, Fujii M, 
Iwasa S, Oki E, Koizumi W, Gamoh M, Muro K, 
Shimokawa T, Satoh T：An intergroup phase III trial 
of ramucirumab plus irinotecan in third or more line be-
yond progression after ramucirumab for advanced gas-
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tric cancer （RINDBeRG trial）. ASCO, 2018,（Chicago）,
［postar］

009　Kashiwada T, Saeki H, Uenosono Y, Makiyama A, 
Iwatsuki M, Narita Y, Satake H, Matsuda Y, Son-
oda H, Oki E, Maehara Y：Multicenter observational 
study on re-evaluation of HER2 status in patients with 
HER2-positive advanced or recurrent gastric cancer re-
fractory to trastuzumab. ASCO, 2018,（Chicago）,［postar］

010　Nakamura Y, Okamoto W, Shitara K, Kojima T, 
Morizane C, Naito Y, Yuki S, Kagawa Y, Narita Y, 
Nakashima Y, Takahashi H, Ueno M, Kato K, Ko-
matsu Y, Ohtsu A, Akagi K, Yoshino T：Large-scale 
analyses of tumor mutation burdens （TMBs） across 
various advanced gastrointestinal （GI） malignancies in 
the nationwide cancer genome screening project, 
SCRUM-Japan GI-SCREEN. ASCO, 2018,（Chicago）,

［postar］
011　Le DT, Kavan P, Kim TW, Burge ME, Cutsem EV, 

Hara H, Boland PM, Laethem J-LV, Geva R, Tan-
iguchi H, Crocenzi TS, Sharma M, Atreya CE, Diaz 
LA, Liang LW, Marinello P, Dai T, O'Neil BH：
KEYNOTE-164: Pembrolizumab for patients with ad-
vanced microsatellite instability high （MSI-H） colorectal 
cancer. ASCO, 2018,（Chicago）,［postar］

012　Honda K, Gyawal B, Ando M, Kato K, Kojima Y, 
Mitani S, Masuishi T, Narita Y, Taniguchi H, Kad-
owaki S, Ura T, Muro K：A prospective survey of 
comprehensive score for financial toxicity （COST） in 
Japanese cancer patients. ASCO, 2018,（Chicago）,［pos-
tar］

013　Yamada Y, Boku N, Mizusawa J, Iwasa S, Kadow-
aki S, Nakayama N, Azuma M, Sakamoto T, Shitara 
K, Okuno T, Chin K, Nozaki A, Nakamura M, Hara 
H, Katayama H, Fukuda H, Yoshikawa T, Sano T, 
Sasako M, Terashima M：Phase III study comparing 
triplet chemotherapy with S-1 and cisplatin plus do-
cetaxel versus doublet chemotherapy with S-1 and cispl-
atin for advanced gastric cancer（JCOG1013）. ASCO, 
2018,（Chicago）,［postar］

014　Yuki S, Shitara K, Kadowaki S, Minashi K, Takeno 
A, Hara H, Kajiwara T, Sunakawa Y, Iwasa S, 
Yamamoto Y, Nagashima F, Nakanishi R, Esaki T, 
Yoshikawa T, Nomura S, Kuwata T, Fujii S, 
Okamoto W, Ohtsu A, Yoshino T：The nationwide 
cancer genome screening project in Japan SCRUM-Ja-
pan GI-SCREEN:Efficient identification of cancer genome 
alterations in advanced gastric cancer （GC）. ASCO, 
2018,（Chicago）,［postar］

015　Nishina T, Hironaka S, Kadowaki S, Yamanaka T, 
Nakajima TE：An investigator initiated multicenter 
phase I/II study of paclitaxel, ramucirumab with 
nivolumab as the second-line treatment in patients with 

metastatic gastric cancer. ASCO, 2018,（Chicago）, ［pos-
tar］

016　Shitara K, Özgüro lu M, Bang Y, Bartolomeo MD, 
Mandalà M, Ryu M, Fornaro L, Olesi ski T, Ca-
glevic C, Chung H, Muro K, Gökkurt E, Mansoor 
W, McDermott R, Shmueli ES, Chen X, Kang S, 
Mayo C, Ohtsu A, Fuchs C：KEYNOTE-061: phase 3 
study of pembrolizumab vs paclitaxel for previously 
treated advanced gastric or gastroesophageal junction 
（G/GEJ） cancer. ESMO-GI, 2018,（Barcelona）,［late-
breaking］

017　Le D, Kavan P, Kim T, Burge M, Cutsem EV, Hara 
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079　舛石俊樹（ファシリテーター）：第3部グループワーク
「ケースカンファレンス」. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2018,（神戸）,［メディカルセミナー］

080　本多和典, ギャワリビシャール, 安藤正志, 加藤恭子, 小島
勇貴, 三谷誠一郎, 舛石俊樹, 成田有季哉, 門脇重憲, 宇良　
敬 , 室　 圭：A prospective survey of COmprehensive 
Score for financial Toxicity （COST） in Japanese cancer 
patients. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［口演］

081　三谷誠一郎, 橋本直弥, 成田有季哉, 加藤恭子, 舛石俊樹, 
門脇重憲, 大西祥代, 田近正洋, 高橋新次, 下村一景, 高
畑知帆子, 堀田枝里, 小原真紀子, 谷口浩也, 室　圭：消
化管がん患者を対象としたラムシルマブ短時間投与の安
全性試験. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［ポ
スターセッション］

082　小島勇貴, 安藤正志, 加藤恭子, 三谷誠一郎, 舛石俊樹, 
成田有季哉, 谷口浩也, 門脇重憲, 宇良　敬, 室　圭：
vulnerable な進行軟部肉腫患者に対する pazopanib と
eribulin治療について. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,

（神戸）,［ポスターセッション］

083　Shitara K, Muro K, Satoh T, Tamura T, Chin K, 
Machida N, Hara H, Hironaka S, Sugimoto N, Mayo 
C, Han SR, Shiratori S, Ohtsu A：KEYNOTE-061: 
Pembrolizumab vs paclitaxel for previously treated ad-
vanced gastric or gastroesophageal junction cancer. 日
本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［メディカルセ
ミナー］

084　Yoshino T, Obermannova R, Bodoky G, Prausova J, 
Carbonero RG, Ciuleanu T, Alfonso PG, Portnoy 
D, Cohn AL, Cutsem EV, Yamazaki K, Clingan PR, 
Muro K, Kim TW, Wijayawardana SR, Hozak RR, 
Nasroulah F, Tabernero J：切除不能大腸癌を対象と
した第III 相試験（RAISE）におけるRAS/RAF 変異と
臨床的効果との関連性. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,

（神戸）,［メディカルセミナー］
085　加藤健志, 賀川義規, 大田貢由, 牧山明資, 傳田忠道, 松

田　宙, 山田康秀, 岩佐　悟, キムタエウォン, スールイ
フゥア, パクユンスン, 森田智視, 坂本純一, 室　圭：進
行・再発大腸癌2次治療におけるmXELIRI+Bmab vs. 
FOLFIRI+Bmabの国際共同第III相臨床試験（AXEPT）
－日本人対象集団解析－. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2018,（神戸）,［口演］

086　古瀬純司, 濱内　諭, 髙野利実, 宗本義則, 古家　乾, 馬
場秀夫, 竹内　学, 丁田泰宏, 東口髙志, 内藤立暁, 室　
圭, 髙山浩一, 田村和夫：消化器がんに伴うがん悪液質
患者におけるONO-7643の有効性及び安全性を確認する
ための多施設非盲検非対照試験. 日本臨床腫瘍学会学術
集会, 2018,（神戸）,［セミプレナリーセッション］

087　栗原幸司, 小島勇貴, 中井真由美, 室　圭, 坂　英雄, 前
田章光, 水野靖也：がん拠点病院における看護師・医師
による抗がん薬のミキシングについての実態調査. 日本
臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［ポスターセッショ
ン］

088　中井真由美, 小島勇貴, 栗原幸司, 乾　和江, 木下智恵美, 
笹本奈美, 靏田かおり, 室　圭, 坂　英雄：がん診療連携
拠点病院における看護師の抗がん薬曝露対策の現状につ
いて. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）, ［ポスター
セッション］

089　花村菜月, 服部正也, 立松三千子, 澤木正孝, 吉村章代, 
権藤なおみ, 小谷はるる, 安立弥生, 大西　桜, 岩瀬まど
か, 安藤正志, 水野靖也, 岩田広治：「イブランス連絡帳」
を用いたパルボシクリブの副作用発現状況調査. 日本臨
床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［ポスターセッション］

090　立松三千子, 服部正也, 小谷はるる, 萩原純孝, 水野靖也, 
肱岡　範, 清水淳市, 安藤正志, 澤木正孝, 吉村章代, 権
藤なおみ, 安立弥生, 岩田広治：院内製剤で調製したス
テロイド含有含嗽薬使用患者におけるエベロリムスによ
る口内炎の発症時期の検討. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2018,（神戸）,［ポスターセッション］

091　草場仁志, 安藤正志, 江﨑泰斗, 加藤俊介, 倉田宝保, 佐々
木政興, 島田貴信, 高橋俊二, 津田　均, 長谷川依子, 山
田遥子, 安井久晃, 向井博文：原発不明がん診療ガイド
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ライン改訂版の解説. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,
（神戸）,［シンポジウム］

092　野口瑛美, 米盛　勧, 下井辰徳, 公平　誠, 須藤一起, 下
村昭彦, 清水千佳子, 濱田哲暢, 山中康弘, 有岡　仁, 安
藤正志, 藤原康弘, 田村研治：原発不明癌に対するS-1＋
カルボプラチン療法の多施設共同第Ⅱ相試験. 日本臨床
腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［ポスターセッション］

093　江崎泰斗, 佃　博, 町田　望, 石田博保, 門脇重憲, 三梨
桂子, 徳永伸也, 尾崎由記範, 近藤千紘, 牧山明資, 須河
恭敬, 山中竹春, 山崎健太郎, 廣中秀一, 室　圭：Trastu-
zumab 不応のHER2 陽性胃癌に対するtrastuzumab の
継続投与の意義を検討するランダム化Ⅱ相試験. 日本臨
床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［口演］

094　山﨑健太郎, 結城敏志, 谷口浩也, 砂川　優, 川添彬人, 
浜本康夫, 足立雄太, 仁科智裕, 加藤健志, 奥山浩之, 濱
口哲弥, 阿部由紀子, 野村尚吾, 大津　敦, 吉野孝之：進
行再発大腸癌におけるAngiogenesis Panel を検討する多
施設共同研究：GI-SCREEN CRC-Ukit. 日本臨床腫瘍学
会学術集会, 2018,（神戸）,［ポスターセッション］

095　土橋賢司, 伊東　守, 森脇俊和, 福岡聖大, 谷口浩也, 高
島淳生, 粂川陽祐, 梶原猛史, 山崎健太郎, 相川智美, 牧
山明資, 傳田忠道, 岸本淳司, 島田安博, 馬場英司：Lat-
er-line化学療法対象の転移性大腸癌におけるmodified 
Glasgow Prognostic Score による予後評価. 日本臨床腫
瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［口演］

096　廣中秀一, 設楽紘平, 小松嘉人, 成田有季哉, 竹野　淳, 
原浩樹, 梶原猛史, 砂川　優, 岩佐悟, 山本祥之, 長島文
夫, 中西良太, 髙吉琴絵, 岡本　渉, 吉野孝之：The Na-
tionwide Cancer Genome Screening Project in Japan, 
SCRUM-Japan GI-SCREEN:Advanced Gastric Cancer 
Cohort. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［口演］

097　土井俊彦, 坂東英明, 内藤陽一, 葉　清隆, 平井文彦, 牧
山明資, 瀬戸貴司, 石原佳重, 柿爪智行, 夏目和人, マイ
ヤースアンドレア, 江崎泰斗：Phase 1 dose-escalation 
study of capmatinib（INC280） in Japanese patients （pts） 
with advanced solid tumors. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2018,（神戸）,［ポスターセッション］

098　加藤　健, 小島隆嗣, 田近正洋, 岩佐　悟, 久保木恭利, 
本間義崇, 坂東英明, 八束尚良, 岩上景一, 韓士栄, 高見
朋子, カンピーター , マニシュシャー：切除不能進行・
再発食道がん患者を対象としたペムブロリズマブの安全
性及び有効性評価～ KEYNOTE-180試験日本人サブグ
ループ解析. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［ポ
スターセッション］

099　岡本　渉, 結城敏志, 賀川義規, 舛石俊樹, 髙島淳生, 原　
浩樹, 傳田忠道, 水上拓郎, 安藤幸滋, 森脇俊和, 塩澤　
学, 工藤敏啓, 薦田正人, 川上尚人, 設樂紘平, 吉野孝之：
The Nationwide Cancer Genome Screening Project in 
Japan, SCRUM-Japan GI-SCREEN:Advanced Colorectal 
Cancer Cohort. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,

［口演］
100　鈴木　健, 舛石俊樹, 佐竹悠良, 粂川陽祐, 船越信介, 小

高雅人, 堀江良樹, 河合貞幸, 奥田博介, 寺澤哲志, 吉村
健一 , 石川秀樹 , 須河恭敬 , 浜本康夫 , 高石官均：A 
phase II dose modification study of regorafenib with 
planned escalation for patients with colorectal cancer. 日
本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［口演］

101　河合貞幸, 舛石俊樹, 門脇重憲, 平野秀和, 山田武史, 森
脇俊和, 朴　成和, 室　圭, 町田　望：切除不能胃癌にお
ける腹水量別のパクリタキセルに対するラムシルマブ上
乗せの有効性と安全性:多施設共同後方視的研究. 日本臨
床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［ポスターセッション］

102　川平正博, 新井裕之, 安井博史, 舛石俊樹, 室　圭, 中島
貴子：フッ化ピリミジン不応・不耐の高度腹膜転移を伴
う胃癌に対するタキサンを用いた二次治療の有効性・安
全性の検討. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）, ［ポ
スターセッション］

103　新里悠輔, 福岡聖大, 舛石俊樹, 髙島淳生, 粂川陽祐, 梶
原猛史, 山崎健太郎, 江崎泰斗, 牧山明資, 傳田忠道, 籏
智幸政, 須藤　剛, 杉本直俊, 島田安博, 森脇俊和：合併
症等のためTFTD／Regorafenibが好ましくない大腸癌
に対するRegorafenib／TFTDの治療成績. 日本臨床腫瘍
学会学術集会, 2018,（神戸）,［ポスターセッション］

104　原　浩樹, 小島隆嗣, 中島雄一郎, 加藤　健, 梶原猛史, 
三梨桂子, 中積宏之, 三谷誠一郎, 竹野　淳, 相良浩輔, 
山田武史, 小林敬明, 岡本　渉, 設樂紘平, 吉野孝之：
The Nationwide Cancer Genome Screening Project in 
Japan, SCRUM-Japan GI-SCREEN: Advanced Esopha-
geal Cancer Cohort. 日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神
戸）,［セミプレナリーセッション］

105　室　圭：分子標的治療薬登場による大腸癌薬物療法の進
歩と変遷. 大腸癌研究会, 2019,（京都）, ［アフタヌーンセ
ミナー］

106　室　圭（座長）：局所進行下部直腸癌に対する術前治療の
選択と治療成績. 大腸癌研究会, 2019,（京都）,［主題Ⅱ］

107　室　圭（座長）：長期生存を目指した胃癌薬物療法. 胃癌
学会, 2019,（沼津）,［ランチョンセミナー］

108　室　圭（座長）：患者アドボカシーセッション. 胃癌学会, 
2019,（沼津）,［スペシャルセッション］

109　室　圭 （座長）：胃癌領域におけるがん免疫療法とマイク
ロサテライト不安定性（MSI）. 胃癌学会, 2019,（沼津）,［ス
ポンサードシンポジウム］

110　室　圭（座長）：腹膜播種に対する治療. 胃癌学会, 2019,
（沼津）,［ワークショップ］

111　舛石俊樹（演者）：切除不能胃癌におけるFOLFO X療法
の位置づけと可能性. 胃癌学会, 2019,（沼津）,［ワーク
ショップ］

112　成田有季哉（演者）, 中村路夫, 森脇俊和, 山中竹春, 砂川　
優, 川上尚人, 仁科智裕：ニボルマブ後の化学療法にお
ける有効性と安全性の前向き観察研究. 胃癌学会, 2019,

（沼津）,［口演］
113　伏木邦博, 川上武志, 加藤恭子, 舛石俊樹, 中野真太郎, 

川本泰之, 對馬隆浩, 町田　望, 門脇重憲, 田近正洋, 室　
圭, 中積宏之, 結城敏志：前治療の腫瘍増大に対するニ
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ボルマブとイリノテカンの抗腫瘍効果に与える影響. 胃
癌学会, 2019,（沼津）,［口演］

114　戸澤勝之, 石神浩徳, 室　圭, 門脇重憲, 吉田俊太郎, 廣
野靖夫, 富田寿彦, 藪崎　裕, 楠本哲也, 太田光彦, 大庭
幸治, 北山丈二：経口摂取困難な腹膜播種陽性胃癌に対
するmFOLFOX6＋PTX腹腔内投与併用療法の臨床試験. 
胃癌学会, 2019,（沼津）,［ワークショップ］

115　門脇重憲, 山田康秀, 水澤純基, 朴　成和, 岩佐　悟, 中
山昇典, 東　瑞智, 坂本岳史, 設楽紘平, 奥野達哉, 片山　
宏, 吉川貴己, 佐野　武, 笹子三津留：切除不能進行・再
発胃癌に対するDCS療法とCS療法を比較した第III相試
験（JCOG1013）. 胃癌学会, 2019,（沼津）,［特別企画］

116　熊西亮介, 三谷誠一郎, 門脇重憲, 加藤恭子, 成田有季哉, 
本多和典, 舛石俊樹, 坂東英明, 安藤正志, 田近正洋, 室　
圭：抗生剤投与歴がニボルマブの有効性に与える影響に
関する後方視的検討. 胃癌学会, 2019,（沼津）,［口演］

117　Yamaguchi K,Bang Y-J, Chung HC, Yabusaki H, 
Iwasa S, Sakai D, Muro K, Sugimoto N, Yasui H, 
Gamoh M, Murakawa Y, Negoro Y, Nishina T, Ho-
saka H, Yasushi Y, Kawaguchi Y, Sugihara M, Sai-
to K, Dalal R, Shitara K：Phase 2 study of ［fam-］ tra 
stuzumab deruxtecan （DS-8201a） in HER2-expressing 
gastric cancer. 胃癌学会, 2019,（沼津）,［口演］

118　伊藤友一, 門脇重憲, 成田有季哉, 舛石俊樹, 伊藤誠二, 
三澤一成, 檜垣栄治, 大城泰平, 夏目誠治, 木下敬史, 千
田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 室　圭, 清水泰博：胃癌腹
膜播種に対する腹腔内化 学療法の治療成績. 胃癌学会, 
2019,（沼津）,［ポスター］

119　佐藤太郎, 坂井大介, 山口研成 （癌研有明病院）, 室　圭, 
市村　崇, 門脇重憲, 工藤敏啓, 陳勁松, 三谷誠一郎, 北
野 滋 久 , 福 井 雅 人 , 朴　 成 和 , Bhargava P, Zavo-
dovskaya M, Liu JJ, Fukui M：進行胃, 胃食道接合部
腺がんに対するandecaliximabとS-1+プラチナ製剤の併
用臨床第I相試験. 胃癌学会, 2019,（沼津）,［口演］

120　室　圭, 山口研成, 佐藤太郎, 門脇重憲, 市村　崇, 坂井
大介, 三谷誠一郎, 陳勁松, 工藤敏啓, 北野滋久, Bhar-
gava P, Zavodovskaya M, Liu JJ, 福井雅人 , 朴　成
和：Phase 1b study of andecali ximab （ADX） as mono-
therapy and in combination with nivolumab （nivo） in 
Japanese subjects with gastric or GEJ adenocarcinoma. 
胃癌学会, 2019,（沼津）,［口演］

臨床検査部・遺伝子病理診断部

001　Yatabe Y ：Updated Molecular Testing Guideline for 
The Selection of Lung Cancer Patients for Treatment 
With Targeted Tyrosine Kinase Inhibitors-2018. IASLC 
Webinar, 2018,（Vancouver）,［口演］

002　Yatabe Y：Diagnostic immunohistochemistry. IASLC 
Pathology Committee, 2018,（Vancouver）,［Workshop］

003　Yatabe Y：Updated Molecular Testing Guideline for 
Lung Cancer. US-Canada Academy of Pathology 2018 
Annual Meeting, 2018,（Vancouver,）,［Workshop］

004　Yatabe Y：A New stage of the companion diagnostics 
of lung cancer. Asian Clinical Oncology Society, 2018,

（Chiang Mai）,［symposium］
005　Yatabe Y：Lung Cancer Classification, histology versus 

genomics. Asian Clinical Oncology Society, 2018,（Chiang 
Mai）,［symposium］

006　谷田部　恭：クリニカルシークエンスの実際について. 
第14回細胞検査研修会, 2018,（名古屋）,［シンポジウム］

007　谷田部　恭：がんゲノム医療の実際と展望について. 第
８回中部地区がん医療連携学術講演会, 2018,（名古屋）,［シ
ンポジウム］

008　谷田部　恭：薬物療法に応じた病理診断ー求められる検
体と診断技術の進歩. 第41回日本呼吸器内視鏡学会学術
集会2018,（東京）,［シンポジウム］

009　谷田部　恭：肺がんバイオマーカー検査のUP-to-date. 第
59回日本細胞学会総会春期大会, 2018,（札幌）, ［教育講演］

010　谷田部　恭：新たな時代のコンパニオン診断―アカデ
ミーの立場から. 第107回日本病理学会総会, 2018,（札幌）,

［シンポジウム］
011　谷田部　恭：PD-L1検査の変遷. 第107回日本病理学会総

会, 2018,（札幌）,［ワークショップ］
012　谷田部　恭：肺癌の病理とバイオマーカー . 第33回日本

肺癌学会ワークショップ, 2018,（東京）,［特別講演］
013　谷田部　恭：2015 WHO分類と診断に必要な免疫染色. 

第59回日本肺癌学会,2018,（東京）,［シンポジウム］
014　細田和貴：Genetic analyses of isolated high-grade PanIN 

using next-generation sequencing. 第107回日本病理学会
総会, 2018,（札幌）,［口演］

015　加藤省一：成熟T/NK細胞リンパ腫の2017年WHO分類
における変更点，第21回日本血液病理研究会, 2018,（名
古屋）,［招待講演］

016　真砂勝泰, 藤田史郎, 出嶋　仁, 瀬戸克年, 坂尾幸則, 堀
尾芳嗣, 樋田豊明, 谷田部　恭：非小細胞肺がん症例に
おけるROS1免疫染色法を用いたROS1融合遺伝子スク
リーング検査の実際. 第59回日本肺癌学会学術集会, 
2019,（東京）,［ポスター］

017　西野和美, 真砂勝泰, 倉田宝保, 神田錦吾, 矢吹　豊, 秋
田弘俊：進行非扁平上皮非小細胞肺がん症例に対する一
次治療前バイオマーカー検査の実態調査. 第59回日本肺
癌学会学術集会, 2019,（東京）,［ポスター］
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018　瀬戸克年：左下葉切除後に右上葉・下葉に発生した間質
性肺炎合併肺癌に対して複雑区域切除を施行した一例. 
第35回日本呼吸器外科学会学術集会, 2018,（千葉）,［口演］

019　瀬戸克年，羽根田正隆，真砂勝泰，藤田史郎，堀尾芳嗣，
坂尾幸則，樋田豊明，谷田部　恭：BRAF V600E免疫染
色の有用性の検討. 第59回日本肺癌学会学術集会, 2018,

（東京）,［口演］
020　柴田典子：がんゲノム医療での臨床検査技師の役割～核

酸検体の品質確認法～ . 平成30年度日臨技中部圏支部医
学検査学会, 2018,（三重）,［口演］

021　吉野　聡，井上麻衣，柴田典子：病理検査手順施設間相
互間チェックの試み. 平成30年度日臨技中部圏支部医学
検査学会, 2018,（三重）,［口演］

022　 石 端 裕 一， 村 上 裕 美： 当 院 の 細 菌 検 査 室 に お け る
ISO15189に対応した精度管理方法について.第57回中部
圏支部医学検査学会, 2018,（三重）,［口演］　

023　藤田奈央, 植田菜々絵, 太田裕子, 村上善子, 谷田部　
恭：胸水中に出現した甲状腺癌の臨床細胞学的特徴. 第
57回日本臨床細胞学会秋期大会, 2018,（横浜）,［一般口演］

024　中島梨花, 藤田奈央, 植田菜々絵, 太田裕子, 村上善子, 
谷田部　恭：胸水に甲状腺癌の浸潤を認めた一例. 第161
回日本臨床細胞学会東海連合会例会, 2018,（名古屋）,［一
般口演］

頭頸部外科部

001　Suzuki H, Hanai N：Total Lesion glycolysis on FDG-
PET/CT before salvage surgery predicts survival for la-
ryngeal or pharyngeal cancer. 6th World congress of the 
international federation of head and neck oncologic soci-
eties,2018,（ブエノスアイレス）,［口演］

002　Nishikawa D, Sasaki E, Hanai N, Suzuki H, Koide 
Y, Beppu S, Terada H, Oguri K, Hasegawa Y：Clini-
cal analysis of sinonasal squamous cell carcinoma with 
egfr tyrosine kinase mutations. 6th World congress of 
the international federation of head and neck oncologic 
societies. 2018,（ブエノスアイレス）,［口演］

003　Hanai N, Asakage T, Homma A, Monden N, Fuku-
shima H, Fujii T, Ogawa T, Tanaka K, Mizusawa J, 
Eba J, Hayashi R：Head and Cancer Study Group of 
Japan Clinical Oncology Group（JCOG）, Japan. Rand-
omized phase III study to evaluate the value of the 
omission of prophylactic neck dissection for stage I/II 
tongue cancer :Japan Clinical Oncology Group study
（JCOG1601 RESPOND:）. ESMO 2018 Congress, 2018,

（ミュンヘン）,［ポスター］
004　Hanai N, Terada H, Suzuki H, Nishikawa D, Koide 

Y, Beppu S：Evaluation of depth of invasion by mag-
netic resonance imaging in stage I/II tongue cancer. 第6
回アジアジア頭頸部腫瘍学会（ASHNO2019）, 2019, （ソ
ウル）,［ポスター］

005　花井信広：頭頸部癌に対するNivolumabの治療経験. 第
89回北北海道耳鼻咽喉科懇話会, 2018,（旭川）,［講演］

006　花井信広：頭頸部癌に対するNivolumabの治療経験. 新
潟頭頸部セミナー , 2018,（新潟）,［講演］

007　花井信広：エビデンスに基づいた頭頸部癌の治療戦略. 
第119回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会, 2018,（横
浜）,［ランチョンセミナー］

008　丸尾貴志, 藤本保志, 鬼塚哲郎, 別府 武, 吉田昌史, 松浦
一登, 長谷川泰久, 藤井　隆, 林　隆一：進行中咽頭側壁
癌の治療後嚥下機能障害に関する多施設前向き試験（中
間報告）. 第119回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会, 
2018,（横浜）,［口演］

009　鈴木秀典, 藤本保志, 平松真理子, 花井信広, 古平　毅, 
伊藤善之, 曾根三千彦, 長谷川泰久：FDG-PET/CT によ
る下咽頭癌の生存や肺転移の予測に関する多施設 後ろ向
き研究.第42回日本頭頸部癌学会, 2018, （東京）, ［口演］

010　西川大輔, 花井信広, 鈴木秀典, 小出悠介, 別府慎太郎, 
寺田星乃, 小栗恵介, 西川大佑：ニボルマブの効果予測
因子の検討. 第42回日本頭頸部癌学会, 2018,（東京）,［口
演］

011　村瀬貴幸, 齋田昴佑, 川北大介, 草深公秀, 長尾　徹, 花
井信広, 丹生賢一, 稲垣　宏：唾液腺原発腺様嚢胞癌に
おけるEGFRたんぱく高発現とその臨床病理学的意義. 
第42回日本頭頸部癌学会, 2018,（東京）,［口演］

012　丸尾貴志, 藤本保志, 鬼塚哲郎, 別府　武, 吉田昌史, 長
谷川泰久, 藤井　隆, 松浦一登, 林　隆一：中咽頭側壁癌
の治療戦略 根治性と機能温存から考える中咽頭がん治療
の今後. 第42回日本頭頸部癌学会, 2018,（東京）,［口演］

013　花井信広：Voice prosthesis placement - practical man-
agement and problems. 第4回GPR アカデミー同窓会, 
2018,（東京）,［講演］

014　花井信広：頭頸部癌に対するNivolumabの治療経験. 岩
手頸部癌セミナー , 2018,（盛岡）,［講演］

015　小栗恵介, 西川大輔, 鈴木秀典, 小出悠介, 別府慎太郎, 
寺田星乃, 西川大祐, 佐々木英一, 花井信広：中下咽頭癌
に対する経口的内視鏡手術の検討. 第19回頭頸部表在癌
研究会, 2018,（東京）,［口演］

016　西川大輔：当院でのNivolumabの使用経験. オプジーボ
レクチャー（頭頸部癌）, 2018,（名古屋）,［講演］

017　西川大祐, 中川隆之, 鈴木秀典, 花井信広：鼻腔に発生し
たTeratocarcinosarcomaに対して内視鏡手術を施行した
1例　第30回日本頭蓋底外科学会, 2018, （東京）, ［口演］

018　花井信広：頭頸部癌の最新の治療について. H&N Cancer 
Summit in Hiroshima 2018, 2018,（広島）,［講演］

019　西川大輔：頭頸部癌の最新の治療について. H&N Cancer 
Summit in Hiroshima 2018, 2018,（広島）,［講演］

020　花井信広：上顎癌治療を考える. 頭頸部外科 腫瘍免疫セ
ミナー , 2018,（東京）,［講演］

021　花井信広：長期生存を目指した再発/ 転移頭頸部がんに
対する治療戦略. オプジーボ頭頸部がん全国講演会, 2018,

（東京）,［ディスカッサント］
022　長縄弥生：がん患者の適切な口腔粘膜炎マネジメントを
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目指して. 第3回日本がんサポーティブケア学会学術集会, 
2018,（福岡）,［パネルディスカッション］

023　鈴木秀典, 花井信広, 曾根三千彦：口腔扁平上皮癌の病
理学退席による生存結果や局所再発の予測. 第31回日本
口腔・咽頭科学会総会ならびに学術講演会, 2018,（名古
屋）,［口演］

024　花井信広：エビデンスに基づいた頭頸部癌の治療戦略. 
群馬頭頸部癌治療セミナー , 2018,（群馬）,［口演］

025　鈴木秀典，西川大輔，別府慎太郎，小出悠介，寺田星乃，
西川大祐，花井信広：鼻副鼻腔扁平上皮癌に対する肉眼
的腫瘍体積による予後予測. 第57回日本鼻科学会 総会・
学術講演会, 2018,（旭川）,［口演］

026　西川大祐，鈴木秀典，寺田星乃，花井信広：ニボルマブ
が著効を示した再発上顎扁平上皮癌の一例. 第57回日本
鼻科学会 総会・学術講演会, 2018,（旭川）,［口演］

027　鈴木秀典, 高野　学, 花井信広, 西川大輔, 小出悠介, 別
府慎太郎：頭頸部粘膜悪性黒色腫の遠隔転移予測. 第56
回日本癌治療学会学術集会, 2018,（横浜）,［ポスター］

028　鈴木秀典, 西川大輔, 花井信広：甲状腺乳頭癌のUICC8
版による予後解析. 第51回日本甲状腺外科学会, 2018,（横
浜）,［口演］

029　福田裕次郎, 小出悠介, 花井信広, 原　浩貴：Lenvatinib
導入化学療法後に切除可能となった甲状腺乳頭癌の1例. 
第51回日本甲状腺外科学会, 2018,（横浜）,［口演］

030　西川大輔：導入化学療法の役割　喉頭温存治療における
導入化学療法の意義.第11回喉頭機能温存治療研究会, 
2018,（東京）,［シンポジウム］

031　鈴木秀典,玉木恒男, 西尾正美, 別府慎太郎, 向山宣昭, 
西川大輔, 小出悠介, 寺田星乃, 西川大祐, 花井信広：口
腔扁平上皮癌における18F-Fluorodeoxyglucose集積と病
理因子の関係. 第58回日本核医学会学術総会, 2018,（那覇）,

［ポスター］
032　花井信広：甲状腺がんの診断と治療の向上. LENVIMA 

meet the Expert in Yamagata, 2019,（山形）,［特別講演］
033　花井信広, 別府慎太郎, 西川大祐, 寺田星乃：全身麻酔下

の二期的シャント造設－福原変法の有用性－. 第34回日
本西音声外科研究会, 2019,（那覇）,［口演］

034　鈴木秀典, 別府慎太郎, 向山信昭, 西川大輔, 小出悠介, 
長谷川泰久, 花井信広：口腔扁平上皮癌におけるFDG-
PET/CT によるリンパ節転移や節外進展の診断能. 第29
回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会, 2019,（仙
台）,［口演］

000　西川大輔, 佐々木英一, 鈴木秀典, 小出悠介, 別府慎太郎, 
寺田星乃, 西川大祐, 甕　里紗, 花井信広, 曾根三千彦：
鼻副鼻腔扁平上皮癌におけるEGFR 変異の臨床的意義. 
第29回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講演会, 
2019,（仙台）,［口演］

035　寺田星乃, 鈴木秀典, 西川大輔, 小出悠介, 別府慎太郎, 
花井信広：早期舌癌におけるMRI によるDepth of inva-
sion の評価. 第29回日本頭頸部外科学会総会ならびに学
術講演会, 2019,（仙台）,［口演］

036　小出悠介, 甕　里紗, 西川大祐, 寺田星乃, 別府慎太郎, 

西川大輔, 鈴木秀典, 花井信広：当科における多発性内
分泌腫瘍症の治療. 第29回日本頭頸部外科学会総会なら
びに学術講演会, 2019,（仙台）,［口演］

037　小栗恵介, 西川大輔, 鈴木秀典, 小出悠介, 別府慎太郎, 
寺田星乃, 西川大佑, 佐々木英一, 花井信広：中下咽頭癌
に対する経口的内視鏡手術の検討. 第29回日本頭頸部外
科学会総会ならびに学術講演会, 2019,（仙台）,［口演］

038　萩原純孝, 花井信広, 鈴木秀典, 西川大輔, 小出悠介, 別
府慎太郎, 日比英晴：口腔扁平上皮癌患者における血清
CD109の定量解析と臨床的意義に関する検討. 第37回日
本口腔腫瘍学会総会・学術大会, 2019,（長崎）,［口演］

039　花井信広：舌癌におけるDOI診断. 第24回頭頸癌化学療
法研究会, 2019,（東京）,［口演］

040　花井信広：化学放射線治療における喉頭温存. 第31回日
本喉頭科学会総会・学術講演会, 2019,（久留米）,［シン
ポジウム］

041　花井信広：頭頸部外科の診療内容と取り組みについて. 
第10回中部地区がん医療連携学術講演会, 2019,（名古屋）,

［口演］
042　花井信広：頭頸部癌の個別化治療とは －患者像から治療

選択肢を考える－. Erbitux HN web seminar, 2019,（東
京）,［口演］

043　甕　里紗, 花井信広, 鈴木秀典, 西川大輔, 萩原純孝, 小
出悠介, 別府慎太郎, 寺田星乃, 西川大祐：当院における
再発･転移頭頸部がんに対するセツキシマブ併用化学療
法の効果. 第36回東海頭頸部腫瘍研究会, 2019,（名古屋）,

［口演］

形成外科部

001　Ikuo Hyodo：Microvascular Surgery in Previously Op-
erated Neck　The 4th Congress of Asian Pacific Feder-
ation of Societies for Reconstructive Microsurgery　
2018,（Turkey）,［シンポジウム］

002　Ikuo Hyodo, Seiko Okumura, Yuzuru kamei ：Micro-
vascular reconstruction for total or subtotal glossectomy 
2018, （Korea）, ［パネルディスカッション］

003　奥村誠子, 成田央良, 橘　五月, 兵藤伊久夫, 武石明精, 
亀井　譲：初回乳房温存術施行後の全摘例に対して自家
組織再建を行った症例の検討　第61会日本形成外科学会
総会・学術集会 2018,（福岡）,［一般演題］

004　成田央良, 奥村誠子, 兵藤伊久夫, 橘　五月, 亀井　譲：
下腹部手術歴のある遊離腹直筋皮弁による乳房再建症例
における深下腹壁動静脈の損傷に対する検討　第61会日
本形成外科学会総会・学術集会 2018,（福岡）,［ポスター］

005　奥村誠子, 成田央良, 橘　五月, 兵藤伊久夫, 亀井　譲：
初回乳房温存術施行後の全摘症例に対して1次乳房再建
を行った症例の検討　第 26 回日本乳癌学会学術集会 
2018,（大阪）,［ポスター］

006　兵藤伊久夫：当院における乳房1次再建の現状　豊橋外
科医会生涯教育研修会 2018,（豊橋）,［一般演題］
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007　兵藤伊久夫, 奥村誠子, 成田央良, 亀井　譲：当院におけ
る舌亜全摘の再建　第42回日本頭頸部癌学会 2018,（東
京）,［シンポジウム］

008　兵藤伊久夫, 奥村誠子, 亀井　譲, 筑紫　聡, 吉田雅博：
当院における骨･軟部腫瘍広範切除後の再建　第51回日
本整形外科学会骨･軟部腫瘍学術集会　2018,（静岡）,［主
題］

009　中村亮太, 兵藤伊久夫, 小島空翔, 丸山陽子, 奥村誠子, 
亀井　譲：第53回中部形成外科学会学術集会 2018,（長
野）,［一般演題］

010　奥村誠子, 丸山陽子, 中村亮太, 小島空翔, 兵藤伊久夫, 
亀井　譲：インプラントによる再建の乳房形態に着目し
た整容性評価　第6回日本乳房オンコプラスティック
サージャリー学会総会 2018,（大阪）,［パネルディスカッ
ション］

011　丸山陽子, 奥村誠子, 中村亮太, 小島空翔, 兵藤伊久夫, 
亀井　譲：1次/2次インプラント再建におけるIMF上方
変位率の検討　第6回日本乳房オンコプラスティック
サージャリー学会総会 2018,（大阪）,［一般演題］

012　中村亮太, 兵藤伊久夫, 小島空翔, 丸山陽子, 奥村誠子, 
亀井　譲：カラードプラエコーとドプラエコーを使用し
た術後皮弁モニタリングの有用性　第72回東海形成外科
学会　2018,（名古屋）,［一般演題］

013　兵藤伊久夫, 奥村誠子, 丸山陽子, 中村亮太, 小島空翔：
頻回の血管吻合を要した頭頸部遊離皮弁再建例の検討　
第108回九州・沖縄形成外科学会学術集会 2018,（北九州）,

［一般演題］
014　中村亮太, 小島空翔, 丸山陽子, 奥村誠子, 兵藤伊久夫, 

亀井　譲：当院におけるリンパ管静脈吻合術に関する検
討　第89回東海マイクロサージャリー研究会 2018,（名
古屋）,［一般演題］

015　小島空翔, 奥村空翔, 丸山陽子, 中村亮太, 兵藤伊久夫, 
亀井　譲：　第45回日本マイクロサージャリー学会学術
集会 2018,（大阪）,［特別企画］

016　中村亮太, 兵藤伊久夫, 小島空翔, 丸山陽子, 奥村誠子, 
亀井　譲：遊離空腸移植における術中所見による血流評
価の重要性に関する検討　第45回日本マイクロサージャ
リー学会学術集会 2018,（大阪）,［特別企画］

017　丸山陽子, 奥村誠子, 武石明精, 中村亮太, 小島空翔, 兵
藤伊久夫, 亀井　譲：free TRAMでの乳房再建における
術後放射線照射症例/非照射例の整容性の比較検討　第
45回日本マイクロサージャリー学会学術集会 2018,（大
阪）,［一般演題］

018　中村亮太, 小島空翔, 丸山陽子, 奥村誠子, 兵藤伊久夫：
当院におけるリンパ管静脈吻合術に関する検討　第12回
がんのリンパ浮腫研究会 2018,（名古屋）,［一般演題］

019　奥村誠子, 丸山陽子, 中村亮太, 小島空翔, 兵藤伊久夫, 
亀井　譲：Silent Rupture　～乳房１次１期SBI再建後3
年の定期健診にて破損を発見した1例～第73回東海形成
外科学会　2019,（名古屋）,［一般演題］

020　中村亮太, 兵藤伊久夫, 小島空翔, 丸山陽子, 奥村誠子, 
亀井　譲：遊離空腸移植における術中所見による血流評

価の検討　第36回東海頭頸部腫瘍研究会 2019,（名古屋）,
［一般演題］

呼吸器外科部

001　MatsuiT，KurodaH，SugitaY，KoyamaS，Arimu-
raT，MizunoT，SakakuraN，SakaoY：Indocyanine 
green intersegmental visualization during fluorescence 
imaging of complete thoracoscopic anatomic segmentec-
tomy: a novel approach.ＩASLC 19th World Conference 
on Lung canser, 2018,（カナダ）,［ポスター］

002　黒田浩章, 杉田裕介, 小山　真, 松井琢哉, 有村隆明, 水
野鉄也, 坂倉範昭, 坂尾幸則：喫煙患者における術前Ｆ
ＤＧのびまん性集積が間質性肺炎増悪に及ぼす影響の検
討. 第35回日本呼吸器外科学会総会・学術集会，2018,（千
葉）,［ポスター］

003　黒田浩章，杉田裕介：右肺癌に対する胸腔鏡下右上縦郭
郭清の現状と成績. 第31回日本内視鏡外科学会総会, 
2018,（福岡）,［口演］

004　坂倉範昭, 水野鉄也, 有　隆明, 坂田省三, 松井琢哉, 小
山　真, 杉田裕介, 福澤俊昭, 黒田 浩章, 坂尾幸則：根治
的化学放射線治療後のサルベージ肺全摘：導入療法後肺
全摘，通常全摘との比較.リスクと成績. 第35回日本呼吸
器外科学会総会・学術集会, 2018,（千葉）,［要望ビデオ］

005　坂倉範昭, 水野鉄也, 有村隆明, 黒田浩章, 仲西慶太, 松
井琢哉, 小山　真, 杉田裕介, 坂尾幸則：Transmanubrial 
アプローチによるパンコースト型肺癌の根治的化学放射
線療法後の再発病変のサルベージ切除. 第59回日本肺癌
学会学術集会, 2018,（東京）,［ビデオ］

006　水野鉄也, 福澤俊昭, 杉田裕介, 松井琢哉, 小山　真, 坂
田省三, 有村隆明, 黒田浩章, 坂倉 範昭, 谷田部　恭, 坂
尾幸則：非小細胞肺癌胸膜播種症例に対して肉眼的完全
切除（MCR）は有効か. 第35回日本呼吸器外科学会総会・
学術集会, 2018,（千葉）,［口演］

007　水野鉄也, 杉田裕介, 小山　真, 松井琢哉, 仲西慶太, 有
村隆明, 黒田浩章, 坂倉範昭, 谷田部　恭, 坂尾幸則：臨
床病期IA期肺腺癌におけるリンパ節転移予測因子の同定. 
第59回日本肺癌学会学術集会, 2018,（東京）,［ポスター］

008　有村隆明, 福澤俊昭, 杉田裕介, 松井琢哉, 小山　真, 坂
田省三, 水野鉄也, 黒田浩章, 坂倉 範昭, 坂尾幸則：下葉
S6区域と底区域における転移リンパ節の検討. 第35回日
本呼吸器外科学会総会・学術集会, 2018,（千葉）,［ポス
ター］

009　有村隆明, 坂尾幸則, 坂倉範昭, 黒田浩章, 水野鉄也, 小
山　真, 松井琢哉, 杉田裕介, 仲西慶太：当院における下
葉S6肺癌切除例の検討. 第59回日本肺癌学会学術集会, 
2018,（東京）,［ポスター］

010　小山　真, 水野鉄也, 杉田裕介, 松井琢哉, 福澤俊昭, 坂
田省三, 有村隆明, 黒田浩章, 坂倉 範昭, 坂尾幸則：cN2
非小細胞肺癌，特に#5-6陽性左上葉肺癌の治療戦略を考
える.第35回日本呼吸器外科学会総会・学術集会, 2018,（千

― 100 ― ― 101 ―



葉）,［口演］
011　小山　真, 黒田浩章, 杉田裕介, 松井琢哉, 福澤俊昭, 坂

田省三, 有村隆明, 水野鉄也, 坂倉範昭, 坂尾幸則：当院
における1-2 ports segmentectomy導入時の工夫. 第35回
日本呼吸器外科学会総会・学術集会, 2018,（千葉）,［口演］

012　小山　真，黒田浩章，杉田裕介，松井琢哉，仲西慶太，
有村隆明，水野鉄也，坂倉範昭，坂尾幸則：ICG静注法
を用いた単孔式胸腔鏡下右肺S1区域切除. 第31回日本内
視鏡外科学会総会, 2018,（福岡）,［口演］

013　松井琢哉, 黒田浩章, 杉田裕介, 小山　真, 有村隆明, 水
野鉄也, 坂倉範昭, 坂尾幸則：ICG蛍光観察を用いた完全
胸腔鏡下肺区域間同定ー最新蛍光描画法による区域間視
認性の評価. 第35回日本呼吸器外科学会総会・学術集会, 
2018,（千葉）,［シンポジウム］

014　松井琢哉, 坂倉範昭, 杉田裕介, 小山　真, 仲西慶太, 有
村隆明, 水野鉄也, 黒田浩章, 坂尾幸則：当院における浸
潤性粘液産性肺腺癌の切除後予後についての検討. 第59
回日本肺癌学会学術集会, 2018,（東京）,［口演］

015　杉田裕介, 黒田浩章, 松井琢哉, 小山　真, 福澤俊昭, 坂
田省三, 有村隆明, 水野鉄也, 坂倉範昭, 坂尾幸則：当院
における右上葉手術後呼吸機能に影響を及ぼす因子の検
討. 第35回日本呼吸器外科学会総会・学術集会, 2018,（千
葉）,［要望演題］

016　杉田裕介, 黒田浩章, 松井琢哉, 小山　真, 福澤俊昭, 坂
田省三, 有村隆明, 水野鉄也, 坂倉範昭, 坂尾幸則：胸腔
鏡下右肺手術における肺葉切除と区域切除が呼吸機能に
及ぼす影響　3D再構築画像を用いた検討. 第35回日本呼
吸器外科学会総会・学術集会, 2018,（千葉）,［口演］

017　杉田裕介, 黒田浩章, 松井琢哉, 小山　真, 仲西慶太, 坂
倉範昭, 坂尾幸則：胸腔鏡手術の教育体制　レジデント
として経験した当院の胸腔鏡下肺葉切除の教育体制. 第
31回日本内視鏡外科学会総会, 2018,（福岡）,［ワークショッ
プ］

018　仲西慶太，杉田裕介，松井琢哉，小山　真，有村隆明，
水野鉄也，黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則：サルベージ
手術と導入化学放射線療法の術後成績.第71回日本胸部
外科学会定期学術集会, 2018,（東京）,［口演］

019　仲西慶太, 杉田裕介, 松井琢哉, 小山　真, 有村隆明, 水
野鉄也, 黒田浩章, 坂倉範昭, 坂尾幸則：当院における肺
原発多形癌切除例の治療成績. 第80回日本臨床外科学会
総会, 2018,（東京）,［口演］

020　仲西慶太, 杉田裕介, 松井琢哉, 小山　真, 有村隆明, 水
野鉄也, 黒田浩章, 坂倉範昭, 坂尾幸則：小細胞肺癌化学
放射線遅漏後のサルベージ手術. 第59回日本肺癌学会学
術集会, 2018,（東京）,［口演］

乳腺科部

001　Iwata H, Tamura K, Doi T, Tsurutani J, Modi S, 
Park H, Krop I. E., Sagara Y, 　Redfern C. H., 
Murthy R, Redman R. A., Shitara K, Fujisaki Y, 

Sugihara M, Zhang L, Shahidi J, Yver A, Taka-
hashi S：Trastuzumab deruxtecan （DS-8201a） in sub-
jects with HER2-expressing solid tumors: Long-term re-
sults of a large phase 1 study with multiple expansion 
cohorts. ASCO Annual Meeting, 2018,（Chicago）,［oral］

002　Coleman R.E., Finkelstein D, Barrios C.H., Martin 
M, Iwata H, Glaspy J.A., Zhou Y, Jandial D, Chan 
A：Adjuvant denosumab in early breast cancer: First 
results from the international multicenter randomized 
phase III placebo controlled D-CARE study. ASCO An-
nual Meeting, 2018,（Chicago）,［oral］

003　Neven P, Rugo H.S., Tolaney S.M., Iwata H, Toi M, 
Goetz M.P., Kaufman P.A., Barriga S, Lin Y, 
Sledge G.W.：Abemaciclib for pre/perimenopausal 
women with HR+, HER2- advanced breast cancer. 
ASCO Annual Meeting, 2018,（Chicago）,［oral］

004　Tolaney S.M., Leo A.D., Cussac A.L., Dickler M.N., 
Campone M, Iwata H, Toi M, Kaufman P.A., Andre 
V.A., Barriga S, Goetz M.P., Sledge G.W.：Impact 
of abemaciclib on the time to subsequent chemotherapy 
and the time to second disease progression across the 
MONARCH 2 and 3 studies. ASCO Annual Meeting, 
2018,（Chicago）,［oral］

005　Baselga J, Tamura K, Yamashita T, Modi S, Toku-
naga E, Ito Y, Iwata H, Charif M, Lee C.C., Sugi-
hara M, Jikoh T, Andre F：A phase 2, multicenter, 
open-label study of trastuzumab deruxtecan （DS-8201a） 
in subjects with HER2-positive, unresectable and/or 
metastatic breast cancer previously treated with 
T-DM1. ASCO Annual Meeting，2018,（Chicago）,［oral］

006　Kogawa T, Yonemori K, Masuda N, Takahashi S, 
Takahashi M, Iwase H, Nakayama T, Saeki T, 
Toyama T, Takano T, Onuma H, Ogawa H, Tanaka 
Y, Igari Y, Sugihara M, Vigliotti M, Yu C, Olivo 
M.S., Ueno S, Iwata H：Single agent activity of U3-
1402, a HER3-targeting antibody-drug conjugate, in 
breast cancer patients: Phase 1 dose escalation study. 
ASCO Annual Meeting, 2018,（Chicago,［oral］

007　Sawaki M, Saito T, Baba S, Kobayashi K, Kawashi-
ma H, Tsuneizumi M, Sagawa N, Bando H, Taka-
hashi M, Yamaguchi M, Takashima T, Nakayama 
T, Kashiwaba M, Mizuno T, Yamamoto Y, Taira N, 
Iwata H, Uemura Y, Ohashi Y, Mukai H：Evaluation 
of trastuzumab without chemotherapy as a postopera-
tive adjuvant therapy in HER2-positive elderly breast 
cancer patients: Randomized controlled trial （RE-
SPECT）. ASCO Annual Meeting, 2018,（Chicago）,［poster 
discussion］

008　Gnant M, Iwata H, Bashford A.E.,Separovic R, Mu-
rias A, Vicente E, Means-Powell J.A., Mayer I.A., 
Senecal F.M., Hui R, Boer R.H., Chiu J, Armstrong 
A, Ruiz A, Bryce R, Ye Y, Chan A：Duration of ex-
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tended adjuvant therapy with neratinib in early-stage 
HER2+ breast cancer after trastuzumab-based therapy: 
Exploratory analyses from the phase III ExteNET trial. 
ASCO Annual Meeting, 2018,（Chicago）,［poster］

009　Iwata H, Masuda N, Yamamoto Y, Fujisawa T, 
Toyama T, Taira N, Kashiwaba M, Ohtani S, Sakai 
T, Hasegawa Y, Nakamura R, Akabane H, Shibaha-
ra Y, Sasano H, Yamaguchi T, Ohashi Y：Distant 
disease-free survival （DDFS） according to response cat-
egory in neoadjuvant endocrine therapy （NET）: 6-year 
analysis in phase III NEOS trial. ASCO Annual Meeting, 
2018,（Chicago）,［poster］

010　Iwata H：HER2 and HER3 as predictor of new ADC 
（DS-8201a and U2-1402）. ESMO, 2018,（Munich）,［sym-
posium］

011　Masuda N, Yonemori K, Takahashi S, Kogawa T, 
Nakayama T, Iwase H, Takahashi M, Toyama T, 
Saeki T, Saji S, Inoue K, Onuma H, Tajima N, Shi-
ose Y, Chen S, Guevara F, Yu C, Ueno S, Iwata H：
Single agent activity of U3-1402, a HER3-targeting anti-
body-drug conjugate, in HER3-overexpressing metastatic 
breast cancer：Updated results of a phase 1/2 trial. San 
Antonio Breast Cancer Symposium, 2018,（San Anto-
nio）,［poster］

012　Modi S, Tsurutani J, Tamura K, Park H, Sagara Y, 
Murthy R, Iwata H, Krop IE, Doi T, Redfern C, 
Moreno-Aspitia A, Redman R, Lee C, Sugihara M, 
Fujisaki Y, Takahashi S：Trastuzumab deruxtecan 
（DS-8201a） in subjects with HER2-low experessing 
breast cancer：Updated results of a large phase 1 study. 
San Antonio Breast Cancer Symposium, 2018,（San An-
tonio）,［poster］

013　Tamura K, Modi S, Tsurutani J, Takahashi S, 
Krop IE, Iwata H, Wada R, Yin O, Garimella T, 
Sugihara M, Zhang L, Lee C, Yver A, Baselga J：
Dose justification for DS-8201a, a HER2-targeted anti-
body-drug conjugate, for HER2-positive breast cancer：
Observed clinical data and exposure-response analyses. 
San Antonio Breast Cancer Symposium, 2018,（San An-
tonio）,［poster］

014　Sawaki M, Saito T, Baba S, Kobayashi K, Kawashi-
ma H, Tsuneizumi M, Sagawa N, Bando H, Taka-
hashi M, Yamaguchi M, Takashima T, Nakayama 
T, Kashiwaba M, Mizuno T, Yamamoto Y, Taira N, 
Iwata H, Uemura Y, Ohashi Y, Mukai H：Evaluation 
of trastuzumab without chemotherapy as a postopera-
tive adjuvant therapy in HER2 positive elderly breast 
cancer patients: Randomized controlled trial （RE-
SPECT）. ASCO Annual Meeting, 2018,（Chicago）,［post-
er］

015　Mori M, Gondo N, Sawaki M, Hattori M, Yoshimura 
A, Kotani H, Adachi Y, Kataoka A, Sugino S, Hori-

sawa N, Terada M, Ozaki Y, Iwata H：Microdochec-
tomy experience for patients with nipple discharge from 
a single institution. 16th St. Gallen International Breast 
Cancer Conference, 2019,（Vienna）,［poster］

016　Horisawa N：The comparison of prognosis between 
clinical axillary lymph node positive and negative in ear-
ly breast cancer patients with one or two pathological 
lymph node metastases. 16th St. Gallen International 
Breast Cancer Conference, 2019,（Vienna）,［poster］

017　岩田広治：How can we apply The Japanese Breast Can-
cer Society Guideline 2018 to clinical practice ?. 第16回
日本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［シンポジウム］

018　岩田広治 , 佐治重衡：Precision endocrine therapy for 
advanced / metastatic breast cancer ; best choice and 
best sequence. 進行再発乳癌に対するホルモン療法；最
適な投与順序と個別化. 第16回日本臨床腫瘍学会学術集
会, 2018,（神戸）,［シンポジウム］

019　岩田広治, 堀井理絵, 植松孝悦, 池田雅彦, 遠山竜也, 井
口雅史, 山内智香子：乳癌診療ガイドライン改訂のポイ
ント. 第26回日本乳癌学会学術総会, 2018,（京都）,［シン
ポジウム］

020　岩田広治：BRCA変異陽性転移性乳癌に対するオラパリ
ブ単独療法と化学療法を比較する第Ⅲ相試験（Olympi-
AD）. 第26回日本乳癌学会学術総会, 2018,（京都）,［口演］

021　澤木正孝：診・病歴の取り方, 家族歴, 家族集積性, 治療
のプランニング, 乳癌以外の悪性腫瘍, 良性疾患の治療. 
日本乳癌学会第7回乳腺専門医セミナー , 2018,（東京）,［口
演］

022　吉村章代：乳がん患者の生殖医療連携に関する現状と課
題. 第9回日本がん・生殖医療学会, 2019,（岐阜）,［口演］

023　安立弥生：術前化学療法後一次乳房再建時の合併症に関
する検討. 第6回オンコプラスティックサージェリー学会, 
2018,（大阪）,［口演］

024　森　万希子, 小谷はるる, 寺田満雄, 堀澤七恵, 杉野香世
子, 大西　桜, 岩瀬まどか, 片岡愛弓, 安立弥生, 権藤な
おみ, 吉村章代, 服部正也, 澤木正孝, 岩田広治：ステロ
イド含有のミラクルマウスウォッシュ使用によるエベロ
リムスの薬物動態への影響の検討. 第26回日本乳癌学会
学術総会, 2018,（京都）,［ポスター］

025　森　万希子, 吉村章代, 尾崎友理, 寺田満雄, 堀澤七恵, 
杉野香世子, 大西　桜, 片岡愛弓, 安立弥生, 小谷はるる, 
権藤なおみ, 服部正也, 澤木正孝, 岩田広治：再発乳癌治
療中にPulmonary Tumor Thrombotic Microangiopathy 

（PTTM）を発症した一例. 第15回日本乳癌学会中部地方
会, 2018,（三重）,［口演］

026　堀澤七恵：当院における浸潤性小葉癌と浸潤性乳管癌に
おけるセンチネルリンパ節生検についての検討. 第26回
日本乳癌学会学術総会, 2018,（京都）,［ポスター］

027　堀澤七恵：Li-Fraumeni症候群に対して予防的乳房切除
を施行した若年性乳癌の１例. 第15回日本乳癌学会中部
地方会, 2018,（三重）,［口演］

028　尾崎友理：乳癌肺転移に対して ベバシズマブ＋パクリタ
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キセル療法中に 気胸を認めた１例. 第15回日本乳癌学会
中部地方会, 2018,（三重）,［口演］

消化器外科部

001　Shimizu Y：Predictors of malignancy in BD-IPMN-Mu-
ral nodules as a predictive factor in the 2012 and 2017 
guideline algorithms-. AOPA&KPBA&KPSC 2018（Joint 
Meeting of the Asian-Oceanic Pancreatic Association, 
the Korean Pancreatobiliary Association, and the Kore-
an Pancreas Surgery Club,2018,（Seoul）,［口演］.

002　Komori K, Kinoshita T, Oshiro T, Ito S, Abe T, 
Senda Y, Misawa K, Ito Y, Uemura N, Natsume S. 
Higaki E, Ouchi A, Tsutsuyama M, Hosoi T, 
Shigeyoshi I, An B, Hayashi D, Tanaka H,  Uchino, 
T, Kunitomo A, Shimizu Y：The prognosis of surgi-
cal curability B in Stage Ⅳ colorectal cancers with syn-
chronize peritoneal metastasis in terms of pathological 
findings. The 64th Annual Congress of International Col-
lege of Japan Section, 2018,（長崎）,［口演］.

003　Ouchi A, Ikoma N, Y.Nancy You, Komori K, Shida 
D, Brian K, Bednarski, Kinoshita T, Tsukamoto S, 
Miguel A. Rodriguez-Bigas, Oshiro T, John Michael 
Skibber, Ochiai H, Shimizu Y, Kanemitsu Y, 
George J. Chang：Optimizing treatment strategy for 
advanced rectal cancer in the West and Japan: Interna-
tional multicenter cohort study. 2018ASCO ANNUAL 
MEETING, 2018,（Chicago）,［示説］.

004　Misawa K Hayashi Y, Mori K：PORT PLACEMENT 
NAVIGATION SYSTEM USING CT IMAGES AND 3D 
POSITIONAL SENSOR FOR LAPAROSCOPIC GAST-
RECTOMY. 3rd Triangle Scientific Meeting of the Ja-
pan-Hungary-Poland Surgical Society, 2018,（Budapest）,

［口演］.
005　Ito S, Imano M, Uenosono Y, Arigami T, Yabusaka 

H, Hirono Y, Ueda S, Matsumura T, Fukushima R, 
Takeno A, Kishi K, Chiba Y, Chiba S, Imamoto H, 
Ito Y, Matsuki A, Ishigami H, Yamaguchi H, Ki-
tayama J, Furukawa H, Japan intraperitoneal chem-
otherapy study group（JIPG）：A phase Ⅱ study of 
perioperative intraperitineal paclitaxel plus S-1/paclitax-
el for curatively resectable gastric cancer with serosal 
invasion: The GAPS study. 2018ASCO ANNUAL 
MEETING, 2018,（Chicago,）［示説］.

006　Natsume S, Shimizu Y, Senda Y：Real conversion 
surgery rate for unresectable pancreatic cancer. 第30回
日本肝胆膵外科学会・学術集会, 2018,（横浜）,［シンポ
ジウム］.

007　Hayashi D, Natsume S, Senda Y, Komori K, Shimi-
zu Y：Treatment of Pancreatic head cancer in patients 
Over 80 years old. 第30回日本肝胆膵外科学会・学術集

会, 2018,（横浜）,［示説］.
008　Senda Y, Shimizu Y, Natsume S, Komori K, Hay-

ashi D,  Tanaka H：Usefulness of invagination pancre-
aticojejunostomy for patient with a soft pancreas and 
non-dilated pancreatic duct after pancreaticojejunosto-
my. 第30回日本肝胆膵外科学会・学術集会, 2018.（横浜）

［示説］.
009　Morinaga S, Takahashi S, Ikeda M, Toyama H, 

Shimizu Y, Nakamori S, Hishinuma S, Takakura  
N, Takayama W, Hirano S, Otubo T, Nagino M, 
Kimura W, Sugimachi K, Uesaka K：Phase 2 trial of 
neoadjuvant S-1 and concurrent radiotherapy for border-
line resectable pancreatic cancer: Results of JASPAC05. 
第30回日本肝胆膵外科学会・学術集会, 2018,（横浜）,［シ
ンポジウム］.

010　Toyama H, Takahashi S, Morinaga S, Shimizu Y, 
Nakamori S, Hishinuma S, Takakura N, Takayama 
W, Hirano S, Uesaka K：Phase Ⅱtrial of neoadjuvant 
S-1 and concurrent radiotherapy for BR pancreatic can-
cer （JASPAC05）. 第73回日本消化器外科学会総会, 2018,

（鹿児島）,［シンポジウム］.
011　Senda Y, Shimizu Y, Natsume S：Outcome of Hepa-

tectomy Following Chemothrapy for Synchronous Liver 
Metastasis of Coloretal Cancer. 13th IHPBA World Con-
gress, 2018,（Geneva）,［示説］.

012　Shimizu Y, Yamaue H, Maguchi H, Hirono S, Sano 
T, Senda Y, Natsume S,  Yanagisawa A：Surgical in-
dication for BD-IPMN Mural Nodule in Algorithm of 
2012 & 2017 international Consensus Guidelines. 13th 
IHPBA World Congress, 2018,（Geneva）,［口演］.

013　Uemura N,  Abe T,  Higaki E,  Hosoi T,  An B：
The Impact of Preoperative Skeletal Muscle Mass on 
Postoperative Outcomes after Esophagectomy for Es-
ophageal Cancer. The International Society for Diseases 
of the Esophagus 16th World Congress, 2018,（Vienna）,

［示説］.
014　Shimizu Y, Yamaue H, Maguchi H, Hirono S, Senda 

Y, Natsume S, Yanagisawa A：Surgical indication for 
BD–IPMN-Mural Nodule as a Predictive Factor in the 
2012 & 2017 International Consensus Guidelines-. 第 80
回日本臨床外科学会総会, 2018,（東京）,［シンポジウム］.

015　Ouchi A, Komori K, Kinoshita T, Oshiro T, Kojima 
H, Sasaki T, Agata M：Standardized procedure for di-
verting loop ileostomy at a high-volume cancer center in 
Japan. 11th Congress of the Asian Society of Stoma Re-
habilitation, 2019.（大阪）［シンポジウム］.

016　Ouchi A：11th Congress of the Asian Society of Stoma 
Rehabilitation, 2019,（大阪）,［座長］.

017　Kawashima Y, Ito S, Morita S,  Sano T, Takahari 
D, Kinoshita T, Terashima M, Nashimoto A, 
Yamagami H, Sasako M, Fukushima N, Yamada M, 
Fujiwara Y, Kimura Y, Ikeda A, Yamamura T, 
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Katayama H, Mizusawa J：Long-term outcome of neo-
adjuvant chemotherapy with docetaxel, cisplatin and S-1 
followed by para-aortic lymph node dissection for gas-
tric cancer with extensive nodal metastasis （JCOG1002）

（ 高度リンパ節転移胃癌に対する術前化学療法後膨大動
脈リンパ節郭清）. 第91回日本胃癌学会総会, 2019,（沼津）,

［ビデオ］.
018　Ito Y, Kadowaki S, Narita Y,  Masuishi T, Ito S, 

Misawa K, Higaki E, Ooshiro T, Natsume S, Kinos-
hita T, Senda Y, Abe T, Komori K, Muro K, Shimi-
zu Y：Clinical outcomes of intraperitoneal chemothera-
py for gastric cancer with peritoneal metastasis（胃癌
腹膜播種に対する腹腔内化学療法の治療成績）. 第91回日
本胃癌学会総会, 2019,（沼津）,［示説］.

019　Arigami T, Imano M, Uenosono Y, Ito S, Yabusaki 
H, Hirono Y, Ueda S, Matsumura T, Chiba Y, Chiba 
S, Ito Y, Matsuki A, Ishigami H, Kitayama J, Furu-
kawa H：Intraperitoneal paclitaxel plus S-1/paclitaxel 
for resectable gastric cancer with serosal invasion.（切
除可能な漿膜浸潤を伴う胃癌に対する周術期化学療法

（TS-1 , パクリタキセル経静脈・腹腔内投与併用療法）. 第
91回日本胃癌学会総会, 2019,（沼津）,［口演］.

020　Suenaga Y, Misawa K, Ito Y, Ito  S：Diagnostic value 
and optimal indication of staging laparoscopy for ad-
vanced gastric cancer（進行胃癌に対する審査腹腔鏡の
診断的意義と適応基準について）. 第91回日本胃癌学会総
会, 2019,（沼津）,［口演］.

021　Misawa K, An B, Ito Y, Ito S, Shimizu Y：The sur-
gical procedure and short-term outcome of robotic gast-
rectomy in the introduction period（ロボット支援胃切
除術の導入期における手技の工夫と短期成績）. 第91回日
本胃癌学会総会, 2019,（沼津）,［ビデオ］.

022　Ito S, Sano T, Takahari D, Tsuburaya A, Terashi-
ma M, Sasako M：Development of multi-disciplinary 
treatment for gastric cancer with extensive lymph node 
metastasis（高度リンパ節転移陽性胃癌に対する集学的
治療開発）. 第91回日本胃癌学会総会, 2019,（沼津）,［シ
ンポジウム］.

023　Iizuka A, Kanda M, Ito S, Mochizuki Y, Teramoto 
H, Ishigure K, Murai T, Asada T, Ishiyama A, Mat-
sushita H, Tanaka C, Kobayashi D,  Fujiwara M, 
Murotani K,  Kodera Y：Proposal of a scoring scale to 
estimate risk for the discontinuation of S-1 adjuvant 
monotherapy（S-1術後化学療法の忍容性予測因子）. 第91
回日本胃癌学会総会, 2019,（沼津）,［口演］.

024　夏目誠治, 清水泰博, 千田嘉毅, 林　大介, 伊藤誠二, 小
森康司, 安部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村
則久：切除不能膵癌に対するconversion surgery ｢真の
施行率｣ と成績. 第118回日本外科学会定期学術集会, 
2018,（東京）,［ワークショップ］.

025　大城泰平, 小森康司, 木下敬史, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣

栄治, 大内　晶, 筒山将之, 細井敬泰, 重吉　到, 安　炳
九, 林　大介, 内野大倫, 國友愛奈, 清水泰博, 杉原健一：
下部進行直腸癌に対するTNM分類の適応. 第118回日本
外科学会定期学術集会, 2018,（東京）,［示説］.

026　千田嘉毅, 清水泰博, 佐野　力, 夏目誠治, 伊藤誠二, 小
森康司, 安部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村
則久：膵手術と短期成績　膵頭十二指腸切除後の膵空腸
吻合における嵌入法の有用性（Usefulness of invagina-
tion technique for pancreaticojejunostomy after pancrea-
ticoduodenectomy ）. 第118回日本外科学会定期学術集会, 
2018,（東京）,［シンポジウム］.

027　國友愛奈, 小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 檜垣栄治, 夏
目誠治, 植村則久, 伊藤友一, 三澤一成, 千田嘉毅, 安部
哲也, 伊藤誠二, 清水泰博：下部進行直腸癌の側方リン
パ節再発症例の検討. 第118回日本外科学会定期学術集会, 
2018,（東京）,［示説］.

028　林　大介, 夏目誠治, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 大城
泰平, 檜垣栄治, 清水泰博：当院における80歳以上の高
齢者膵癌症例の検討～手術と化学療法の比較～ . 第118
回回日本外科学会定期学術集会, 2018,（東京）,［示説］.

029　小林大介, 石槫　清, 望月能成, 中山裕史, 阪井　満, 伊
藤誠二, 小島　宏, 梶川真樹, 安藤昌彦, 小寺泰弘：胃癌
術後患者を対象としたOral nutritional supplementsの有
効性に関する多施設共同臨床試験（CCOG1301）【Gastric 
Cancer】第118回日本外科学会定期学術集会, 2018,（東京）,

［アンコール発表］.
030　木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部哲也, 千

田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣
栄治, 清水泰博：下部進行直腸癌に対する側方郭清の適
応と成績. 第118回日本外科学会定期学術集会, 2018,（東
京）,［口演］.

031　安部哲也, 細井敬泰, 植村則久, 檜垣栄治, 安　炳九, 伊
藤誠二, 小森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木下
敬史, 夏目誠治, 大城泰平, 清水泰博：胸部食道癌手術に
おいて, GFO（グルタミン+プレバイオティクス）療法
は術後早期の手術侵襲を軽減する. 第118回日本外科学会
定期学術集会, 2018,（東京）,［複数領域セッション］.

032　小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣栄
治, 大内　晶, 筒山将之, 重吉　到, 細井敬泰, 安　炳九, 
林　大介, 田中秀治, 内野大倫, 國友愛奈, 清水泰博：病
理組織学的所見からみた腹膜転移巣完全切除（根治度B）
を施行したStageⅣ大腸癌の予後について. 第118回日本
外科学会定期学術会, 2018,（東京）,［示説］.

033　檜垣栄治, 安部哲也, 植村則久, 安　炳九, 細井敬泰, 國
友愛奈, 内野大倫, 田中秀治, 林　大介, 重吉　到, 筒山
将之, 大内　晶, 大城泰平, 夏目誠治, 木下敬史, 伊藤友
一, 三澤一成, 千田嘉毅, 小森康司, 伊藤誠二, 清水泰博：
食道癌根治切除後早期に発症する肺炎に対する治療戦略. 
第118回日本外科学会定期学術集会, 2018,（東京）,［示説］.

034　内野大倫, 小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 伊藤誠二, 安
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部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠
治, 檜垣栄治, 清水泰博：大腸癌肝肺転移症例に対する
外科的切除の治療成績. 第118回日本外科学会定期学術集
会, 2018,（東京）,［口演］.

035　細井敬泰, 安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 安炳九, 伊藤
誠二, 小森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 
夏目誠治, 大城泰平：食道癌手術における吻合部狭窄が
術後栄養状態に与える影響. 第118回日本外科学会定期学
術集会, 2018,（東京）,［示説］.

036　清水泰博：第118回日本外科学会定期学術集会, 2018,（東
京）,［座長］.

037　植村則久, 安部哲也, 檜垣栄治, 細井敬泰, 安　炳九, 伊
藤誠二, 小森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木下
敬史, 夏目誠治, 大城泰平, 清水泰博：80歳以上の高齢者
食道癌に対する治療成績 第118回日本外科学会定期学術
集会, 2018,（東京）,［示説］.

038　安　炳九, 安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 細井敬泰, 伊
藤誠二, 小森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木下
敬史, 夏目誠治, 大城泰平, 大内　晶, 筒山将之, 重吉　
到, 林　大介, 田中秀治, 内野大倫, 國友愛奈, 清水泰博：
食道癌根治術後再発症例における予後予測因子について
の検討. 第118回日本外科学会定期学術集会, 2018,（東京）,

［示説］.
039　田中秀治, 夏目誠治, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安

部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 大城泰
平, 檜垣栄治, 清水泰博：胃癌肝転移切除例の治療成績
の検討. 第118回日本外科学会定期学術集会, 2018,（東京）,

［示説］.
040　伊藤誠二, 伊藤友一, 三澤一成, 檜垣栄治, 大城泰平, 植

村則久, 木下敬史, 夏目誠治, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森
康司, 清水泰博, 木下　平：開腹. 第118回日本外科学会
定期学術集会, 2018,（東京）,［ディベート］.

041　中田浩二, 池田正視, 三澤一成, 川平　洋, 稲田高男, 並
川　努, 寺島雅典, 高橋正純, 木南伸一, 吉田　昌, 上之
園芳一, 小寺泰弘：PGSASスタディからみた各胃切除術
における至適な手術手技. 第118回日本外科学会定期学術
集会, 2018,（東京）,［口演］.

042　安　炳九, 植村則久, 檜垣栄治, 細井敬泰, 國友愛奈, 内
野大倫, 田中秀治, 林　大介, 重吉　到, 筒山将之, 大内　
晶, 大城泰平, 夏目誠治, 木下敬史, 伊藤友一, 三澤一成, 
千田嘉毅, 小森康司, 伊藤誠二, 清水泰博：左肺癌根治術
と同時に左側アプローチ胸腔鏡下にて核出した食道神経
鞘腫の1例. 第295回東海外科学会, 2018,（名古屋）,［口演］.

043　國友愛奈, 木下敬史, 大城泰平, 小森康司, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 夏目誠治, 植村
則久, 檜垣栄治, 清水泰博：肺癌小腸転移の1切除例. 第
295回東海外科学会, 2018,（名古屋）,［口演］.

044　林　大介, 千田嘉毅, 夏目誠治, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 大城
泰平, 檜垣栄治, 清水泰博：胆嚢肝癌術後に発症した膵
内遺残胆管癌の1例. 第295回東海外科学会, 2018,（名古屋）,

［口演］.

045　内野大倫, 伊藤誠二, 三澤一成, 伊藤友一, 小森康司, 安
部哲也, 千田嘉毅, 木下敬史, 植村則久, 夏目誠治, 大城
泰平, 檜垣栄治, 清水泰博：胃に限局した非閉塞性虚血
性壊死の1例. 第295回東海外科学会, 2018,（名古屋）,［口
演］.

046　小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣
栄治, 大内　晶, 筒山将之, 細井敬泰, 重吉　到, 安　炳
九, 林　大介, 田中秀治, 内野大倫, 清水泰博：同時性腹
膜転移巣を完全切除した（根治度B）を施行したStage
Ⅳ大腸癌の予後について－特に腹膜転移巣の病理組織学
的所見から－. 第104回日本消化器病学会総会, 2018,（東
京）,［口演］.

047　小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣栄治, 大内　
晶, 筒山将之, 細井敬泰, 重吉　到, 安　　炳九, 林　大
介, 田中秀治, 内野大倫, 國友愛奈, 清水泰博：大腸癌腹
膜転移巣の病理組織学的所見から予後を層別化する. 第
39回癌免疫外科研究会, 2018,（岐阜）,［口演］.

048　安部哲也：第61回関西胸部外科学会学術集会, 2018,（名
古屋）,［座長］.

049　細井敬泰, 安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 安　炳九：食
道切除後の胃管再建におけるICG蛍光法による胃管血流
評価の有用性. 第61回関西胸部外科学会学術集会, 2018,

（名古屋）,［パネルディスカッション］.
050　中西速夫, 伊藤誠二, 服部正也：血中循環細胞（CTC）

を明視野で検出できるCTC検出システムの開発とCTC
細胞診. 第107回日本病理学会, 2018,（札幌）,［口演］.

051　清水泰博：第49回日本膵臓学会大会, 2018,（和歌山）,［座
長］.

052　清水泰博：手術適応. 第49回日本膵臓学会, 2018,（和歌山）,
［パネルディスカッション］.

053　清水泰博, 高橋進一郎, 外山博近, 森永聡一郎, 中森正二, 
菱沼正一, 小林達伺, 池田公史, 上坂克彦：術前S-1併用放
射線療法による BR膵癌の制御： ＪＡＳＰＣ05の解析結
果より. 第49回日本膵臓学会, 2018,（和歌山）,［口演］.

054　夏目誠治, 清水泰博, 千田嘉毅, 原和生, 水野伸匡, 桑原
崇 通 , 奥 野 の ぞ み , 岩 屋 博 道： 動 脈 摂 食 膵 癌

（BRA,URLA）の検討　早期再発と前治療期間のの関係
について. 第49回日本膵臓学会, 2018,（和歌山）,［口演］.

055　國友愛奈, 夏目誠治, 千田嘉毅, 原和生, 水野伸匡, 桑原
崇通, 奥野のぞみ, 清水泰博：膵頭十二指腸切除後, 膵管
チューブにおける膵液感染の臨床的意義. 第49回日本膵
臓学会, 2018,（和歌山）,［口演］.

056　安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 細井敬泰, 安　炳九：3D
内視鏡システムを用いた当科における胸腔鏡下食道切除
術. 第72回日本食道学会学術集会, 2018,（宇都宮）,［ビデ
オシンポジウム］.

057　檜垣栄治, 細井敬泰, 安炳九, 植村則久, 安部哲也：食道
癌根治術後の早期炎症性合併症を術後の血中CRP値から
予測する. 第72回日本食道学会学術集会, 2018,（宇都宮）,

［示説］.
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058　細井敬泰, 安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 安　炳九：胸
部食道癌におけるCollard変法を用いた頚部食道胃管吻合
の成績. 第72回日本食道学会学術集会, 2018,（宇都宮）,［示
説］.

059　植村則久, 安部哲也, 檜垣栄治, 細井敬泰, 安　炳九, 室　
圭, 田近正洋, 古平毅, 清水泰博：当院におけるステージ
Ⅳ食道癌に対するコンバージョン手術の現状と治療成績. 
第72回日本食道学会学術集会, 2018,（宇都宮）,［パネルディ
スカッション］.

060　三谷誠一郎, 門脇重憲, 舛石俊樹, 谷口浩也, 宇良　敬, 
安藤正志, 田近正洋, 古平　毅, 安部哲也, 室　圭：切除
不能進行食道扁平上皮癌に対するmodified FOLFOX6療
法の検討. 第72回日本食道学会学術集会, 2018,（宇都宮）,

［示説］.
061　重吉　到, 三澤一成, 伊藤誠二, 伊藤友一：胃粘膜下腫瘍

に対するReduced port surgeryの工夫. 第31回日本小切
開・鏡視外科学会, 2018,（広島）,［シンポジウム］.

062　小森康司：第89回大腸癌研究会, 2018,（新潟）,［座長］.
063　木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 大内　晶, 清水泰博：肺

癌小腸転移切除例の検討. 第89回大腸癌研究会, 2018,（新
潟）,［口演］.

064　夏目誠治, 清水泰博, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久：切除
不 能 膵 癌 に 対 す る conversion surgery 真 の conversion 
rateと治療成績. 第73回日本消化器外科学会総会, 2018,

（鹿児島）,［口演］.
065　内野大倫, 小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 伊藤誠二, 安

部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 清水泰博：右側
及び左側結腸癌の初回切除後および再発後の治療成績の
検討. 第73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［示
説］.

066　安　炳九, 安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 細井敬泰, 清
水泰博：食道癌に対する術前補助療法の臨床的治療効果
と予後についての検討. 第73回日本消化器外科学会総会, 
2018,（鹿児島）,［示説］.

067　伊藤友一, 伊藤誠二, 三澤一成, 夏目誠治, 植村則久, 木
下敬史, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 清水泰博：胃癌
内視鏡治療非治癒切除後に経過観察となった症例に関す
る検討. 第73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,

［口演］.
068　重吉　到, 三澤一成, 伊藤誠二, 伊藤友一, 小森康司, 安

部哲也, 千田嘉毅, 木下敬史, 植村則久, 清水泰博：当院
における幽門保存胃切除症例の検討. 第73回日本消化器
外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［示説］.

069　中田浩二, 池田　正, 高橋正純, 木南伸一, 上之園芳一, 
三澤一成, 寺島雅典, 小寺泰弘：腹腔鏡アプローチが幽
門側胃切除 Billroth Ⅰ法再建後のQOLに及ぼす影響. 第
73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［口演］.

070　清水泰博：第73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児
島）,［座長］.

071　伊藤誠二：第73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児
島）,［座長］.

072　伊藤誠二, 伊藤友一, 三澤一成, 植村則久, 木下敬史, 千
田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 清水泰博, 木下　平：腹腔
内に限局した高度リンパ節転移陽性胃癌に対する初回治
療としてS-1/CDDP療法を行った症例の検討. 第73回日
本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［パネルディスカッ
ション］.

073　大城泰平, 小森康司, 木下敬史, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 清水泰博：多方
向アプローチによるSMAに沿った腹腔鏡下結腸切除術. 
第73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［示説］.

074　田中秀治, 夏目誠治, 千田嘉毅, 木下敬史, 伊藤友一, 三
澤一成, 安部哲也, 小森康司, 伊藤誠二, 清水泰博：胃癌
肝転移に対する肝切除治療成績の検討. 第73回日本消化
器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［示説］.

075　三澤一成, 伊藤友一, 伊藤誠二, 重吉到, 植村則久, 木下
敬史, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 清水泰博：腹腔鏡
下噴門側胃切除, 7cm間置空腸・残胃後壁吻合再建の手
技と長期成績. 第73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿
児島）,［示説］.

076　円谷　彰, 吉川貴己, 伊藤誠二, 片山宏, 山田貴允, 寺島
雅典：高度リンパ節転移胃癌に対する術前化学療法と拡
大郭清のリスク－ベネフィット. 第73回日本消化器外科
学会総会, 2018,（鹿児島）,［パネルディスカッション］.

077　小森康司：第73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児
島）,［座長］.   

078　國友愛奈, 夏目誠治, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 清水泰博：膵頭
十二指腸切除後, 膵管チューブにおける膵液感染の臨床
的意義. 第73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,

［示説］.
079　千田嘉毅, 夏目誠治, 伊藤誠二, 小森康司, 安部哲也, 三

澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 清水泰博：Soft 
pancreas,　主膵管非拡張症例に対する陥入法（invagina-
tion technique）による簡便な膵腸吻合. 第73回日本消化
器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［示説］.

080　林　大介, 夏目誠治, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 清水泰博：当院
における80歳以上の高齢者膵癌症例の検討～手術と非手
術療法の比較～ . 第73回日本消化器外科学会総会, 2018,

（鹿児島）,［示説］.
081　塩澤学, 瀧井康公, 小森康司, 大植雅之, 西村洋治, 池田

聡, 水澤純基, 片山宏, 島田安博, 金光幸秀：大腸癌切除
における適切な切除手順に関するランダム化比較試験

（JCOG1006試験）の短期成績. 第73回日本消化器外科学
会総会, 2018,（鹿児島）,［示説］.

082　小森康司, 木下敬史, 大城泰平　伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 清水泰博：腹膜
転移（P1）巣完全切除した根治度B, StageⅣ大腸癌の予
後－病理組織学的所見から層別化は可能か？－. 第73回
日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［示説］.

083　木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 清水泰博：下部進行直腸癌
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に対する手術～開腹手術の立場から～ . 第73回日本消化
器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［パネルディスカッショ
ン］.

084　大内　晶, 木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 清水泰博：横行
結腸癌に対する腹腔鏡下中結腸動脈D3郭清の定型化. 第
73回日本消化器外科学会総会, 2018,（鹿児島）,［ビデオ］.

085　檜垣栄治, 安部哲也, 植村則久, 安　炳九, 細井敬泰, 伊
藤誠二, 小森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 清水泰博：食道
癌根治術後にomega-3系脂肪酸を投与することは早期肺
炎を減少させる. 第73回日本消化器外科学会総会, 2018,

（鹿児島）,［示説］.
086　小澤英史, 吉田雅博, 林　卓馬, 安藤正志, 水野美香, 室　

圭, 清水泰博, 谷田部恭, 小森康司, 本多和典, 筑紫　聡：
進行性平滑筋肉腫の治療成績. 第51回日本整形外科学会
骨・軟部腫瘍学術集会, 2018,（静岡）,［口演］.

087　沼田佳久, 小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠
治, 檜垣栄治, 清水泰博：腺癌および神経内分泌腫瘍成
分を伴った成人仙尾部奇形腫の1例. 第50回愛知臨床外
科学会, 2018,（名古屋市）,［口演］.

088　三澤一成, 伊藤誠二, 伊藤友一, 松井隆則, 廣田政志, 安
部哲也, 小森康司, 清水泰博：胃上部癌に対する臍切開
+2 で 行 う Reduced port total/proximal gastrectomy 

（RP-TG/PG）. 7th Reduced Port Surgery Forum 2018 in 
Sapporo第12回単孔式内視鏡手術研究会 第19回Needle-
scopic Surgery Meeting, 2018,（札幌）,［ワークショップ］.

089　清水泰博：第45回日本膵切研究会, 2018,（札幌）,［座長］.
090　清水泰博：第69回日本消化器画像診断研究会, 2018,（金

沢）,［座長］.
091　中西速夫, 筒山将之, 服部正也, 黒田浩章, 谷田部　恭, 

伊藤誠二, 坂尾幸則, 岩田広治：3Dフィルタ型CTC分離
デバイスを用いたCTC細胞診の試みと大腸, 肺, 乳がん
血中循環癌細胞（CTC）に関する臨床的検討　Pilot 
study on the CTC cytology for colon, lung and breast 
cancer patients using a 3D metal filter-based platform. 
第77回日本癌学会学術集会, 2018,（大阪）,［口演］.

092　大島　貴, 吉川貴己, 森田智視, 宮城洋一, 田邊和照, 西
川和宏, 伊藤友一, 青山　徹, 利野　靖, 益田宗孝, 坂本
純一：局所進行胃癌に対する術前補助化学療法の効果予
測マーカー検索　COMPASS試験バイオマーカー研究

（Search for predictive biomarkers of response to neoad-
juvant chemotherapy in  locally advanced gastric can-
cer）. 第77回日本癌学会学術集会, 2018,（大阪）,［口演］.

093　清水泰博：第54回日本胆道学会学術集会, 2018,（千葉）,［座
長］.

094　夏目誠治, 清水泰博, 千田嘉毅, 小森康司, 林　大介：膵
頭十二指腸切除における肝管空腸吻合部狭窄発生率　連
続吻合と結節吻合の比較. 第54回日本胆道学会学術集会, 
2018,（千葉）,［口演］.

095　茶谷祥平, 女屋博昭, 出嶋育朗, 塚本裕一, 高橋大雄, 長
谷川貴章, 加藤弥菜, 佐藤洋造, 山浦秀和, 稲葉吉隆, 大

城泰平, 小森康司, 加藤省一, 谷田部　恭：奇形腫由来の
体細胞系悪性腫瘍を発症したCurrarino症候群疑いの1例. 
第54回日本医学放射線学会秋季臨床大会, 2018,（福岡）,［口
演］.

096　夏目誠治, 清水泰博, 千田嘉毅, 原　和生, 水野伸匡, 桑
原崇通, 奥野のぞみ, 松本慎平：切除不能膵癌に対する
FOLFIRINOX と Gem+nab-paclitaxel の 比 較 conversion 
surgery施行率の検討. 第13回膵癌術前治療研究会, 2018,

（福岡）,［シンポジウム］.
097　沖　哲, 安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 細井敬泰, 小森

康司, 伊藤誠二, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬
史, 夏目誠治, 大城泰平, 清水泰博：遊離空腸採取後の空
腸-空腸吻合部を先進部とする腸重積の1例. 第296回東
海外科学会, 2018,（浜松）,［口演］.

098　前田真吾, 木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠
治, 檜垣栄治, 清水泰博：当院における肺癌小腸転移切
除例の検討. 第296回東海外科学会, 2018,（浜松）,［口演］.

099　出井秀幸, 夏目誠治, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 大城泰
平, 檜垣栄治, 清水泰博：糖原病に合併した肝細胞癌に
対して肝切除を施行した1例 . 第296回東海外科学会, 
2018,（浜松）,［口演］.

100　夏目誠治：第296回東海外科学会,2018,（浜松）,［座長］.
101　小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 大内晶, 伊藤誠二, 安部

哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠
治, 檜垣栄治, 清水泰博：同時性腹膜転移を有する大腸
癌切除症例－病理組織学的所見から予後を層別化する－. 
第56回日本癌治療学会学術集会, 2018,（横浜）,［示説］.

102　渡　二郎, 三谷誠一郎, 戸澤勝之, 富田寿彦, 大島忠之, 
福井広一, 門脇重憲, 夏目誠治, 千田嘉毅, 田近正洋, 原　
和生, 谷田部　恭, 清水泰博, 廣田誠一, 三輪洋人：原発
性非乳頭部十二指腸癌の臨床病理学的・分子病理学的検
討. 第56回日本癌治療学会学術集会, 2018,（横浜）,［口演］.

103　安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 細井敬泰, 門脇重憲, 谷
口浩也, 室　圭, 田中　努, 石原　誠, 田近正洋, 丹羽康正, 
伊藤誠二, 小森康司, 清水泰博：高度局所進行食道癌に
対する導入DCF療法後手術療法の成績. 第56回日本癌治
療学会学術集会, 2018,（横浜）,［シンポジウム］.

104　小林大介, 石上浩徳, 藪崎裕, 大森　健, 小寺泰弘, 福島
亮治, 今野元博, 有上貴明, 富田寿彦, 岸健太郎, 松村卓
樹, 三澤一成, 廣野晴夫, 山口博紀, 北山丈二（腹腔内化
学療法研究会）：胃癌腹膜播種に対する全身化学療法と
腹腔内化学療法および胃切除術による集学的治療. 第56
回日本癌治療学会学術集会, 2018,（横浜）,［口演］.

105　夏目誠治, 清水泰博, 千田嘉毅：切除不能膵癌に対する
conversion surgery施行率向上の可能性　新規抗癌剤導
入前後の比較と手術成績. 第26回日本消化器関連学会週 
JDDW2018KOBE, 2018,（神戸）,［パネルディスカッショ
ン］.

106　大城泰平, 木下敬史, 大内　晶, 前田真吾, 沼田佳久, 小
森康司：手術治療の立場から見た側方領域の治療戦略. 
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第73回日本大腸肛門病学会学術集会, 2018,（東京）,［シ
ンポジウム］.

107　木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 大内　晶, 清水泰博：当
院における腹腔鏡下結腸～安全な切除・吻合なための工
夫. 第73回日本大腸肛門病学会学術集会, 2018,（東京）,［口
演］.

108　小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 大内　晶, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目
誠治, 檜垣栄治, 細井敬泰, 安　炳九, 林　大介, 内野大
倫, 國友愛奈, 清水泰博：同時性腹膜転移を有する大腸
癌切除症例（根治度B）－転移巣の病理組織学的所見か
ら予後層別化は可能か？－The prognosis of colorectal 
cancers with peritoneal metastasis from pathological 
findings. 第73回日本大腸肛門病学会学術集会, 2018,（東
京）,［パネルディスカッション］.

109　沼田佳久, 木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 大内　晶, 清
水泰博：下部直腸癌に対するISRの治療成績と適応. 第
73回日本大腸肛門病学会学術集会, 2018,（東京）,［口演］.

110　前田真吾, 木下敬史, 大城泰平, 大内　晶, 小森康司：当
院における一時的回腸人工肛門造設の工夫と成績. 第73
回日本大腸肛門病学会学術集会, 2018,（東京）,［口演］.

111　大内　晶, 小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 内野大倫, 沖　
哲, 前田真吾, 沼田佳久：当科での若年発症大腸癌に対
する遺伝性大腸癌サーベイランスの現状. 第73回日本大
腸肛門病学会学術集会, 2018,（東京）,［ワークショップ］.

112　塩田規帆, 佐藤美信, 船橋公彦, 小森康司, 花井恒一, 舛
森宏次, 松岡　宏, 勝野秀稔, 遠藤智美, 水野真広, 鄭　
栄哲, 前田耕太郎, 宇山一朗：ストーマ合併症の発生率
とリスク因子に関する多施設共同研究. 第73回日本大腸
肛門病学会学術集会, 2018,（東京）,［口演］.

113　三澤一成：第27回日本コンピューター外科学会大会,2018,
（奈良）,［座長］.

114　鉄村悠介, 林　雄一郎, 小田昌宏, 北坂孝幸, 三澤一成, 
森　健策：CT像より自動抽出された動脈領域に対応し
た機械学習に基づく腹部動脈血管名自動命名法. 第27回
日本コンピューター外科学会大会, 2018,（奈良）,［口演］.

115　蒋　師, 林　雄一郎, 小田昌宏, 北坂孝幸, 三澤一成, 森　
健策：腹腔鏡把持ロボットのための自動ハンドアイキャ
リブレーションの検討. 第27回日本コンピューター外科
学会大会, 2018,（奈良）,［口演］.

116　林　雄一郎, 杉野貴明, 小田昌宏, 三澤一成, 森　健策：
ディープラーニングを用いた腹腔鏡映像からの腹腔鏡下
胃切除術の手術工程解析の検討. 第27回日本コンピュー
ター外科学会大会, 2018,（奈良）,［口演］.

117　小澤卓也, 小田紘久, 伊東隼人, 北坂孝幸, Holger R.
Roth, 小田昌宏, 林雄一郎, 三澤一成, 伊藤雅昭, 竹下修
由, 森　健策：U-Netを用いた腹腔鏡動画像における出
血領域検出に関する検討. 第27回日本コンピューター外
科学会大会, 2018,（奈良）,［口演］.

118　國友愛奈, 檜垣栄治, 安部哲也, 植村則久, 細井敬泰, 伊
藤誠二, 小森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木下
敬史, 夏目誠治, 大城泰平, 清水泰博：隔膜上憩室部に発

生し横隔膜肺肝合併切除を要した進行食道癌の1切除例. 
日本消化器病学会東海支部第129回例会, 2018,（名古屋）,

［口演］.
119　高野　仁, 伊藤友一, 三澤一成, 伊藤誠二, 檜垣栄治, 大

城泰平, 夏目誠治, 植村則久, 木下敬史, 千田嘉毅, 安部
哲也, 小森康司, 清水泰博：異所性胃粘膜を背景に発生
した十二指腸癌の1切除例. 日本消化器病学会東海支部第
129回例会, 2018,（名古屋）,［口演］.

120　大城泰平, 小森康司, 木下敬史, 大内　晶, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目
誠治, 檜垣栄治, 細井敬泰, 安　炳九, 林　大介, 内野大
倫, 國友愛奈, 前田真吾, 沼田佳久, 清水泰博：TaTME
の手術手技と短期成績. 日本消化器病学会東海支部第129
回例会, 2018,（名古屋）,［口演］.

121　内野大倫, 千田嘉毅, 夏目誠治, 林　大介, 伊藤誠二, 小
森康司, 安部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村
則久, 大城泰平, 檜垣栄治, 清水泰博：十二指腸乳頭部癌
に対して膵頭十二指腸切除術後に残膵癌を発症した1例. 
日本消化器病学会東海支部第129回例会, 2018,（名古屋）,

［口演］.
122　清水泰博：第80回日本臨床外科学会総会,2018,（東京）,［座

長］.
123　夏目誠治, 清水泰博, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安

部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 大城
泰平, 檜垣栄治：切除不能膵癌に対する1次治療著効例
に対するconversion surgeryの意義. 第80回日本臨床外
科学会総会, 2018,（東京）,［ワークショップ］.

124　千田嘉毅, 清水泰博, 夏目誠治, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 大城
泰平, 檜垣栄治, 林　大介：Soft pancreas, 膵管非拡張症
例に対する陥入法による膵腸吻合. 第80回日本臨床外科
学会総会, 2018,（東京）,［ビデオワークショップ］.

125　木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣
栄治, 清水泰博：右側結腸癌に対するD3郭清. 第80回日
本臨床外科学会総会, 2018,（東京）,［シンポジウム］.

126　大城泰平, 小森康司, 木下敬史, 大内　晶, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目
誠治, 檜垣栄治, 前田真吾, 沼田佳久, 清水泰博：下部進
行直腸癌に対する両側側方郭清+オキサリプラチンレジ
メンによる補助化学療法の治療成績. 第80回日本臨床外
科学会総会, 2018,（東京）,［シンポジウム］.

127　伊藤誠二：第80回日本臨床外科学会総会, 2018,（東京）,［座
長］.

128　安部哲也：胸部食道がん術後疼痛管理にアセトアミノ
フェン静注液を使う理由とは？ . 第80回日本臨床外科学
会総会, 2018,（東京）,［学術セミナー］.

129　伊藤友一, 伊藤誠二, 三澤一成, 檜垣栄治, 大城泰平, 夏
目誠治, 植村則久, 木下敬史, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森
康司, 清水泰博：胃癌取扱い規約第15版によるステージ
分類についての検討. 第80回日本臨床外科学会総会, 
2018,（東京）,［口演］.
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130　小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣
栄治, 大内　晶, 清水泰博：がん専門病院における直腸
切除術後の難治性直腸腟瘻の治療戦略. 第80回日本臨床
外科学会総会, 2018,（東京）,［口演］.

131　大内　晶, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣
栄治, 清水泰博：デバイスを適切に使い分ける安全かつ
確実な開腹側方郭清. 第80回日本臨床外科学会総会, 
2018,（東京）,［ビデオ］.

132　沼田佳久, 小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目
誠治, 檜垣栄治, 清水泰博：根治切除不能大腸癌に対す
る原発原発巣切除後の予後因子の検討. 第80回日本臨床
外科学会総会, 2018,（東京）,［口演］.

133　國友愛奈, 夏目誠治, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 大城
泰平, 檜垣栄治, 清水泰博：膵頭十二指腸切除後, 膵管
チューブにおける膵液感染の臨床的意義. 第80回日本臨
床外科学会総会, 2018,（東京）,［口演］.

134　高野　仁, 伊藤友一, 伊藤誠二, 三澤一成, 檜垣栄治, 大
城泰平, 夏目誠治, 植村則久, 木下敬史, 千田嘉毅, 安部
哲也, 小森康司, 清水泰博：膵腫瘍と鑑別に苦慮した胃
癌術後遅発性再発の1切除例. 第80回日本臨床外科学会
総会, 2018,（東京）,［口演］.

135　小森康司：第80回日本臨床外科学会総会, 2018, （東京）,
［座長］.

136　林　大介, 夏目誠治, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 大城
泰平, 檜垣栄治, 清水泰博：当院における80歳以上の高
齢者切除可能膵癌症例の検討. 第80回日本臨床外科学会
総会, 2018,（東京）,［口演］.

137　出井秀幸, 夏目誠二, 千田嘉毅, 伊藤誠二, 小森康司, 安
部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 植村則久, 大城
泰平, 檜垣栄治, 清水泰博：大腸癌同時性両葉多発肝転
移に対するconversion surgery ～肝切除により得られる
Chemo-Vacation 期間～ . 第80回日本臨床外科学会総会, 
2018,（東京）,［口演］.

138　前田真吾, 小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠
治, 檜垣栄治, 清水泰博：当院における一時的回腸人工
肛門造設の工夫と成績. 第80回日本臨床外科学会総会, 
2018,（東京）,［口演］.

139　檜垣栄治, 安部哲也, 植村則久, 細井敬泰, 安　炳九, 大
城泰平, 夏目誠治, 木下敬史, 伊藤友一, 三澤一成, 千田
嘉毅, 小森康司, 伊藤誠二, 清水泰博：食道癌根治術後の
早期免疫栄養剤投与は炎症性合併症を抑制する. 第31回
日本外科感染症学会総会, 2018,（大阪）,［口演］.

140　三澤一成：第31回日本内視鏡外科学会総会, 2018,（福岡）,
［座長］.

141　檜垣栄治, 安部哲也, 植村則久, 細井敬泰, 國友愛奈, 大
城泰平, 夏目誠治, 木下敬史, 伊藤友一, 三澤一成, 千田

嘉毅, 小森康司, 伊藤誠二, 清水泰博：胸腔鏡下食道亜全
摘術における腹腔鏡補助下胃管作成の有用性の検討～開
腹胃管作成との比較～ . 第31回日本内視鏡外科学会総会, 
2018,（福岡）,［口演］.

142　三澤一成, 林　雄一郎, 森　健策, 伊藤友一, 伊藤誠二, 
檜垣栄治, 大城泰平, 夏目誠治, 植村則久, 木下敬史, 千
田嘉毅, 安部哲也, 小森康司, 清水泰博：術前CT, ３次元
位置センサを用いた腹腔鏡下胃切除術ポート位置決定ナ
ビテーションシステムの開発. 第31回日本内視鏡外科学
会総会, 2018,（福岡）,［口演］.

143　伊藤友一, 三澤一成, 伊藤誠二, 檜垣栄治, 大城泰平, 夏
目誠治, 植村則久, 木下敬史, 千田嘉毅, 安部哲也, 小森
康司, 清水泰博：腹腔鏡下胃切除術における術中合併症
と対処法. 第31回日本内視鏡外科学会総会, 2018,（福岡）,

［口演］.
144　大内　晶, 木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安

部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目
誠治, 檜垣栄治, 清水泰博：下行結腸癌に対する腹腔鏡
下全結腸間膜切除（CME）+D3郭清. 第31回日本内視鏡
外科学会総会, 2018,（福岡）,［口演］.

145　沖　哲, 木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部
哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠
治, 檜垣栄治, 清水泰博：当科における腹腔鏡下大腸手
術での創感染対策の工夫. 第31回日本内視鏡外科学会総
会, 2018,（福岡）,［口演］.

146　前田真吾, 木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠
治, 檜垣栄治, 清水泰博：腹腔鏡下手術における中結腸
動脈領域のD3郭清の工夫. 第31回日本内視鏡外科学会総
会, 2018,（福岡）,［口演］.

147　細井敬泰, 安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 伊藤誠二, 小
森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 夏目誠
治, 大城泰平, 清水泰博：高齢者食道癌に対する胸腔鏡
下食道切除術の検討. 第31回日本内視鏡外科学会総会, 
2018,（福岡）,［口演］.

148　内野大倫, 木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 大内　晶, 伊
藤誠二, 安部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村
則久, 夏目誠治, 檜垣栄治, 清水泰博：下部直腸癌に対す
る腹腔鏡下ISR. 第31回日本内視鏡外科学会総会, 2018,（福
岡）,［口演］.

149　國友愛奈, 木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目
誠治, 檜垣栄治：鏡視下手術用ガーゼを用いた腹腔鏡下
直腸切除術における術野展開の工夫. 第31回日本内視鏡
外科学会総会, 2018,（福岡）,［口演］.

150　安部哲也：第31回日本内視鏡外科学会総会, 2018,（福岡）,
［座長］.

151　安部哲也, 植村則久, 檜垣栄治, 細井敬泰, 伊藤誠二, 小
森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 夏目
誠治, 大城泰平, 清水泰博：腹臥位胸腔鏡下食道切除術
における微細縦隔解剖に基づく反回神経麻痺の少ない上
縦隔郭清. 第31回日本内視鏡外科学会総会, 2018,（福岡）,
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［口演］.
152　植村則久, 安部哲也, 檜垣栄治, 細井敬泰, 伊藤誠二, 小

森康司, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 木下敬史, 夏目
誠治, 大城泰平, 清水泰博：胸腔鏡下食道切除術におけ
る左反回神経損傷ヒヤリハット症例. 第31回日本内視鏡
外科学会総会, 2018,（福岡）,［口演］.

153　大城泰平, 小森康司, 木下敬史, 大内　晶, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣
栄治, 細井敬泰, 林　大介, 内野大倫, 國友愛奈, 清水泰
博：腹腔鏡下直腸癌手術における骨盤内出血偶発症への
対応. 第31回日本内視鏡外科学会総会, 2018,（福岡）,［ワー
クショップ］.

154　木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安部哲也, 千
田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 檜垣
栄治, 清水泰博：腹腔鏡下直腸切除術におけるエネル
ギーデバイスの選択. 第31回日本内視鏡外科学会総会, 
2018,（福岡）,［口演］.

155　大城泰平, 小森康司, 木下敬史, 大内　晶, 清水泰博：膿
瘍形成性進行直腸癌に対する治療戦略. 第90回大腸癌研
究会, 2019,（京都）,［示説］.

156　鳥山和浩, 大内　晶, 大西祥代, 平山　裕, 田中　努, 大
城泰平, 木下敬史, 小森康司, 田近正洋, 丹羽康正：当院
におけるT1直腸癌に対する臨床病理学的検討. 第90回大
腸癌研究会, 2019,（京都）,［示説］.

157　小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 大内晶, 伊藤誠二, 安部
哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目誠治, 
檜垣栄治, 細井敬泰, 安炳九, 林　大介, 内野大倫, 國友愛
奈, 清水泰博：直腸切除術後の難治性直腸腟瘻の治療戦
略. 第15回日本消化管学会総会学術集会, 2019,（佐賀）,［口
演］.

158　大内　晶, 鳥山和浩, 大城泰平, 木下敬史, 大西祥代, 平
山　裕, 石原　誠, 田中　努, 小森康司, 田近正洋, 清水
泰博, 丹羽康正：T1結腸癌における腫瘍の局在（sided-
ness）の意義. 第15回日本消化管学会総会, 2019,（佐賀）,

［口演］.
159　末永泰人, 三澤一成, 伊藤誠二, 伊藤友一, 小森康司, 安

部哲也, 千田嘉毅, 木下敬史, 夏目誠治, 大城泰平, 檜垣栄
治, 細井敬泰, 奥野正隆, 清水泰博：腹腔鏡下幽門側胃切
除術後1年で発生した胃十二指腸動脈仮性動脈瘤出血の
一例. 第51回愛知臨床外科学会, 2019,（名古屋）,［口演］.

160　高野　仁, 千田嘉毅, 夏目誠治, 奥野正隆, 林　大介, 伊
藤誠二, 小森康司, 安部哲也, 三澤一成, 伊藤友一, 木下
敬史, 大城泰平, 細井敬泰, 檜垣栄治, 大内　晶, 安　炳
九, 内野大倫, 國友愛奈, 沖　哲, 末永泰人, 前田真吾, 
出井秀幸, 沼田佳久, 原　和生, 清水泰博：膵IPMN経過
観察中に発生した膵尾部癌の1例. 第51回愛知臨床外科
学会, 2019,（名古屋）,［口演］.

161　奥野正隆：第51回愛知臨床外科学会, 2019,（名古屋）,［座
長］.

162　出井秀幸, 木下敬史, 小森康司, 大城泰平, 伊藤誠二, 安
部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 夏目誠治, 檜垣栄
治, 奥野正隆, 細井敬泰, 安　炳九, 大内　晶, 林　大介, 

内野大倫, 國友愛奈, 沖　哲, 末永泰人, 高野　仁, 前田
真吾, 沼田佳久, 清水泰博：会陰部類上皮肉腫切除後, 骨
盤内リンパ節再発の1例. 第51回愛知臨床外科学会, 2019,

（名古屋）,［口演］.
163　小森康司：難治性直腸膣瘻におけるカバーリングストー

マの意義について. 第36回日本ストーマ・排泄リハビリ
テーション学会総会, 2019,（大阪）,［パネルディスカッショ
ン］.

164　國友愛奈, 大内　晶, 木下敬史, 大城泰平, 前田真吾, 沼
田佳久, 小島　瞳, 佐々木照美, 安形真由美, 小森康司：
当科のcovering ileostomyに伴う合併症の検討〈回腸人
工肛門は安全である〉. 第36回日本ストーマ・排泄リハビ
リテーション学会総会, 2019,（大阪）,［パネルディスカッ
ション］.

165　沼田佳久, 小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 大内　晶, 國
友愛奈, 前田真吾, 小島　瞳, 佐々木照美, 安形真由美：
高齢者における一時的回腸人工肛門造設術後合併症の検
討. 第36回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会
総会, 2019,（大阪）,［口演］.

166　前田真吾, 小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 大内　晶, 小
島　瞳, 佐々木照美, 安形真由美：当院における一時的
回腸人工肛門造設・閉鎖の工夫と成績. 第36回日本ス
トーマ・排泄リハビリテーション学会総会, 2019,（大阪）,

［ビデオシンポジウム］.
167　西川敬子, 安形真由美, 小島　瞳, 佐々木照美, 小森康

司：ダブルストーマ造設後, 腹壁の変化に伴い管理困難
を生じた後腹膜腫瘍症例. 第36回日本ストーマ・排泄リ
ハビリテーション学会総会, 2019,（大阪）,［示説］.

168　小森康司：第36回日本ストーマ・排泄リハビリテーショ
ン学会総会, 2019,（大阪）,［座長］.

169　柴田佳久, 前田耕太郎, 小森康司：愛知県における広域
災害ネットワークの構築・基幹病院担当者-地域におけ
る行政との関係構築. 第36回日本ストーマ・排泄リハビ
リテーション学会総会, 2019,（大阪）,［口演］.

170　伊藤誠二：第91回日本胃癌学会総会, 2019,（沼津）,［座長］.
171　伊藤誠二：第91回日本胃癌学会総会, 2019,（沼津）,［パ

ネルディスカッション］.
172　小森康司, 木下敬史, 大城泰平, 大内　晶, 伊藤誠二, 安

部哲也, 千田嘉毅, 三澤一成, 伊藤友一, 植村則久, 夏目
誠治, 檜垣栄治, 細井敬泰, 安　炳九, 林　大介, 内野大
倫, 國友愛奈, 清水泰博：骨盤内臓器全摘術後, 回腸導管
壊死をきたした1例. 第55回日本腹部救急医学会総会, 
2019,（仙台）,［口演］.

整形外科部

001　Tsukushi S, Hayashi T, Kozawa E, Yoshida M：En-
doprosthetic reconstruction for metastatic bone disease 
of the proximal femur: Intentional intralesional 
procedure.12th Asia Pacific Musculoskeletal Tumor So-
ciety（APMSTS） Meeting（APMSTS2018）, 2018,（Jaipur）,
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［口演］
002　筑紫　聡, 吉田雅博, 小澤英史, 林　卓馬：大腿骨近位転

移性骨腫瘍に対する腫瘍用人工骨置換術.中部日本整形外
科災害外科学会, 2018,（松山）,［口演］

003　吉田雅博, 筑紫　聡, 小澤英史, 林　卓馬：乳腺発生血管
肉腫の診断と治療についての検討.中部日本整形外科災害
外科学会, 2018,（松山）,［口演］

004　林　卓馬, 小澤英史, 吉田雅博, 筑紫　聡：当院における
鼡径部軟部腫瘍症例の検討.中部日本整形外科災害外科学
会, 2018,（松山）,［口演］

005　小澤英史, 筑紫　聡, 吉田雅博, 林　卓馬, 山田芳久, 杉
浦英志：橈骨に発生した骨膜性軟骨肉腫の１症例.中部日
本整形外科災害外科学会, 2018, （松山）,［ポスター］

006　筑紫　聡, 吉田雅博, 小澤英史, 林　卓馬：初診時原発不
明癌骨転移の臨床病理学的検討.第91回日本整形外科学
会学術総会, 2018,（神戸）,［ポスター］

007　林　卓馬, 筑紫　聡, 坂倉範昭, 小澤英史, 吉田雅博, 石
村大輔, 山田治基：胸壁合併切除を要したがん患者の術
後成績の検討.第91回日本整形外科学会学術総会, 2018,（神
戸）,［ポスター］

008　大田剛広, 西田佳弘, 筑紫　聡, 山田芳久, 山田健志, 浦
川　浩, 新井英介, 生田国大, 濵田俊介,石黒直樹：再発
性骨巨細胞腫症例の検討.第91回日本整形外科学会学術
総会, 2018,（神戸）,［ポスター］

009　濵田俊介：腎癌両側上腕骨病的骨折症例報告.第10回自
由ヶ丘整形医会, 2018,（名古屋）,［口演］

010　藤原那沙：骨頚部病的骨折症例報告.第10回自由ヶ丘整
形医会, 2018（名古屋）,［口演］

011　永野昭仁, 松本誠一, 川井　章, 大隈知威, 平賀博明, 松
本嘉寛, 西田佳弘, 米本　司, 保坂正美, 高橋　満, 吉川
秀樹, 尾崎敏文, 浅沼邦洋, 中　紀文, 江森誠人, 久保忠
彦, 川島寛之, 河本旭哉, 横山良平, 筑紫　聡：中高齢者
原発性悪性骨腫瘍に対する補助化学療法の検討―JCOG
骨軟部腫瘍グループアンケート結果より―. 第51回日本
整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2018,（静岡）,［口演］

012　筑紫　聡, 吉田雅博, 小澤英史, 林　卓馬, 西田佳弘：悪
性骨・軟部腫瘍の患肢温存手術-困難症例に対する基本
手術戦略.第51回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 
2018,（静岡）,［口演］

013　生田国大, 西田佳弘, 杉浦英志, 筑紫　聡, 山田健志, 山
田芳久, 浦川　浩, 新井英介, 濵田俊介, 大田剛広, 石黒
直樹：加温処理骨を用いた骨軟部腫瘍切除再建の治療成
績.第51回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2018,

（静岡）,［口演］
014　吉田雅博, 筑紫　聡, 小澤英史, 林　卓馬：頭頚部癌の骨

転移における治療成績.第51回日本整形外科学会骨・軟
部腫瘍学術集会, 2018,（静岡）,［口演］

015　兵藤伊久夫, 奥村誠子, 亀井　譲, 筑紫　聡, 吉田雅博：
当院における骨・軟部腫瘍広範切除後の再建.第51回日
本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2018,（静岡）,［口
演］

016　生田国大, 西田佳弘, 杉浦英志, 筑紫　聡, 浦川　浩, 新

井英介, 濵田俊介, 大田剛広, 石黒直樹：悪性末梢神経鞘
腫瘍における不適切切除症例の検討.第51回日本整形外
科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2018,（静岡）,［ポスター］

017　林　卓馬, 小澤英史, 吉田雅博, 筑紫　聡：当院における
サルコーマセンター開設前後の患者受診行動の変化につ
いての検討,第51回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集会, 2018,（静岡）,［ポスター］

018　小澤英史, 吉田雅博, 林　卓馬, 安藤正志, 水野美香, 室　
圭, 清水泰博, 谷田部　恭, 小森康司, 本多和典, 筑紫　
聡：進行性平滑筋肉腫の治療成績.第51回日本整形外科
学会骨・軟部腫瘍学術集会, 2018,（静岡）,［口演］

019　生田国大, 西田佳弘, 杉浦英志, 筑紫　聡, 山田健志, 山
田芳久, 浦川　浩, 新井英介, 濵田俊介,大田剛広, 石黒
直樹：加温処理骨を用いた骨・軟部腫瘍切除再建の治療
成績. 第51回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会,（静
岡）,［口演］

020　生田国大, 大田剛広, 山田芳久, 筑紫　聡, 中島浩敦, 山
田健志, 浦川　浩, 新井英介, 濱田俊介, 石黒直樹, 西田
佳弘：骨形成促進のための整形外科バイオマテリアル â 

-TCP配向連通多孔体を用いた骨腫瘍切除後欠損部再建の
臨床成績　多施設共同前向き研究.第33回日本整形外科
学会基礎学術集会, 2018,（奈良）,［シンポジウム］

021　藤原那沙：大腿骨近位転移性骨腫瘍に対しCHS固定術後
に腫瘍用人工骨頭置換を要した一例.第65回東海整形外
科外傷研究会, 2018,（名古屋）,［口演］

022　中島浩敦, 高津哲郎, 筑紫　聡：前立腺癌の放射線治療
後に発生した骨盤部放射線誘発性肉腫の治療経験.第131
回中部日本整形外科災害外科学会学術集会, 2018, （倉敷）,

［口演］
023　筑紫　聡, 吉田雅博, 濱田俊介, 藤原那沙, 安藤正志, 本

多和典：日常診療における進行肉腫に対するパゾパニブ
の治療成績.第56回日本癌治療学会学術集会, 2018,（横浜）,

［口演］
024　濵田俊介, 藤原那沙, 吉田雅博, 筑紫　聡：各科における

デスモイド型線維腫瘍症に対する治療実態. 第56回日本
癌治療学会学術集会, 2018,（横浜）,［口演］

025　吉田雅博, 筑紫　聡, 濵田俊介, 藤原那沙：胸壁骨巨細胞
腫の治療方法の検討.第40回骨軟部腫瘍治療法検討会, 
2018,（名古屋）,［口演］

026　吉田雅博：転移性骨腫瘍に対するリハビリテーションの
有効性と課題.第76回八事整形会, 2018, （名古屋）, ［口演］

027　筑紫　聡, 吉田雅博, 濵田俊介, 藤原那沙, 安藤正志, 本
多和典, 曽我倫久人：日常診療における進行肉腫に対す
るパゾパニブの治療成績. 第2回日本サルコーマ治療研究
学会学術集会, 2019,（東京）,［ポスター］

028　杉浦英史, 西田佳弘, 筑紫　聡, 吉田雅博, 山田健志, 小
澤英史：初回広範切除後の局所再発に対する手術治療後
の予後因子について. 第2回日本サルコーマ治療研究学会
学術集会, 2019,（東京）,［ポスター］
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リハビリテーション部

001　中嶋誠也，吉田雅博，山﨑康司，清水泰博：当院におけ
る下部消化器癌患者の周術期呼吸リハビリテーションの
有効性 . 第 8 回日本がんリハビリテーション研究会，
2018，（北海道）,［口演］

002　山﨑康司，吉田雅博，中嶋誠也，清水泰博：75歳以上消
化器がん患者の握力と身体機能の関係. 第8回日本がんリ
ハビリテーション研究会，2018,（北海道）,［口演］

003　伊藤敬太，吉田雅博，前田明弘，髙津　淳，檜垣栄治，
細井敬泰，安部哲也：食道がん周術期管理～当院の現状
と課題～ . 第8回日本がんリハビリテーション研究会，
2018,（北海道）,［口演］

004　南島翔太，吉田雅博，宮谷美智子：がん患者における不
安傾向と作業療法アプローチの可能性. 第8回日本がんリ
ハビリテーション研究会，2018,（北海道）,［口演］

005　前田明弘，吉田雅博，伊藤敬太，灰本章一：転移性脊椎
腫瘍患者の術後歩行機能についての検討. 第8回日本がん
リハビリテーション研究会，2018,（北海道）,［口演］

006　髙津　淳，青山寿昭，山本正彦，吉田雅博，安部哲也：
食道癌術後の嚥下障害増悪因子に関する検討. 第24回日
本摂食嚥下リハビリテーション学会学術大会，2018,（宮
城県）,［ポスター］

007　吉田雅博, 杉浦英志：食道癌術期管理におけるリハビリ
テーションの役割.第2回日本リハビリテーション医学会
秋季学術集会, 2018,（仙台）,［口演］

008　吉田雅博, 杉浦英志：がんのリハビリテーションを行っ
た骨転移症例の転帰について.第55回日本リハビリテー
ション医学会, 2018,（福岡）,［口演］

泌尿器科部

001　Soga N, Furusawa J, Wakita T, Ogura Y：The im-
pact of high GP score （Gleason score X PSA level） in 
pre-and post operative Gleason score for biochemical 
failure after prostatectomy for prostate cancer, 16th 
Urological Association of Asia （UAA） Congress, 2018,

（Kyoto）,［ポスター］
002　曽我倫久人, 古澤　淳, 小倉友二，景山拓海：投与前テ

ストステロン値により，前立腺がんでのエンザルタミド
治療効果が予測できる,第56回日本癌治療学会, 2018,（横
浜）,［口演］ 

003　曽我倫久人, 古澤　淳, 小倉友二, 脇田利明：術前後の
Gleason scoreからなる，高GP scoreは，前立腺全摘除
後の生化学的再発を有意に予測する因子である, 第68回
日本泌尿器科学会中部総会, 2018,（名古屋）,［ポスター］

004　曽我倫久人, 古澤　淳, 小倉友二：ロボット補助下腎部
分切除での，ICG近赤外蛍光による腫瘍部位と正常部位
の蛍光量比較, 第32回日本泌尿器内視鏡学会, 2018,（仙台）,

［ポスター］

005　小倉友二，古澤　淳，曽我倫久人：前立腺肥大症に対す
る経尿道的手術施行後にロボット支援前立腺全摘除術を
施行した4例，第32回日本泌尿器内視鏡学会, 2018,（仙台）,

［ポスター］
006　曽我倫久人, 景山拓海, 古澤　淳, 小倉友二：2018年度，

愛知県がんセンター中央病院の手術統計, 第64回三重泌
尿器科医会, 2019,（津）,［口演］

007　曽我倫久人, 古澤　淳, 小倉友二：高BMI, cT1b腎がん
に対するRAPN施行後，腹壁ヘルニアが発症した1例 
The 10th Tokai Robotic Urology Symposium, 2019,（名
古屋）,［口演］

婦人科部

001　Mizuno Mika：New minimally invasive treatment of 
cervical intraepithelial Neoplasia:A clinical trial of Photo-
dynamic the therapy using5-Aminolevulinic asid.17th Bi-
ennial Meeting of the International GynecologicCancer-
Society（IGCS2018）, 2018,（Kyoto）,［Workshop］

002　Masahiko Mori, Hirofumi Tsubouchi, Jun Sakata, 
Mika Mizuno：The impact of history of tamoxifen 
therapy in patients with endometrial cancer.17th Bienni-
al Meeting of the International Gynecologic Cancer Soci-
ety（IGCS2018）, 2018,（Kyoto）,［Poster］

003　Hirofumi Tsubouchi, Jun Sakata, Masahiko 
Mori,Mika Mizuno：The analgesia of regular adminis-
tration of intravenous acetaminophen after surgery for 
gynecological malignancy.17th Biennial Meeting of the 
International Gynecologic Cancer Society（IGCS2018）, 
2018,（Kyoto）,［Poster］

004　水野美香：ひと卵黄嚢腫瘍細胞株を用いた癌幹細胞様細
胞に対するALA-PDTの有用性検討. 第8回ポルフィリン
ALA学会, 2018,（東京）,［口演］

005　坪内寛文, 水野美香, 近藤紳司, 森　正彦, 服部諭美：進
行・再発子宮頸部小細胞癌に対してBevacizumabを使用
した15例の検討.第70回日本産科婦人科学会学術講演会, 
2018,（仙台）,［ポスター］

006　坪内寛文, 坂田　純, 森　正彦, 水野美香：進行・再発子
宮頸癌に対してBevacizumabを使用した3例.第107回愛
知産科婦人科学会学術講演会, 2018, （名古屋）, ［口演］

007　竹下　奨, 坪内寛文, 坂田　純, 森　正彦, 水野美香：肺
癌子宮転移の1例. 第59回日本臨床細胞学会総会（春期
大会）, 2018, （札幌）, ［口演］

008　坪内寛文, 坂田　純, 森　正彦, 水野美香：腹腔鏡下子宮
体癌術後の発生したポートサイトヘルニアの一例.第58
回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会, 2018, （島根）, 

［口演］
009　坪内寛文, 坂田　純, 森　正彦, 水野美香：頸部細胞診

AGC判定により分葉状頸管性過形成の診断に苦慮した一
例.第57回日本臨床細胞学会秋期大会, 2018, （横浜）, ［ポ
スター］
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010　水野美香：子宮頸がん 初期がん・早期がんの治療法.第
57回日本臨床細胞学会秋期大会, 2018,（横浜）,［市民公
開講座］

011　坪内寛文：当院での遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対するリ
スク低減卵管卵巣摘出術の取り組み. 第6回遺伝性腫瘍研
究会, 2019,（岐阜）,［口演］

脳神経外科部

001　灰本章一：脊椎転移に対する集学的治療. 第10回自由ヶ
丘整形医会, 2018,（名古屋）,［講演］

002　灰本章一, 西村由介, 服部和良, Ginsberg Howard：脊
椎後方固定術におけるバンコマイシン筋膜上散布による
SSI予防. 第33回日本脊髄外科学会, 2018, （奈良）, ［口頭］

003　灰本章一, 服部和良, Ginsberg Howard：不安定胸腰椎
移行部外傷に対する後方固定術の術後アライメント. 第
33回日本脊髄外科学会, 2018,（奈良）,［ポスター］

004　灰本章一, 田中　寛, 服部和良：放射線通常照射後に再
発し圧迫骨折を伴った胸腰椎転移の2例. 第61回中部脊
髄ワークショップ, 2018,（名古屋）,［口頭］

005　灰本章一, 西村由介, 江口　馨, 永島吉孝, 安藤　遼, 服
部和良：がん脊椎転移に対する集学的治療 . 第 2 回
Nagoya Neurospine Knowledge Forum, 2018,（名古屋）,

［講演］
006　灰本章一, 田中　寛, 佐藤洋造, 西村由介, 江口　馨, 永

島吉孝, 安藤　遼, 服部和良：がん脊椎転移に対する集
学的治療 －脊髄麻痺予防に向けた取組み－. 日本脳神経
外科第77回学術総会, 2018,（仙台）,［ポスター］

007　灰本章一, 西村由介, 江口　馨, 永島吉孝, 安藤　遼, 服
部和良：高度脊髄圧迫（ESCC scale 3）を呈する胸椎転
移の臨床的検討と手術成績. 第53回日本脊髄障害医学会, 
2018, （名古屋）,［ポスター］

008　灰本章一, 西村由介, 江口　馨, 永島吉孝, 安藤　遼, 服
部和良：放射線通常照射後再発性脊椎転移に対する治療. 
第53回日本脊髄障害医学会, 2018,（名古屋）,［ポスター］

放射線診断 ＩＶＲ部

001　Sato Y, Inaba Y：Imaging and percutaneous interven-
tion of ureteral complication in cancer patients. Geni-
tourinary Imaging and Intervention, The 5th Internation-
al Forum 2018,（Ulaanbaatar Mongol ia）,［Oral 
presentation ］

002　Sato Y ：Uroradiology and IR session. Genitourinary Im-
aging and Intervention, The 5th International Forum 
2018,（Ulaanbaatar Mongolia）,［Chairman］

003　Inaba Y：Vaucular Intervention; Transarterial treat-
ment for unresectable colorectal liver metastsis. The 
Asian Pacific Association for the Study of the Liver 
2018,（Yokohama Japan）,［Oral presentation ］

004　Sato Y：Non-vascular intervention management. The 
47th Annual Meeting of the Japanese Society of Interven-
tional Radiology and The 13th International Symposium 
of Interventional Radiology 2018,（Tokyo Japan）,［Oral 
presentation ］

005　Inaba Y：Tips & Tricks of using central venous access 
ports in various cases. The 47th Annual Meeting of the 
Japanese Society of Interventional Radiology and The 
13th International Symposium of Interventional Radiolo-
gy 2018,（Tokyo Japan）,［Chairman］

006　Sato Y, Inaba Y, Aramaki T, Sone M, Arai Y, Mori-
ta Y, Nishiofuku H, Tanaka T, Matsueda K, Miya-
zaki M：Hepatic arterial infusion chemotherapy in pa-
tients with liver metastases from colorectal cancer. The 
47th Annual Meeting of the Japanese Society of Interven-
tional Radiology and The 13th International Symposium 
of Interventional Radiology 2018,（Tokyo Japan）,［Oral 
presentation ］

007　Hasegawa T, Kuroda H, Sakata S, Sato Y, Inaba Y, 
Yamaura H, Murata S, Imai Y, Kato M, Sakakura 
N, Mizuno T, Arimura T, Sakao Y：The utility of 
mixture of indigo carmin and lipiodol for preoperative 
pulmonary nodule localization. The 47th Annual Meeting 
of the Japanese Society of Interventional Radiology and 
The 13th International Symposium of Interventional Ra-
diology 2018,（Tokyo Japan）,［Oral presentation ］

008　Murata S, Sato Y, Inaba Y, Yamaura H, Kato M, 
Onoda Y, Hasegawa T, Imai Y, Kimura K, Dejima 
I：Long tube insertion via PTEG route for patients with 
malignant bowel obstruction. The 47th Annual Meeting 
of the Japanese Society of Interventional Radiology and 
The 13th International Symposium of Interventional Ra-
diology 2018,（Tokyo Japan）,［Oral presentation ］

009　Takahashi M, Sato Y, Inaba Y, Murata S, Dejima I, 
Hasegawa T, Chatani S, Tsukamoto H, Kato M, 
Yamaura H, Onaya H, Hara K, Okuno N：Massive 
hemobilia caused by portal vein pseudoaneurysm with 
porto-biliary fistula; successful treatment by stentgraft 
placement in portal vein. The 12th Annual Meeting of 
Society of Gastrointestinal Intervention 2018,（Nanjing 
China）,［Oral presentation ］

010　Sato Y, Murata S, Hasegawa T, Onaya H, Yamaura 
H, Kato M, Dejima I, Takahashi M, Chatani S, Tsu-
kamoto H, Inaba Y：transarterial chemoembolization 
using cisplatin-loaded hepasphere for patients with unre-
sectable hepatocellular carcinoma. Global Embolization 
Symposium and Technologies 2018,（Hong Kong）,［Oral 
presentation ］

011　Chatani S, Sato Y, Haimoto S, Murata S, Hasegawa 
T, Dejima I, Takahashi M, Tsukamoto H, Kato M, 
Yamaura H, Onaya H, Hattori K, Inaba Y：Preoper-
ative transcatheter arterial embolization for metastatic 
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spinal cord compression. Global Embolization Symposi-
um and Technologies 2018,（Hong Kong）,［Oral presen-
tation ］

012　Sato Y：Image Guided Biopsy Drug Eluting Bead-TA-
CE Percutaneous Gastrostomy, My worst nightmare 
case transarterial chemoembolization for HCC. The 4th 
Vascular Interventional Radiology with APSCVIR and 
Myanmar Radiology Society 2019,（Yangon Myanmar）,

［Oral presentation ］
013　Matsushima S, Murata S, Sato Y, Onaya H, Yamau-

ra H, Kato M, Hasegawa T, Kinosada Y, Inaba Y：
The relative tumor enhancement based on tumor heter-
ogeneity for prediction of response to bevacizumab-con-
taining treatment in liver metastases of colorectal can-
cer. European Congress of Radiology 2019,（Vienna 
Austria）,［Poster ］

014　女屋博昭，小林秀章，里見介史，平岡伸介，荒井保明，
楠本昌彦，加藤雅志，若尾文彦：がん診療画像レファレ
ンスデータベース・モバイル端末対応と現況. 第77回日
本医学放射線学会, 2018,（横浜）,［ポスター］

015　浅井　翼，服部寿史，松島　秀，米澤祐司，安部忠臣，
岩政裕昭，稲葉吉隆：血管塞栓術におけるparametric 
imagingの有用性. 第74回日本放射線技術学会, 2018,（横
浜）,［口演］

016　浅井　翼，服部寿史，松島　秀，米澤祐司，安部忠臣，
岩政裕昭，稲葉吉隆：血管塞栓術におけるparametric 
imagingの有用性. 第47回日本ＩＶＲ学会, 2018,（東京）,

［ポスター］
017　佐藤洋造：EGFR陽性非小細胞肺癌の再生検の重要性―

次の治療に繋げるために. 第4回日本穿刺ドレナージ研究
会, 2018,（大阪）,［口演］

018　佐藤洋造，稲葉吉隆，新槇　剛，曽根美雪，荒井保明，
森田吉多佳，西尾福英之，田中利洋，松枝　清，宮崎将也：
全身化学療法不応後の切除不能大腸癌肝転移に対する肝
動注化学療法の実態調査. 第40回日本癌局所療法研究会, 
2018,（東京）,［口演］

019　稲葉吉隆：肝細胞癌治療の新しい選択肢　レンビマにつ
いて. 第35回日本胆膵病態・生理研究会, 2018,（名古屋）,

［講演］
020　佐藤洋造，西尾福英之，保本　卓，中塚豊真，松尾国弘，

児玉芳尚，大久保裕直，阿保大介，高木治行，稲葉吉隆，
山門享一郎：BCLC stage Cを対象としたソラフェニブ
と肝動脈化学塞栓療法の併用療法の第2相試験（STAB 
study）. 第54回日本肝癌研究会, 2018,（久留米）,［口演］

021　村田慎一，松島　秀，佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，
長谷川貴章，稲葉吉隆：EOB-MRIを用いた大腸癌肝転
移に対する初期治療効果予測. 第54回日本肝癌研究会, 
2018,（久留米）,［口演］

022　茶谷祥平，佐藤洋造，村田慎一，木村佳奈子，出嶋育朗，
高橋大雄，塚本裕一，長谷川貴章，加藤弥菜，山浦秀和，
女屋博昭，稲葉吉隆：腸骨動脈尿管瘻に対してカバード
ステントを留置した3例. 第64回中部IVR研究会, 2018,（岐

阜）,［口演］
023　佐藤洋造，村田慎一，出嶋育朗，木村佳奈子，高橋大雄，

茶谷祥平，塚本裕一，長谷川貴章，加藤弥菜，山浦秀和，
女屋博昭，稲葉吉隆：膵頭十二指腸切除術後の総肝動脈
瘤に対してバイアバーンを留置した1例. 第64回中部
IVR研究会, 2018,（岐阜）,［口演］

024　村田慎一，佐藤洋造，長谷川貴章，高橋大雄，茶谷祥平，
塚本裕一，木村佳奈子，出嶋育朗，加藤弥菜，山浦秀和，
女屋博昭，稲葉吉隆，古田裕美，樋田豊明，谷田部　恭：
肺癌における画像誘導下経皮的生検の有用性についての
検討. 第64回中部IVR研究会, 2018,（岐阜）,［口演］

025　村田慎一，松島　秀，佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，
長谷川貴章，木村佳奈子，出嶋育朗，高橋大雄，茶谷祥平，
塚本裕一，女屋博昭，稲葉吉隆，室　圭：EOB-MRIを
用いた大腸癌肝転移に対する初期治療効果予測. 第164回
日本放射線学会中部地方会, 2018,（岐阜）,［口演］

026　古谷雄一郎：SPECT核種に対する防護衣の遮蔽能力評価. 
第185回日本核医学技術学会東海地方会, 2018,（名古屋）,

［口演］
027　稲葉吉隆：治療困難症例に対する各施設の工夫. 第23回

肝動脈塞栓療法研究会, 2018,（東京）,［座長］
028　稲葉吉隆，長谷川貴章，佐藤洋造，村田慎一，茶谷祥平，

高橋大雄，出嶋育朗，山浦秀和：膵頭部仮性動脈瘤の1例. 
第68回東海IVR懇話会, 2018,（名古屋）,［口演］　

029　稲葉吉隆，茶谷祥平，長谷川貴章，佐藤洋造，村田慎一，
高橋大雄，出嶋育朗，山浦秀和：塞栓術を施行した解離
性脾動脈瘤の1例. 第68回東海IVR懇話会, 2018,（名古屋）,

［口演］　
030　稲葉吉隆：がん診療におけるIVR. 第18回IVR技術交流

会，2018,（東京）,［特別講演］
031　稲葉吉隆：肝動注リザーバー療法に関するガイドライン

作成プロジェクト報告. 第43回リザーバー研究会, 2018,
（前橋）,［座長］

032　稲葉吉隆：肝動注リザーバーの現況について. 第43回リ
ザーバー研究会, 2018,（前橋）,［講演］

033　稲葉吉隆：臨床から考えるＣＶポートのリスクマネジメ
ント. 第43回リザーバー研究会, 2018,（前橋）,［座長］

034　佐藤洋造，村田慎一，稲葉吉隆，出嶋育朗，木村佳奈子，
高橋大雄，茶谷祥平，塚本裕一，長谷川貴章，加藤弥菜，
山浦秀和，女屋博昭：Child-Pugh A の進行肝細胞癌

（BCLC stage C）に対するlow dose FP療法の治療成績. 
第43回リザーバー研究会, 2018,（前橋）,［口演］

035　Matsushima S, Murata S, Sato Y, Ogura H, Kimura 
M, Inaba Y：Prediction of response to bevacizumab-
containing treatment in liver metastases of colorectal 
cancer using the relative tumor enhancement. 第46回日
本磁気共鳴医学会, 2018,（金沢）,［ポスター］

036　高橋大雄，長谷川貴章，佐藤洋造，村田慎一，木村佳奈子，
茶谷祥平，塚本裕一，出嶋育朗，加藤弥菜，山浦秀和，
女屋博昭，稲葉吉隆：ＣＶポートへの圧力によりセプタ
ム破損を生じた一例. 第43回リザーバー研究会, 2018,（群
馬）,［口演］
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037　長谷川貴章，佐藤洋造，黒田浩章，板倉範昭，女屋博昭，
山浦秀和，加藤弥菜，村田慎一，出嶋育朗，高橋大雄，
茶谷祥平，塚本裕一，稲葉吉隆：多発肺病変に対し外科
切除と経皮的ラジオ波焼灼術を組み合わせる治療戦略に
ついての後方視的検討. 第19回ＲＦＡ・凍結療法研究会, 
2018,（東京）,［口演］

038　佐藤洋造：一般演題　セッション3　肺・その他2. 第19
回ＲＦＡ・凍結療法研究会, 2018,（東京）,［座長］

039　岩政裕昭，安部忠臣，古谷勇一郎，浅井　翼，服部寿史，
松島　秀：ＩＶＲで使用するオーバーチューブ型Ｘ線Ｔ
Ｖ装置での線量および画質の評価. 第34回日本診療放射
線技師学会, 2018,（山口）,［口演］

040　Chatani S, Onaya H, Kato S, Oshiro T, Dejima I, 
Tsukamoto H, Takahashi M, Hasegawa T, Murata 
S, Kato M, Yamaura H, Komori K, Yatabe Y, Inaba 
Y：A case of the somatic-type malignant tumor arising 
from presacral teratoma associated with Currarino syn-
drome. 第54回日本医学放射線学会秋季臨床大会, 2018,

（福岡）,［ポスター］
041　佐藤洋造：骨軟部腫瘍診療におけるIVRの役割. 第8回名

古屋運動器腫瘍セミナー , 2018,（名古屋）,［講演］
042　茶谷祥平，佐藤洋造，灰本章一，村田慎一，長谷川貴章，

塚本裕一，出嶋育朗，高橋大雄，加藤弥菜，山浦秀和，
女屋博昭，稲葉吉隆：転移性脊椎腫瘍への除圧術に対す
る術前TAEの検討. 第8回緩和IVR研究会, 2018,（奈良）,

［口演］
043　中村早紀，浅井　翼，岩間功訓，松島　秀：新しいアル

ゴリズムを使用したピッチ可変型スキャンの物理特性. 
第11回中部放射線医療技術学会, 2018,（富山）,［口演］

044　木村昌裕，岩間功訓，浅井　翼：ＭＰＲ画像に使用する
異方性を考慮した鮮鋭化フィルタの考案. 第11回中部放
射線医療技術学会, 2018,（富山）,［口演］

045　稲葉吉隆：TACE・局所治療と画像評価. 第25回肝血流
動態・機能イメージ研究会, 2019,（東京）,［座長］

046　黒田ひとみ，坪田恵理，松島　秀，岩田広治：ステレオ
ガイド下生検におけるマーカ留置の位置ずれの検討. 第
28回日本乳癌画像研究会, 2019,（仙台）,［ポスター］

047　村田慎一：腹部（合併症）. 第65回中部ＩＶＲ研究会, 
2019,（名古屋）,［座長］

048　長谷川貴章，稲葉吉隆，高橋大雄，茶谷祥平，塚本裕一，
出嶋育朗，村田慎一，加藤弥菜，佐藤洋造，山浦秀和，
女屋博昭：肝細胞癌に対するRFA治療3年後に局所出血
を認めた1例. 第65回中部ＩＶＲ研究会, 2019,（名古屋）,［口
演］

049　出嶋育朗，長谷川貴章，今井勇伍，高橋大雄，茶谷祥平，
塚本裕一，村田慎一，加藤弥菜，佐藤洋造，山浦秀和，
女屋博昭，稲葉吉隆：右胃大網脈仮性瘤に対する塞栓時
にNBCA・リピオドール混合液が膵管へ流出した1例. 第
65回中部ＩＶＲ研究会, 2019,（名古屋）,［口演］

050　稲葉吉隆：肝癌に対するDEB-TACEの現状と今後の展
望. 第65回中部ＩＶＲ研究会, 2019,（名古屋）,［座長］

051　高橋大雄，佐藤洋造，稲葉吉隆，村田慎一，出嶋育朗，

長谷川貴章，茶谷祥平，塚本裕一，加藤弥菜，山浦秀和，
女屋博昭，原　和生，奥野のぞみ：門脈胆管瘻に対して
ステントグラフト留置で治療した一例. 第65回中部ＩＶ
Ｒ研究会, 2019,（名古屋）,［口演］

放射線治療部

001　Kodaira T, Tachibana H, Tomita N, Tanaka H, 
Koide Y, Kato D, Adachi S ：Long term outcome of 
definitive chemo-IMRT for locally advanced nasopharyn-
geal cancer patients using Helical Tomotherapy. 60th 
Annual meeting of the American Society for Therapeu-
tic Radiation and Oncology 2015, 2018,（San Antonio）,［ポ
スター］

002　Nishimura Y, Kodaira T, Ito Y, Tsuchiya K, Mu-
rakami Y, Saitoh J, Akimoto T, Nakata K, 
Yoshimura M, Teshima T, Toshiyasu T, Ota Y, 
Ishikawa K, Shimizu H, Minemura T, Ishikura S, 
Shibata T, Nakamura K, Shibata T, Hiraoka M：A 
Phase II Study of Two-step Intensity Modulated Radia-
tion Therapy （IMRT） with Chemotherapy for Loco-re-
gionally Advanced Nasopharyngeal Cancer （NPC） 

（JCOG1015）. 60th Annual meeting of the American So-
ciety for Therapeutic Radiation and Oncology 2015, 
2018,（San Antonio）,［ポスター］

003　Kawaguchi Y, Nozaki M, Kagami Y, Shibata T, Na-
kamura K, Ito Y, Nishimura Y, Saito Y, Nagata Y, 
Matsumoto Y, Akimoto T, Nishimura T, Uno T, 
Tsujino K, Kataoka M, Kodaira T, Shiraishi K, In-
oue K, Isohashi F, and Hoiraoka M：A Multicenter 
Single-arm Confirmatory Trial on Hypofractionated 
Whole-breast Irradiation after Breast-conserving Sur-
gery. 60th Annual meeting of the American Society for 
Therapeutic Radiation and Oncology 2015, 2018,（San 
Antonio）,［ポスター］

004　Shimizu H, Sasaki K, Aoyama T, Matsushima S, 
Isomura T, Kitagawa T, Fukuma H, Tachibana H, 
Kodaira T：Development of the twist-correction sys-
tem for radiotherapy of head and neck cancer patients. 
ESTRO ASIA, 2018,（Singapore）,［口頭］

005　Aoyama T, Shimizu H, Yokoi K, Tachibana H, Ko-
daira T：Comparison of two different atlas-based auto 
segmentation approaches for prostate cancer. ASCO-
Gastrointestinal Cacer Symposium,2019 ASCO GI annual 
meeting, 2019,（San Francisco）,［口頭］

006　Takashima A, Ito Y, Hamaguchi T, Mizusawa J, 
Shimada Y, Shiozawa M, Kodaira T, Ohue M, Ki-
nouchi M, Murata K, Fujita F, Watanabe M, Moriya 
Y, Iinuma G, Ishida F, Saida Y, Matsuda T, 
Katayama H, Fukuda H, Kanemitsu Y：Dose-finding 
and single-arm confirmatory study of definitive chemo-
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radiotherapy with S-1/mitomycin-C in patients with clin-
ical stage II/III squamous cell carcinoma of the anal ca-
nal: JCOG0903, SMART-AC. Colorectal Cancer Study 
Group of Japan Clinical Oncology Group （JCOG）, 2019,

（JAPAN）,［ポスター］
007　Kodaira T：IMRT with Tomotherapy. IAEA-HICARE-

CC international training course on advance radiation 
therapy, 2019,（ Hiroshima）,［講演］

008　Kodaira T：New Approach of HPV（+） vs HPV（-） 
Oropharyngeal Cancer De-Escalate Treatment for HPV

（+） Oropharyngeal Cancer; Radiation Therapy. 6th Con-
gress of Asian Society of Head and Neck Oncology,2019,

（Seoul）,［講演］
009　Koidaira T：Treatment strategy for oropharyngela 

cancer Radiotherapy. 6th Congress of Asian Society of 
Head and Neck Oncology, 2019,（Seoul）,［講演］

010　田中　寛：転移性骨腫瘍に対する放射線治療. 第77回日
本医学放射線学会総会, 2018,（横浜）,［講演］

011　野田純代, 澤木正孝, 宮本健志, 藤澤知巳, 角田伸行, 川
村麻里子, 江原　威, 立花弘之, 古平　毅, 菊森豊根, 柳
田康弘, 岩田広治：早期乳癌に対する乳房温　存手術・
術 中 単 回 高 線 量 照 射 の 多 施 設 共 同 第 II 相 試 験 

（UMIN000003578）. 第26回日本乳癌学会学術総会, 2018,
（京都）,［口演］

012　古平　毅, 立花弘之, 田中　寛, 小出雄太郎, 別府慎太郎, 
小出悠介, 西川大輔, 鈴木　秀典, 花井信広, 長谷川泰
久：IMRTを用いた上咽頭癌の化学放射線療法の治療成
績. 第42回日本頭頸部癌学会, 2018,（東京）,［口演］

013　小出雄太郎, 古平　毅, 立花弘之, 田中　寛, 長谷川泰久, 
花井信広, 鈴木秀典, 西川大輔, 小出悠介, 別府慎太郎：
高齢者の頭頸部癌術後放射線治療における化学療法併用
の意義. 第42回日本頭頸部癌学会, 2018,（東京）,［口演］

014　三谷誠一郎, 門脇重憲, 加藤恭子, 舛石俊樹, 本多和典, 
小島勇貴, 成田有季哉, 谷口浩也, 宇良　敬, 安藤正志, 
田近正洋, 古平　毅, 安部哲也, 室　圭 ：切除不能進行食
道扁平上皮癌に対するmodified FOLFOX6療法の検討. 
第71回日本食道学会, 2018,（宇都宮）,［演者］

015　古平　毅, 立花弘之, 富田夏夫, 田中　寛, 小出雄太郎, 
足達　崇：上咽頭癌のChemo-IMRTによる治療成績. 日
本医学放射線学会164回中部地方会, 2018,（岐阜）,［口演］

016　Kodaira T：Role of Radiotherapy for multidisciplinary 
treatment of Head and Neck Cancer　頭頸部癌の集学的
治療における放射線治療の役割. 第15回日本臨床腫瘍学
会2018,（神戸）,［演者］

017　古平　毅：放射線治療の現状と展望　－高精度治療が癌
治療に期待される役割－. 八千代病院病院祭, 2018,（安城）,

［講演］　
018　立花弘之：「輪郭入力（GTV, CTV）」. 第1回　日本放射

線治療専門放射線技師認定機構統一講習会, 2018,（東海）,
［講演］

019　古平　毅：非小細胞肺癌における放射線療法の現状～Ⅲ
期治療を中心に～ . 豊田肺癌講演会, 2018,（豊田）,［講演］

020　古平　毅：非小細胞肺癌における放射線療法の現状～Ⅲ
期治療を中心に～ . Lung Cancer Seminar in OWARI, 
2018,（小牧）,［講演］

021　古平　毅：教育講演「治療2」IMRT. 第54回日本医学放
射線学会秋期臨床大会, 2018, （福岡）,［口演］

022　Kodaira T：JASTRO-ESTRO joint symposium （inter-
national session）Role of the altered fractionated radio-
therapy for head and neck cancer. The practical value 
and clinical limitation. 第31回日本放射線腫瘍学会, 2018,

（京都）,［演者］
023　田中　寛, 立花弘之, 富田夏夫, 小出雄太郎, 足達　崇, 

清水秀年, 青山貴洋,古平　毅：門脈完全閉塞を伴う
bulky HCCに体幹部定位放射線治療を適応した1例. 第
31回日本放射線腫瘍学会, 2018,（京都）,［ポスター］

024　小出雄太郎, 田中　寛, 足達　崇, 富田夏夫, 立花弘之, 
古平　毅：高齢者の頭頸部癌術後放射線治療のおける化
学療法併用の意義. 第31回日本放射線腫瘍学会, 2018,（京
都）,［口演］

025　足達　崇, 小出雄太郎, 田中　寛, 富田夏夫, 立花弘之, 
古平　毅：当院における早期喉頭癌の加速照射法の後方
視解析. 第31回日本放射線腫瘍学会, 2018,（京都）,［ポス
ター］

026　清水秀年, 佐々木浩二, 伊藤　誠, 青山貴洋, 立花弘之, 
富田夏夫, 田中　寛,　小出雄太郎, 岩田　徹, 古平　毅：
ビームレット制限を使用した治療計画の位置ずれによる
線量分布の変化. 第31回日本放射線腫瘍学会, 2018,（京都）,

［口演］
027　古平　毅 ：頭頸部癌治療の非手術治療の進歩と限界―粒

子線治療，陽子線治療，BNCT，IMRT. 第56回癌治療学
会, 2018,（横浜）,［演者］

028　立花弘之：「がんの放射線治療」.愛知県立大看護学部講義, 
2018, （名古屋）,［講演］

029　青山貴洋, 清水秀年, 荏原充宏, 大島幸彦, 金田直樹：常
温で変形可能な放射線治療用マスクの開発. 第60回日本
小児血液・がん学会学術集会合同第23回公開シンポジウ
ム, 2018,（京都）,［ポスター］

030　田中健登, 田中　寛, 清水秀年, 青山貴洋, 磯村泰己, 北
川智基, 岩田　徹, 古平　毅：骨転移に対し緩和的照射
を行った患者における痛みの評価尺度と患者移動量の関
係. 第11回中部放射線医療技術学術大会, 2018,（富山）,［口
演］

031　北川智基, 清水秀年, 青山貴洋, 中山雅詞, 磯村泰己, 田
中健登, 小出雄太郎, 宮内理世, 古平　毅：左乳房深吸気
息止め照射における自発的深吸気息止め法のセットアッ
プ再現性. 第11回中部放射線医療技術学術大会, 2018,（富
山）,［口演］

032　磯村泰己, 清水秀年, 青山貴洋, 北川智基, 田中健登：異
なる材質のマスク固定台が線量へ与える影響の検討. 第
11回中部放射線医療技術学術大会, 2018,（富山）,［口演］　

033　清水秀年, 佐々木浩二, 田中　寛, 青山貴洋, 立花弘之, 
小出雄太郎, 磯村泰己, 北川智基, 田中健登, 古平　毅：
救済体幹部定位放射線治療における計算グリッドサイズ
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が脊柱管内線量に与える影響. 第11回中部放射線医療技
術学術大会, 2018,（富山）,［口演］

034　永田順也, 安井啓祐, 金森茉衣乃, 大内一輝, 下村　朗, 
清水秀年, 青山貴洋, 桂田昌輝, 真栄城守斗, 林　直樹：
陽子線治療における蛍光ガラス線量計の応答特性の検討. 
第11回中部放射線医療技術学術大会, 2018,（富山）,［口演］

035　清水秀年：『IMRT線量検証実習講習会』. 2018医学物理
士セミナー in名古屋, 2018,（名古屋）,［講演］

036　古平　毅：高精度治療の現状と展望ー IMRTを中心にー . 
札幌医科大学腫瘍診療センター講演会, 2018,（札幌）,［講
演］

037　古平　毅：化学放射線療法の適応を考える コメンテー
ター . Chemoradiation Expert Seminaor, 2018,（名古屋）,

［講演］
038　古平　毅：局所進行頭頸部癌に対する放射線治療の現状

と今後の展望. 近畿がん治療合同カンファランス・学術
講演会, 2019,（大阪）,［講演］

039　古平　毅：頭頸部癌に対する放射線治療. 蒲郡勉強会, 
2019,（蒲郡）,［講演］

040　足達　崇, 小出雄太郎, 田中　寛, 立花弘之, 古平　毅：
当院における早期喉頭癌の加速照射法の後方視解析. 日
本医学放射線学会165回中部地方会, 2019,（名古屋）,［ポ
スター］

041　宮内理世, 田中　寛, 清水秀年, 青山貴洋, 足達　崇, 小
出雄太郎, 富田夏夫, 立花弘之　灰本章一, 古平　毅：A 
case series of post operative spine SBRT （re-RT） for 
MESCC, 日本医学放射線学会165回中部地方会, 2019,（名
古屋）,［ポスター］

042　伊藤　誠, 浅井あゆみ, 阿部壮一郎, 森　俊恵, 竹内亜里
紗, 大島幸彦, 鈴木耕次郎, 小出雄太郎, 古平　毅, 奥田
隆仁, 水松真一郎：小数個腹骨盤部リンパ節再発癌　に
対する救済放射線治療に関する臨床調査研究. 日本医学
放射線学会165回中部地方会, 2019,（名古屋）,［ポスター］

043　田中　寛：『最新の医学的知見の普及』. 一宮エリア Lung 
Cancer Workshop, 2019,（一宮）,［講演］　

044　小出雄太郎, 青山貴洋, 清水秀年, 足達　崇, 田中　寛, 
立花弘之, 古平　毅：局所進行食道癌に対する3D-CRT 
optimizationを活用した治療計画の臨床応用. 第32回日
本高精度外部照射研究会, 2019,（東京）,［口演］

045　田中　寛, 清水秀年, 青山貴洋, 立花弘之, 小出雄太郎, 
足達　崇, 大島幸彦, 古平　毅：A contouring study of 
spinal cord comparing myelo-CT and MRI fusion. 第32
回日本高精度外部照射研究会, 2019,（東京）,［口演］

046　古平　毅：頭頸部がんに対する放射線治療の現状と展望. 
中部放射線治療技術セミナー , 2019,（名古屋）,［講演］

047　古平　毅：放射線治療の現状と展望　高精度放射線治療
の果たす役割. 石川県がん診療拠点病院研修会, 2019,（金
沢）,［講演］

048　田中　寛：『転移性骨腫瘍に対するサイバーナイフ治療』. 
サイバーナイフ研究会第13回学術集会, 2019,（東京）,［講
演］

049　足達　崇, 小出雄太郎, 田中　寛, 立花弘之, 古平　毅：

当院における早期喉頭癌の加速照射法の後方視解析. 第
37回頭頸部腫瘍研究会, 2019,（名古屋）,［口演］

050　古平　毅：非小細胞肺癌における放射線治療の現状　～
III期治療を中心に～ . Lung Cancer Seminar in 内ヶ島, 
2019,（名古屋）,［講演］　　

緩和ケア部

001　下山理史：本学会のこれからの利益相反マネジメントを
考える. 第23回日本緩和医療学会学術大会, 2018, （神戸）,

［委員会企画］
002　下山理史：がん疼痛に対してオピオイドを選択する際の

タペンタドールの位置づけ. 第48回日本慢性疼痛学会, 
2018,（岐阜）,［ランチョンセミナー］

精神腫瘍科部

001　Komori Y：Re-writing life stories, Narrative approach-
es in oncology and palliative care. Internationale Fachta-
gung. Neueste Entwicklungen in der narrative, syste-
mischen Psychotherapie. Wien, 2018, （invited speech）

002　Komori Y：How do we do the Dignity Therapy NAR-
RATIVELY? Kyung Hee Cyber University, Department 
of Counseling, 2018,（Seoul）, ［ 講 演 ］ http://khcu.ac.kr/
webzine_new/board/view. jsp?m=10008&BRD_
NO=787264

003　小森康永：手作りのサイコオンコロジー，第65回豊橋が
ん診療フォーラム, 2018,（豊橋市）,［講演］

004　小森康永：マンガでわかるがんサバイバル，愛知県高校
保健主事向けがん教育研修, 2018,（名古屋市）,［講演］

005　小森康永，安達映子，団　士郎：グラフィック・メディ
スン入門，日本家族研究・家族療法学会ワークショップ, 
2017,（高崎）,［ワークショップ］

006　小森康永：ナラティヴ，その物語と語り. 日本精神神経
病理学会，シンポジウムⅡ 語り narrative と対話 dia-
logue, 2018,（神戸）,［シンポジウム］

007　小森康永：「あたかも」症例検討会，桜ヶ丘病院リフレク
ティング研修会, 2018,（熊本市）,［講演］

008　小森康永：手作りのサイコオンコロジー，鹿児島緩和ケ
ア・ネットワーク第21回, 2018,（鹿児島市）,［講演］

009　小森康永：コメント，『ナラティヴ・セラピー・クラシッ
クス』勉強会, 2018,（東京）,［講演］

010　小森康永：ナラティブ・メディスン入門，宇部市　地域
緩和ケア研究会, 2018,（宇部市）,［講演］

011　小森康永, 奥野　光, 矢原隆行：ナラティヴ・セラピー
（基礎講座），日本家族研究・家族療法学会ワークショッ
プ, 2018,（神戸）,［ワークショップ］

012　小森康永：ソーシャルワーカーのためのナラティヴ・ア
プローチ入門，金城学院大学MSW研究会, 2018,（名古
屋市）［講演］
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013　小森康永：マンガでわかるがんサバイバル，第10回中部
地区がん医療連携学術講演会, 2019,（名古屋市）,［講演］

014　小森康永：死を前に人が語ること，いのちの電話講演会, 
2019,（浦添市）,［講演］

看護部

001　宮谷美智子, 高木佳世, 戸田桂子, 木下敬史, 田中　努, 
長谷川かおり, 深堀慎一郎,宮尾 毅, 林　美子：事例オリ
ジナルビデオ教材を活用したTeam STEPPSコミュニ
ケーションツール学習会の試み.第13回医療の質・安全
学会学術集会, 2018,（愛知）,［示説］

002　青山寿昭：摂食嚥下障害看護研究会の会員に行ったアン
ケート調査の結果.第12回日本摂食嚥下障害看護研究会, 
2018,（大阪）,［口演］

003　髙木佳世, 若杉和子, 田中　努, 木下敬史, 戸田桂子, 宮
谷美智子, 深堀慎一郎, 長谷川かおり, 宮尾　毅, 林　美
子：がん専門病院における全職員への医療安全管理に対
する意識啓発とTeam STEPPS導入の取り組み.第13回
医療の質・安全学会, 2018,（愛知）,［示説］

004　髙木佳世, 松原久美子, 吹上志保子, 樋口佐知, 安藤元美, 
西尾充代, 日置みさき：全室個室病棟におけるTeam 
STEPPSコミュニケーションツールの活用に向けた3年
間の取り組み.第13回医療の質・安全学会, 2018,（愛知）,

［示説］
005　柴原由佳, 小松万喜子, 荻　あや子：初めて新卒看護師

を指導する実地指導者が受けた支援と求める支援.第22
回日本看護管理学会学術集会, 2018,（兵庫）,［示説］

講演・講義講師，学会座長，シンポジスト

001　亀島里美：保健医療福祉政策論，保健医療福祉政策演習. 
愛知県立大学看護実践センター認定看護管理者教育課程

「サードレベル」, 2018,（愛知）,［講師］
002　亀島里美：管理者のための倫理.名古屋市看護管理研修会　

なごやナースキャリアサポートセンター , 2018,（愛知）,
［講義講師］

003　南谷志野：グループマネジメント：チーム医療と連携－
カンファレンスの運営－ファシリテーション,認定看護管
理者教育課程ファーストレベル, 2018,（愛知）,［講師］

004　南谷志野：看護管理の基礎,愛知県立病院看護職員研修　
看護管理（基礎）研修, 2018,（愛知）,［講師］

005　南谷志野：看護管理学特論Ⅰ・リーダーシップ論・看護
管理学特論演習,聖泉大学大学院看護学研究科, 2018,（滋
賀）,［非常勤講師］

006　小原真紀子：医看薬薬連携で目指すチーム医療の輪～看
護師の役割～ . 第 10 回地域連携薬剤管理指導研究会 , 
2018,（愛知）,［講演］

007　青山寿昭：食べる・飲む・話すことへの評価とサポート
の実際～看護師の対応～ .メディカ出版セミナー , 2018,

（東京・京都）,［講師］
008　青山寿昭：頭頸部がん看護セミナー～術後の障害とアプ

ローチ～ .メディカ出版セミナー , 2018, （東京・兵庫）, 
［講師］

009　青山寿昭：食べることは生きる源.第54回日本赤十字社
医学会総会, 2018,（愛知）,［シンポジスト］

010　青山寿昭：アセスメントをその道のプロに聞いてみよ
う.第24回日本摂食嚥下リハビリテーション学会, 2018,（宮
城）,［企画・座長］

011　青山寿昭：輪状咽頭筋切除を行ったが経口摂取に難渋し
たワレンベルグ症候群患者.日本嚥下障害臨床研究会, 
2018,（兵庫）,［座長］

012　向井未年子：シンポジウム24「苦痛スクリーニング：ど
のように実施し，患者ケアにつなげるか」,第23回日本緩
和医療学会学術大会,2018,（兵庫）,［座長］

013　向井未年子：特別講演「高齢がん患者の意思決定支援」,
第12回三重がん看護フォーラム, 2018,（三重）,［座長］

014　向井未年子：コンサルテーション論.愛知県立大学看護実
践センター認定看護師教育課程「がん化学療法看護」, 
2018,（愛知）,［講師］

015　向井未年子：コンサルテーション論.愛知県立大学看護実
践センター認定看護師教育課程「がん性疼痛看護」, 2018.

（愛知）,［講師］
016　向井未年子：コンサルテーション論.愛知県立大学大学院

看護学研究科, 2018,（愛知）,［講師］
017　向井未年子：一般演題・口演Ⅰ.日本緩和医療学会第1回

東海・北陸支部学術大会, 2018.（愛知）,［座長］
018　岩井美世子：在宅医療病態論.愛知県看護協会訪問看護認

定看護師教育課程, 2018,（愛知）,［講師］
019　岩井美世子：がん看護.愛知県看護協会訪問看護職員養成

講習会, 2018,（愛知）,［講師］
020　岩井美世子：成人看護学概論.蒲郡市立ソフィア看護専門

学校, 2018,（愛知）,［講師］
021　岩井美世子：がん看護（専門看護師）の役割.愛知医科大

学看護学部, 2018,（愛知）,［講師］
022 　岩井美世子：がん看護外来.愛知県立大学看護学部, 2018,

（愛知）,［講師］
023　岩井美世子：がん看護（がん患者を生活者として支える

看護）.愛知県立総合看護専門学校, 2018,（愛知）,［講師］
024　岩井美世子：緩和ケア・ターミナル看護論.人間環境大学, 

2018,（愛知）.［講師］
025　岩井美世子：頭頸部がん看護セミナー .メディカ出版, 

2018,（兵庫）,［講師］
026　井上さよ子：看護倫理研修. 心身障害者コロニー中央病

院, 2018,（愛知）,［講師］
02　井上さよ子：コンサルテーション論.日本赤十字豊田看護

大学, 2018,（愛知）,［講師］
028　井上さよ子：対象者のニーズをとらえるためのコミュニ

ケーション能力向上研修,愛知県看護協会, 2019,（愛知）,
［講師］

029　井上さよ子：自分らしく生きるためのヒント探しがん治
療における外見の変化とアビアランスケア. With you 
NAGOYA あなたのブレストケアを考える会, 2018,（愛
知）,［講師］
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030　井上さよ子：死生観 緩和ケア.人間環境大学, 2018,（愛知）,
［講師］

031　千種智之, 河村大一：感染対策.新人看護職員合同研修,
愛知県看護研修センター , 2018,（愛知）,［講師］

032　千種智之：看護職カムバック研修（年2回実施）感染対
策.愛知県看護研修センター , 20018,（愛知）,［講師］

033　千種智之：看護職カムバック研修；感染対策,愛知県ナー
スセンター , 20018,（愛知）,［講師］

034　千種智之：みんなの健康相談（年1回実施）冬の感染対
策につい.愛知県看護協会, 2018,（愛知）,［講師］

035　小島　瞳：IADについて.平成30年度尾張東部地区皮膚・
排泄ケア在宅研修会, 2018,（愛知）,［講師］

036　小島　瞳：イレオストミーのケアについて.ダンサックイ
レオストミーケアセミナー , 2018,（愛知）,［講師］

037　小島　瞳：化学療法中のストマケアについて.がん患者の
ためのストーマ・スキンケアの心得, 2019.（愛知）,［講演］

038　宮谷美智子：「がん看護Ⅰ～化学療法を受ける患者の看護
～」,愛知県看護協会研修, 2018.（愛知）,［講師］

039　宮谷美智子：「がん化学療法看護～妊孕性～」.平成30年
度がん看護ジェネラリスト研修, 2018,（愛知）,［講師］

040　笹川良子：看護特別セッション.リザーバー研究会, 2018,
（群馬）,［座長］

041　福嶋敬子：クリニカルパスの基本.愛知クリニカルパス研
究会第5回研修セミナ―, 2018,（愛知）,［講師］

042　福嶋敬子：パス作成の基本.飯田市立病院院内研修会, 
2018,（長野）,［講師］

043　福嶋敬子：CVポート設置術におけるクリニカルパスの
活用.第43回リザーバー研究会, 2018,（群馬）,［講演］

044　福嶋敬子：インシデントとその対策.第11回IVR看護師
ステップアップセミナ―, 2018,（兵庫,［講師］

045　福嶋敬子：メディカルスタッフセッション,第64回中部
IVR研究会, 2018,（岐阜）,［座長］

046　福嶋敬子：メディカルスタッフ看護師セッション,第47
回日本IVR学会総会, 2018,（東京）,［座長］

047　中山衣代：内視鏡治療を受ける患者の看護,愛知県立大学, 
2018,（愛知）,［講師］

048　藤田　恵：疼痛マネジメント,中日病院緩和ケア勉強会, 
2018,（愛知）,［講師］

049　久保　知：がん放射線療法の治療計画管理における看護,
がん放射線療法看護認定看護師養成課程, 2018,（東京）,［講
師］

050　久保　知：日本の放射線治療・がん患者に貢献するため
どう展開していくか. 2018遠州・愛知放射線治療講演会, 
2018,（愛知）,［シンポジスト］

051　久保　知：頭頸部がん看護セミナー , 2018.（東京）,［講師］
052　久保　知：頭頸部がん看護セミナー , 2018.（兵庫）,［講師］
053　新田都子：がん看護総論演習 がん性疼痛を有する患者の

アセスメントと計画立案. 認定看護師教育過程「がん性
疼痛看護」, 2018,（愛知）,［ファシリテータ］

054　新田都子：がん医療チームにおける看護の役割,愛知県立
大学看護実践センター認定看護師教育過程「がん性疼痛
看護」,2018,（愛知）,［講師］

055　山口真由美：術後せん妄の予防と対策.第3回食道周術期
管理セミナー , 2019,（東京）,［講師］

056　山田健司：手術室における看護について. 愛知県立大学, 
2018,（愛知）,［講師］

057　山田健司：がん基礎研修　手術療法における看護につい
て. 小牧市民病院, 2018,（愛知）,［講師］

058　山田健司：術前看護Ⅱ, 日本手術看護学会年次大会, 2018,
（横浜）,［座長］

059　山田健司：周術期における看護師の役割と薬剤師への期
待. 愛知県立病院薬剤師研修会, 2019,（愛知）,［講師］

060　高木礼子：乳房再建術選択における看護～乳がん看護認
定看護師の関わり～, 第4回東海乳房再建研究会, 2018.（愛
知）,［講演］

061　深谷恭子：緩和ケアについて. 名古屋医専 疼痛専攻, 
2018,（愛知）,［講師］

062　山田英光子：パネルディスカッション-患者を中心とする
IVR医療のための他職種間連携. 中部IVR研究会, 2018,（岐
阜）,［シンポジスト］

063　中島貴子：がん性疼痛に対する治療と看護. 認定看護師
教育課程「がん性疼痛」分野，2018,（愛知）,［講師］

064　中島貴子：がん基礎研修「放射線看護］. 小牧市民病院, 
2018,（愛知）,［講師］

065　福田沙季：乳房再建 術式決定における意思決定支援～外
来看護師としての関わり～ . 第15回日本乳癌学会中部地
方会, 2018,（三重県）,［講義］

066　美濃屋亜矢子：がん教育における緩和ケア. 第23回日本
緩和医療学会学術大会, 2018,（兵庫）,［シンポジスト］

067　美濃屋亜矢子：人生の最終段階にむけた意思決定の支援
～自分らしい生き方の選択～ . 愛知県看護協会, 2018,（愛
知）,［講師］

068　美濃屋亜矢子：小中学校におけるがん教育の進め方. 南
知多町主任養護教諭連絡会研修会, 2018,（愛知）,［講師〕

069　永田智子：がん看護ジェネラリストナース育成研修. 愛
知県がんセンター中央病院, 2018.（愛知）,［講師］

070　永田智子：ELNEC-J研修会. 愛知がんセンター愛知病院, 
2018,（愛知）,［講師］

071　永田智子：がん性疼痛緩和における非薬物的アプローチ. 
愛知県大学看護実践センター認定看護師教育課程「がん
性疼痛」分野，2018,（愛知）,［講師］

072　永田智子：ELNEC-J研修会. 名古屋徳洲会病院, 2018,（愛
知）,［講師］

073　永田智子：在宅医療・介護施設等への出前講座. ＪＡ愛
知厚生連足助病院介護医療院, 2018.（愛知県）,［講師］

074　田崎智子：乳房再建を受けた患者へのセルフケア支援. 
第15回日本乳癌学会中部地方会， 2018,（三重県）,［講師］

075　田崎智子：アピアランスケア. 東海乳癌チーム医療研究
会, 2019.（愛知）,［パネリスト］
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薬剤部

001　橋本直弥，立松三千子，稲熊一英，梶田正樹：外来治療
における経口抗がん剤介入回数の実際とがん患者指導料
3算定に関する考察. 第28回医療薬学会年会, 2018,（神戸）,

［ポスター］
002　橋本直弥：細胞障害性抗がん剤の臨床薬理①. 第16回日

本臨床腫瘍学会学術集会, 2018,（神戸）,［エッセンシャ
ルセミナー］

003　高橋新次：症例サマリのまとめ方（3）：膵癌.  第28回医
療薬学会年会, 2018,（神戸）,［シンポジウム］

004　栗原幸司，室　圭，前田章光，水野靖也：がん拠点病院
における看護師・医師による抗がん薬のミキシングにつ
いての実態調査. 第16回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2018,（神戸）,［ポスター］

005　原　かをり，前田章光，尾瀬　功，稲熊一英，梶田正樹：
フルオロウラシル注「トーワ」の血管関連有害事象に対
する 5-FU 注との比較検討. 第28回日本医療薬学会年会，
2018,（神戸）,［ポスター］

006　内川詩野，山崎　研，栗原幸司，曾根裕美子，石川知奈美，
浦沢奈央，武馬裕美子，池田桂子，深谷幸代，梶田正樹：
当院と近隣3保険薬局における「疑義照会に関する簡素
化プロトコール」の取り組みと成果. 第51回東海薬剤師
学術大会，2018,（静岡）,［ポスター］

007　立松三千子, 服部正也, 小谷はるる, 萩原純孝, 水野靖也, 
肱岡　範, 清水淳市, 安藤正志, 澤木正孝, 吉村章代, 権
藤なおみ, 安立弥生, 岩田広治 ： 院内製剤で調製したス
テロイド含有含嗽薬使用患者におけるエベロリムスによ
る口内炎の発症時期の検討. 第16回日本臨床腫瘍学会学
術集会, 2018,（神戸）,［ポスター］

008　立松三千子, 服部正也, 小谷はるる, 萩原純孝, 水野靖也, 
肱岡　範, 清水淳市, 安藤正志, 澤木正孝, 吉村章代, 権
藤なおみ, 安立弥生, 岩田広治 ： エベロリムスによる口
内炎予防を目的とした院内製剤（ステロイド含有含嗽薬）
使用患者における口内炎発症時期の検討. 第3回日本がん
サポーティブケア学会学術集会, 2018,（福岡）,［口演］, ［ポ
スター］

009　立松三千子：薬剤師がつなぐチーム医療の輪～医看薬薬
連携による外来がん患者サポート～ . メディカル一光 が
ん化学療法研修会, 2018,（津）,［講演］

010　立松三千子：医看薬薬連携で目指すチーム医療～病院薬
剤師の役割～ . 第10回地域連携薬剤管理指導研究会・講
演会. 2018,（名古屋）,［講演］

011　立松三千子：薬剤師がつなぐチーム医療の輪～経口抗が
ん薬の多職種連携～ . 第1回多職種連携講演会, 2019,（松
山）,［講演］
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がん情報・対策研究分野

001　Ito H, Matsuo K： Risk modeling of breast cancer and 
its application to personalized cancer prevention in Ja-
pan. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［一般口演］

002　Kanemura S, Ito H, Oki I, Inoue M, Shibata A： Jap-
anese SEER Program: Requirements Nationwide Cancer 
Epidemiological Studies Based on the National Cancer 
Registry. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［ポ
スター］

003　Ito H, Masaoka H, Koyanagi Y, Matsuo K：Potential 
overtreatment among men aged 80 years and older 
with localized prostate cancer in Japan. 40th IACR Sci-
entific Conference. Arequipa, 2018,（ペルー）,［ポスター］

004　Usui Y, Oze I, Koyanagi Y, Ugai T, Ito H, Matsuo 
K：A prostate stem cell antigen （PSCA） polymorphism 
associated with duodenal/gastric ulcer risk:candidate 
gene cross-sectional evaluation in the Japan Multi-Insti-
tutional Collaborative Cohort Study. 第 11 回 NAGOYA 
グローバルリトリート, 2019,（愛知）,［ポスター］

005　伊藤秀美：がん登録の未来－患者・地域に解決をもたら
すデータサイエンスへの進化のために－⑶医療・研究が
できること. 日本がん登録協議会第27回学術集会, 2018,

（沖縄）,［口演］
006　伊藤秀美：がん登録資料を活用した医療・がん対策の評

価に資する記述疫学研究. 日本がん登録協議会第27回学
術集会, 2018,（沖縄）,［口演］

007　小井手佳代子，川浦正規，榊原康時，小久保拓馬，山口
通代，小栁友理子，野田　司，伊藤秀美，杉浦喜一郎：
全国がん登録への移行における課題と工夫. 日本がん登
録協議会第27回学術集会, 2018,（沖縄）,［ポスター］

008　山口通代，小栁友理子，小井手佳代子，杉浦喜一郎，松
尾恵太郎，伊藤秀美：愛知県の二次医療圏における生存
率の地域差ー Funnel Plots法を用いた5年相対生存率の
検討. 日本がん登録協議会第27回学術集会, 2018,（沖縄）,

［ポスター］
009　碓井喜明, 松岡賢市, 岩本美紀, 廻勇輔, 三道康永, 坂本

真衣子, 藤原悠紀, 近藤　匠, 谷勝　真, 佐伯恭昌, 岡本
幸代, 淺田　騰, 西森久和, 藤井伸治, 近藤英生, 前田嘉
信：Mechanistic Analysis of Cytokine Release Syn-
drome after Autologous HSCT following PD-1 blockade. 
第80回日本血液学会学術集会, 2018, （大阪）,［口演］

010　成田智晴，伊藤秀美，丸山晋時，杉浦良伸，夏目恵子, 
吉田　宏：愛知県がん登録データを用いた県内胃がん労
働損失の推計. 2018, 第77回日本公衆衛生学会総会, 2018,

（福島）,［口演］
011　山口通代，小栁友理子，松尾恵太郎，伊藤秀美：愛知県

がん登録資料に基づくがん患者5年生存率の医療圏間格

3．学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）

差－Funnel Plots法を用いた評価－. 第29回日本疫学会
学術総会, 2019,（東京）,［口演］

012　小栁友里子, 春日井由美子, 鵜飼知嵩, 尾瀬　功, 伊藤秀
美, 松尾恵太郎：Aldehyde dehydrogenase 2遺伝子多型
と大腸がんリスク：媒介分析による評価. 第29回日本疫
学会学術総会, 2019,（東京）,［口演］

012　佐藤　光, 碓井喜明, 坂本真依子, 藤原悠紀, 神原由衣, 
住居優一, 牛尾総一郎, 江角　悟, 北村佳久, 藤井伸治, 
松岡賢市, 前田嘉伸, 千堂年明：急性の腸管GVHDに対
してブデソニド腸溶性顆粒充填カプセルを投与した3症
例. 第41回日本造血細胞移植学会総会, 2019,（大阪）,［ポ
スター］

がん予防研究分野

001　Matsuo K, Ito H：Alcohol and Cancer in Asia. The14th 
Japan-Korea Join Symposium on Cancer and Ageing Re-
serch, 2018, （佐賀）,［一般口演］

002　Ugai T, Matsuo K：Association of body mass index, 
smoking and alcohol with multiple myeloma mortality in 
Asians: a pool analysis of over 800,000. The14th Japan-
Korea Join Symposium on Cancer and Ageing Reserch, 
2018, （佐賀）,［一般口演］

003　Matsuo K：Cancer Risk and Alcohol: Gene-environment 
Interaction among Asian. 19th Congress of the Interna-
tional Society for Biomedical Research on Alcoholism, 
2018,（京都）,［シンポジウム］

004　Hirano M, Melissa R, Ohka F, Aoki K, Yamamichi 
A, Kato T, Matsuo K, Enomoto A： Aberrant active-
enhancers associated with downregulation of HDAC1-
RFP complex overcome chemoresistance in glioblasto-
ma. 第77回日本癌学会学術総会, 2018, （大阪）, ［一般口
演］

005　Kasugai Y,Ugai T,Oze I,Koyanagi Y,Ito H,Matsuo 
K：Impact of dietary folate intake on the risk of gastric 
cancer. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［ポス
ター］

006　Saito E, Inoue M, Tsugane S, Ito H, Matsuo K, 
Wakai K, Wada K, Nagata C, Tamakoshi A, Tana-
ka K：Smoking cessation and subsequent risk of can-
cer: A pooled analysis of eight population-based cohort 
studies in Japan. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大
阪）,［ポスター］

007　Moaz E Elshair：Impact of Socioeconomic Status 
（SES） and Sibling Number （SN） on Prevalence of Heli-
cobacter Pylori Infection: a Cross-Sectional Study in a 
Japanese Population.第11 回NAGOYA グローバルリト
リート, 2019,（愛知）,［ポスター］
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008　岩瀬まどか, 服部正也, 澤木正孝, 吉村章代, 小谷はるる, 
権藤なおみ, 安立弥生, 片岡愛弓, 大西　桜, 杉野香世子, 
堀澤七恵, 森　万希子,寺田満雄, 岩田広治：乳癌術前化
学療法後の真の病理学的完全奏功についての検討, 第26
回日本乳癌学会学術総会, 2018,（京都）,［シンポジウム］

009　鵜飼知嵩, 松尾恵太郎, 澤田典絵, 岩崎　基, 山地太樹, 
島津太一, 後藤　温, 井上真奈美, 津金昌一郎：コーヒー,
緑茶摂取と骨髄系腫瘍罹患との関連：多目的コホート研
究. がん予防学術大会2018, 2018,（高松）,［口演］

010　鵜飼知嵩, 松尾恵太郎, 尾瀬　功, 伊藤秀美, 若井健志, 
和田恵子, 永田知里, 喜多村祐里, 玉腰暁子, 澤田典絵, 
田中恵太郎, 島津太一：喫煙は急性骨髄性白血病の重大
な危険因子である：日本のコホート研究のプール解析. 
第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［口演］

011　菱田朝陽, 藤井亮輔, 中　昌弘, 川合紗世, 伊藤秀美, 松
尾恵太郎, 渡邉美貴, 鈴木貞夫, 栗山長門, 内藤真理子, 
若井健志：GWAS と SNP-set Kernel Association Tests

（SKAT）により見出されたPSCA遺伝子とピロリ菌関連
胃粘膜萎縮の関連. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大
阪）,［口演］

012　碓井嘉明, 小栁友里子, 松田智大, 片野田耕太, 松尾恵太
郎, 伊藤秀美：日米における多発性骨髄腫の死亡率の経
年変化と新規薬剤導入の影響.第29回日本疫学会学術総
会, 2019,（東京）,［口演］

013　松尾恵太郎：Gene-environment interaction. 第29回日本
疫学会学術総会, 2019,（東京）,［シンポジウム］

014　鵜飼知嵩, 伊藤秀美, 松尾恵太郎：ALDH2遺伝子多型,
飲酒と乳がんリスク：Breast Cancer Association Con-
sortiumアジア人データの解析. 第29回日本疫学会学術
総会, 2019,（東京）,［口演］

015　尾瀬　功, 春日井由美子, 小栁友里子, 鵜飼知嵩, 伊藤秀
美, 松尾恵太郎 ：胃がん・大腸がん患者の診断時の社会
経済学的要因とその心理的影響. 第29回日本疫学会学術
総会, 2019,（東京）,［ポスター］

016　後藤　温, 中杤昌弘, 成田　暁, 久保充明, 桃沢幸秀, 伊
藤秀美, 松尾恵太郎, 丹野高三, 清水厚志, 寶澤　篤, 木
下賢吾, 若井建志, 津金昌一郎, 岩崎　基：大規模分子疫
学コンソーシアムによる日本人一般集団を対象とした体
格指標のゲノムワイド関連解析.第29回日本疫学会学術
総会, 2019,（東京）,［ポスター］

分子遺伝学分野

001　Imoto I, Hirasawa A, Akahane T, Yamagami W, 
Nomura H, Susumu N, Tsuda H, Aoki D：Preva-
lence of Pathogenic Germline Variants of Cancer Sus-
ceptibility Genes in Japanese Patients with Ovarian, 
BRCA2018, 2018,（Mont-Royal Canada）,［ポスター］

002　Imoto I, Saito M, Suga K, Naruto T, Kohmoto T, 
Otsu M, Horiuchi K, Nakayama H, Higashiyama S, 
Nakagawa R, Tange S, Masuda K, Kagami S：Com-

pound heterozygous missense variants in the ADAM17 
gene cause neonatal inflammatory skin and bowel dis-
ease 1. Annual meeting of American Society of Human 
Genetics 2018, 2018,（SanDiego USA）,［ポスター］

003　高磯伸枝, 吉村章代, 大瀬戸久美子, 岩田広治, 井本逸
勢：遺伝性乳がん卵巣がん症候群に対するリスク低減乳
房切除後の心理・QOL調査. 第24回日本家族性腫瘍学会
学術集会, 2018,（神戸）,［ポスター］

004　高磯伸枝, 原　和生, 吉村章代, 大瀬戸久美子, 柴田亜矢
子, 岩田広治, 井本逸勢：病理解剖により神経線維腫症
１型と診断された患者の小児を含む家族への情報提供を
がん専門看護師との連携で支援した１例. 第42回日本遺
伝カウンセリング学会学術集会, 2018,（仙台）,［口演］

005　増田清士, 藤田悠司, 河本知大, 濱田隼一, 庄田勝俊, 丹
下正一郎, 井本逸勢：KHSRPは癌促進型miRNA発現を
誘導し食道癌の進展を促進する. 第77回日本癌学会学術
総会, 2018,（大阪）,［口演］

006　河本知大, 藤田悠司, 庄田勝俊, 丹下正一郎, 増田清士, 
市川大輔, 大辻英吾, 井本逸勢：in silico解析による新規
治療標的候補遺伝子OEGC1の同定と機能解析. 第77回
日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［口演］

007　丹下正一郎, 河本知大, 増田清士, 井本逸勢：肺腺癌の予
後を予測可能な遺伝子群の探索. 第77回日本癌学会学術
総会, 2018,（大阪）,［ポスター］

008　松下洋輔, 小松正人, 清谷一馬, 吉丸哲郎, 新沼　猛, 鈴
木　拓, 本田純子, 井本逸勢, 丹黒　章, 三好康雄, 笹　
三徳 , 片桐豊雅：トリプルネガティブ乳癌における
SALL3の高頻度なエピジェネティックな不活化機構. 第
77回日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［ポスター］

009　阿部彰子, 井本逸勢, 丹下正一郎, 成戸卓也, 苛原　稔：
徳島県の卵巣癌患者における遺伝学的検査への意識調査
と遺伝子変異頻度. 日本人類遺伝学会 第63回大会, 2018,

（横浜）,［口演］
010　高磯伸枝, 大瀬戸久美子, 井本逸勢：症例ごとに対応す

る多科参加型遺伝性腫瘍タスクフォース構築の試み. 日
本人類遺伝学会 第63回大会, 2018,（横浜）,［口演］

011　森田圭一, 丹下正一郎, 井本逸勢, 及川　悠, 栢森　高, 
柴田恵里, 外内えり奈, 道　泰之, 池田　通, 原田浩之, 
依田哲也：FFPEサンプルのRNAシークエンス解析によ
る融合遺伝子検出の条件検討. 日本人類遺伝学会 第63回
大会, 2018,（横浜）,［ポスター］

がん病態生理学分野

001　Aoki M, Sasaki E, Kimura K, Komori K, Shimizu 
Y, Yatabe Y, Sakuma K.：Identification of HNRNPLL 
as a novel metastasis suppressor of colorectal cancer. 
AACR Annual Meeting 2018, 2018,（Chicago USA）,［ポ
スター］

002　小島　康：がん悪液質の病態生理解明を目指した研究．
第6回がんと代謝研究会, 2018, （奄美）,［口演］
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003　青木正博，梶野リエ：Apc変異マウスの腸管腫瘍形成に
おけるMyD88の役割の解析．第22回日本がん分子標的
治療学会学術集会, 2018,（東京）,［ワークショップ］

004　青木正博，佐久間圭一朗：HNRNPLL is a novel metas-
tasis suppressor of colorectal cancer, and modulates al-
ternative splicing of CD44 during epithelial-mesenchy-
mal transition.第70回日本細胞生物学会大会, 2018,（東京）,

［ワークショップ］
005　青木正博：HistamineはmTOR阻害薬抵抗性大腸がんの

浸潤に関与する . 第 27 回日本がん転移学会学術集会 , 
2018,（横浜）,［ワークショップ］

006　青木正博，前田　亮，小島　康，佐久間圭一朗：がんの
転移における腫瘍微小環境の役割. 第77回日本癌学会学
術総会, 2018,（大阪）,［口演］

007　佐久間圭一朗，青木正博：HNRNPLLはDNA複製制御
因子のmRNAを安定化することで大腸がん細胞の細胞周
期を促進する. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,

［口演］
008　小島　康，藤下晃章，三城恵美，梶野リエ，武藤　誠，

青木正博：大腸がん形成におけるDio2の役割. 第77回日
本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［ポスター］

009　藤下晃章，小島　康，三城恵美，曽我朋義，武藤　誠，
青木正博：大腸がんのmTOR阻害薬抵抗性獲得にヒスタ
ミンが関与している. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,

（大阪）,［ポスター］
010　梶野リエ，藤下晃章，武藤　誠，青木正博：Apc変異マ

ウスの腸管腫瘍形成において腸上皮細胞のMyD88が果
たす役割の解明. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大
阪）,［ポスター］

011　向井智美，佐藤龍洋，三城恵美，青木正博，藪田紀一，
関戸好孝：悪性中皮腫においてLATS2はO-GlcNAc化を
抑制する. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［ポ
スター］

012　青木正博：腸管腫瘍形成におけるMyD88とHIFｓの役割. 
第16回がんとハイポキシア研究会, 2018,（千葉）,［招待
講演］

013　佐藤清敏，谷内田真一，杉本昌弘，田畑　祥，梶野リエ，
小島　康，藤下晃章，青木正博，曽我朋義：MYCによ
る大腸がんの代謝リプログラミング. 第41回日本分子生
物学会年会, 2018,（横浜）,［ワークショップ］

014　青木正博，藤下晃章，武藤誠，小島　康：大腸がん微小
環境における DIO2（ II型脱ヨード酵素）の役割. 第41
回日本分子生物学会年会, 2018,（横浜）,［ポスター］

015　向井智美，松下明弘，佐藤龍洋，藤下晃章，三城恵美，
奥田真帆，青木正博，関戸好孝：悪性中皮腫における 
Hippo経路の破綻による腫瘍進展機構. 第41回日本分子
生物学会年会, 2018,（横浜）,［ワークショップ］

分子腫瘍学分野

001　Sekido Y：TAZ Activation by NF2-Hippo Pathway 
Dysregulation Induces Cytokine Expression and Pro-
vides Growth Advantage to Mesothelioma. iMig, 2018,

（Ottawa）,［シンポジウム］
002　向井智美, 松下明弘, 佐藤龍洋, 藤下晃章, 青木正博, 関

戸好孝：IL-1受容体拮抗薬はHippo経路の破綻した悪性
中皮腫細胞の進展を抑制する. 第22回日本がん分子標的
治療学会, 2018,（東京）,［ポスター］

003　佐藤龍洋, 向井智美, 関戸好孝：悪性中皮腫における
Rheb-SmgGDS-mTORシグナル伝達経路の解析. 第77回
日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［ポスター］

004　向井智美, 佐藤龍洋, 三城（佐藤）恵美, 青木正博, 薮田
紀一, 関戸好孝：悪性中皮腫においてLATS2はO-Glc-
NAc化を抑制する. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,（大
阪）,［ポスター］

005　Hoang T.D. Nyuyen, 峯　裕一, 関戸好孝, 藤井万紀子：
がん細胞におけるCTGFの役割. 第77回日本癌学会学術
総会, 2018,（大阪）,［ポスター］

006　村上優子, 清成信一, 田部陽子, 門松健治, 三井田孝博, 
関戸好孝：悪性中皮腫におけるBAP1遺伝子変異に対す
る合成致死遺伝子の網羅的探索. 第77回日本癌学会学術
総会 , 2018,（大阪）,［シンポジウム］

007　佐藤光夫, 田中一大, 後藤大輝, 加藤俊夫, 各務智彦, 宮
沢亜矢子, 與語直之, 長谷哲成, 森瀬昌弘, 関戸好孝, 近
藤征史, 長谷川好規：非小細胞肺癌にする新規治療標的
としての転写開始因子EIF2サブユニットEIF2b. 第77回
日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［口演］

008　竹下純平, 辰野健二, 松本大地, 栗林康造, 近藤展行, 長
谷川誠紀, 佐藤鮎子, 辻村　亨, 大多茂樹, 河上　祐, 中
野孝司, 関戸好孝, 油谷浩幸：255症例の悪性胸膜中皮腫
の網羅的遺伝子解析. 第77回日本癌学会学術総会, 2018,

（大阪）,［ポスター］
009　中村敦子, 伊東剛, 田中一大, 中島　淳, 森川鉄平, 深山

正久, 関戸好孝, 仁木利郎, 松原大祐, 村上善則：肺腺が
んにおけるHippo経路の細胞接着分子CADM1による制
御. 第41回日本分子生物学会年会, 2018,（横浜）,［ポス
ター］

010　村上優子, 天野美希, 小木曽杏奈, 清成信一, 紅　朋浩, 
田部陽子, 金田典雄, 門松健治, 三井田孝博, 村上浩士, 
関戸好孝：悪性中皮腫におけるBAP1遺伝子変異に対す
る合成致死遺伝子の網羅的探索. 第41回日本分子生物学
会年会, 2018,（横浜）,［ポスター］

011　向井智美, 松下明弘, 佐藤龍洋, 藤下晃章, 三城恵美, 奥
田真帆, 青木正博, 関戸好孝：悪性中皮腫におけるHippo
経路の破綻による腫瘍進展機構. 第41回日本分子生物学
会年会, 2018,（横浜）,［ワークショップ］

012　田中一大, 佐藤光夫, 加藤俊夫, 後藤大輝, 各務智彦, 宮
沢亜矢子, 與語直之, 長谷哲成, 森瀬昌宏, 関戸好孝,近
藤征史, 長谷川好規：eIF2b is a Potential Therapeutic 
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Target for Non-small Cell Lung Cancer. 第59回日本肺
癌学会学術集会, 2018,（東京）,［ポスター］

013　向井智美：The mechanism of tumor progression caused 
by perturbation of the Hippo pathway in malignant me-
sothelioma. 第 11 回 NAGOYA グローバルリトリート , 
2019,（愛知）,［口演］

腫瘍制御学分野

001　小根山千歳：Srcがんシグナルによるエクソソーム形成
亢進メカニズム. 第22回日本がん分子標的治療学会学術
集会, 2018,（東京）,［ワークショップ］

002　小根山千歳，疋田智也：Src in endosomal membranes 
promotes secretion of exosomes and tumor progression．
第70回日本細胞生物学会大会, 2017,（東京）,［ポスター］

003　疋田智也， 小根山千歳：Srcによるエクソソーム形成亢進
とがん形質発現．第10回日本RNAi研究会・第5回日本
細胞外小胞学会, 2018,（広島）,［ポスター］

004　疋田智也， 小根山千歳：Endosomal Src promotes exo-
some secretion and tumor progression. 第77回日本癌学
会学術総会, 2018,（大阪）,［ポスター］

005　小根山千歳：Mechanisms underlying upregulation of ex-
osomes in cancer cells．第41回日本分子生物学会年会, 
2018,（横浜）,［シンポジウム］

006　小根山千歳：エクソソーム形成分泌制御とがん進展．岡
山大学医歯薬総合研究科特別セミナー , 2019,（岡山）,［特
別講演］

腫瘍免疫応答研究分野

001　Tanimoto K, Fujiwara K, Tawara I, Masuya M, 
Kageyama S, Nishida T, Murata M, Terakura S, 
Akatsuka Y, Ikeda H, Miyahara Y, Nukaya I, Take-
sako K, Emi N, Katayama N, Shiku H, Yasukawa 
M：Phase 1 Clinical Trial of Adoptive Immunotherapy 
for Acute Myelogenous Leukemia and Myelodysplastic 
Syndrome, Using Gene-Modified Autologous Lym-
phocytes Expressing WT1-Specific T-Cell Receptor. The 
58th ASH Annual meeting, 2016,（San Diego, USA）, ［口
演］

002　太田里永子, 岡村文子, 赤塚美樹, 葛島清隆：ヒト培養細
胞を用いたTCR親和性成熟システムの樹立. 第22回日本
がん免疫学会総会, 2018,（岡山）,［口演］

003　桑原一彦, 葛島清隆，塚本徹哉：TREX2複合体欠損に
よって化学療法感受性上昇はRループに依存するか？第
77回日本癌学会学術総会, 2018,（大阪）,［ポスター］

004　赤塚美樹, 堀口徳之, 後藤康洋, 楫屋良子, 白石圭子, 柴
田　知, 今泉　和, 大宮直木, 恵美宣彦：免疫チェックポ
イント阻害抗体治療後の免疫パラメーターの変化の検討. 
第10回日本血液疾患免疫療法学会学術集会, 2018, （東京）,

［ポスター］

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

001　Matsushita H：Mutation-derived neoantigens as a 
promising target for cancer vaccine development. 19th 
Symposium for Gene Design and Delivery, 2019,（Chiba）,

［招待講演］
002　Matsushita H：The role of mutation-derived neoanti-

gens in cancer therapy: A possible Immune evasion 
mechanism through reduced neoantigen expression in 
glioma, Nagoya Immunology Network in NCU, 2019,

（Nagoya）,［招待講演］
003　松下博和：高悪性度漿液性腺癌（HGSC）におけるネオ

アンチゲンの多寡と予後との関連, 第16回 日本免疫治療
学会学術集, 2019,（東京都）,［ポスター］

004　松下博和：次世代シーケンサーを活用したネオアンチゲ
ンに対する免疫応答の検討 第31回 日本バイオセラピイ
学会学術集会総会, 2019,（東京都）,［招待講演］

分子診断トランスレーショナルリサーチ分野

001　Tanaka I, Dayde D, Tai MC, Solis L, Tripathi S, 
Fahrmann J, Unver N, Cuentas E, Wang H, Kataya-
ma H, Dennison J, Lorenzi P, Do KA, Fujimoto J, 
Behrens C, Ostrin E, Rodriguez-canales J, Yatabe 
Y, Hasegawa Y, Gazdar A, wistuba I, Hanash S, 
Taguchi A：SRGN-triggered aggressive and immuno-
suppressive phenotype in TTF-1–negative lung adeno-
carcinomas. 11th AACR-JCA Joint Conference, 2019,

（Maui）,［ポスター］

がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

001　Ebi H：Overcome resistance by regulating feedback 
signaling pathway. The 34th Nagoya International Can-
cer Treatment Symposium, 2019,（名古屋）,［シンポジ
ウム］

002　Kotani D, Mondaca S, Parikh A, Bando H, Seventer 
EV, Taniguchi H, Yoshino Y, Corcoran RB, Yaeger 
R, Ebi H：Clinicopathological features, efficacy of anti-
EGFR therapy, and survival outcomes in patients with 
BRAF non-V600 mutated metastatic colorectal cancer. 
Journal of Clinical Oncology 37, no. 4_suppl. 659-659,2019, 
ASCO-GI,,（サンフランシスコ）,［ポスター］

003　Ebi H：Combination Therapies Targeting KRAS Mu-
tant Lung Cancer. The 6th JCA-AACR Special Joint 
Conference, 018,（京都）,［シンポジウム］

004　衣斐寛倫： MEK阻害薬に対する耐性機序, 第59回日本肺
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癌学会学術集会，2018,（東京）,［シンポジウム］　
005　衣斐寛倫：MAPK変異腫瘍における初期・獲得耐性機構

と治療開発　第77回日本癌学会学術総会　インターナ
ショナルシンポジウム（10）治療抵抗性の分子基盤解明
と新たな治療薬の開発　2018,（大阪）,［シンポジウム］

006　細野祥之：非小細胞肺癌において発生・進展を調節する
新規遺伝子の同定と機能解析. 第77回日本癌学会学術総
会, 2018,（大阪）,［奨励賞受賞講演］

バイオバンク部門

001　中田　舞, 伊藤智子, 井本逸勢, 伊藤秀美, 松尾恵太郎：
キャンサーバイオバンク愛知の紹介. 第4回クリニカル
バイオバンク学会シンポジウム, 2018, （京都）, ［ポス
ター］
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総長

001　Iwata Y, Ito S, Misawa K, Ito Y, Komori K, Abe T, 
Shimizu Y, Tajika M, Niwa Y, Yoshida K, Kinoshi-
ta T：Incidence and treatment of metachronous gastric 
cancer after proximal gastrectomy. Surgery Today, 48: 
552-557, 2018

002　三澤一成, 伊藤誠二, 伊藤友一, 重吉　到, 清水泰博, 木
下　平：機能温存と機能再建をめざした消化器外科手術
－術後QOL向上のために 早期胃癌に対する機能温存手
術　腹腔鏡下幽門保存胃切除・体腔内胃胃端々吻合再建.　
臨床外科, 73: 437-442, 2018

4．学会誌・その他の誌上発表テーマ調べ（総長、副総長）

副総長・総長　

001　Yamaguchi T, Hayashi M, Ida L, Yamamoto M, Lu 
C, Kajino T, Cheng J, Nakatochi M, Isomura H, 
Yamazaki M, Suzuki M, Fujimoto T, Takahashi 
T：ROR1-CAVIN3 interaction required for caveolae-de-
pendent endocytosis and pro-survival signaling in lung 
adenocarcinoma. Oncogene 38: 5142-5157, 2019. 

002　Lin E, Hsiao T, Lu J, Wong S, Lu T, Peck K, Taka-
hashi T, Yang, P：Translating gene signatures into a 
pathological feature: Tumor necrosis predicts disease 
relapse in operable and stage I lung adenocarcinoma. 
JCO Precis Oncol. doi: 10.1200/PO.18.00043 JCO, 2018. 

003　Nishizuka S, Tamura G, Nakatochi M, Fukushima 
N, Ohmori Y, Sumida C, Iwaya T, Takahashi T, 
Koeda K：Northern Japan Gastric Cancer Study Con-
sortium. Helicobacter pylori infection is associated with 
favorable outcome in advanced gastric cancer patients 
treated with S-1 adjuvant chemotherapy. J Surg Oncol, 
117: 947-956, 2018.

004　Takeshita S, Yamashita Y, Shiomi K, Suzuki 
N, Yoshida J, Naiki-I A, Suzuki S, Akatsuka S, 
Toyokuni S, Takahashi T, Mase S, Arakawa A, Su-
giura-O M, Takahashi S.：Expression of P-REX2a is 
associated with poor prognosis in endometrial malignan-
cies. Oncotarget 9: 24778-24786, 2018.
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病院長

001　Yamada S, Fujii T, Yokoyama Y, Kawashima H, 
Maeda O, Suzuki K, Okada T, Ono E, Yamaguchi J, 
Takano N, Takami H, Hayashi M, Niwa Y, Hirooka 
Y, Ito Y, Naganawa S, Ando Y, Nagino M, Goto H, 
Kodera Y.：Phase I study of chemoradiotherapy using 
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